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1.  総 論  

A)  はじめに  

創 価 高 等 学 校  校 長  塩 田 誠 一 郎  

 

これまで、 SG H アソシエイト校 として １年 、また SG H 校 として５年 間 研 究 開 発 を行 わせていただ

きました。この６ 年 間 で 、 先 生 方 は 変 化 を 恐 れず 前 向 きに 改 革 を 進 めてくださ るように なりました。

そして、なによりも生 徒 の学 習 意 欲 が増 し、生 徒 に人 間 力 、対 話 力 、知 力 、社 会 力 などの育 てた

い資 質 ・能 力 を育 むこと ができるようになったと 実 感 しております。  

創 価 学 園 は「日 本 の未 来 を担 い、世 界 の文 化 に貢 献 する有 為 の人 材 を輩 出 すること 」を目 的

として、池 田 大 作 先 生 により創 立 されました。「健 康 な英 才 主 義 」「人 間 性 豊 かな実 力 主 義 」の教

育 方 針 のもと 、生 命 尊 厳 の理 念 に立 脚 しながら、生 徒 一 人 ひと りに内 在 している優 れた能 力 を引

き出 し 、 限 りなく 豊 かな 人 間 性 の 開 発 を 行 い 、 生 徒 たちが 自 信 を 持 って 社 会 の 指 導 者 に 成 長 し

ていけるように教 育 活 動 を おこなってきました。  

そこで、本 校 では SGH の活 動 を始 めるにあたり、グローバル人 材 像 を「創 価 の精 神 の根 本 であ

る『生 命 尊 厳 の思 想 』をもって、世 界 平 和 に貢 献 する『地 球 規 模 課 題 の解 決 』に寄 与 できる人 材 」

と 定 めまし た 。また ＳＧ Ｈ 研 究 開 発 構 想 を 「 言 語 技 術 を 磨 き 、 地 球 規 模 課 題 解 決 に 取 り 組 む 能

力 育 成 プログラム」と 掲 げて活 動 してきました。  

言 語 技 術 の授 業 で は、日 本 語 と 英 語 で のコミュ ニケーション 能 力 、文 章 や 情 報 を正 確 に 読 み

解 き対 話 する力 、論 理 的 な文 章 を書 く力 など探 究 学 習 の土 台 を作 りました。その上 に、二 つの学

習 プ ロ グ ラ ム を 実 施 い た し ま し た 。 一 つ は 、 全 校 生 徒 を 対 象 に し た 探 究 学 習 プ ロ グ ラ ム 「 Ｇ Ｃ Ｐ 」

（G loba l  C i t i ze nsh ip  P ro j ec t ）で あり、もう一 つは、希 望 者 から選 抜 した数 十 名 を対 象 と する探 究

学 習 プ ロ グ ラ ム で 、 全 校 に 展 開 す る 学 習 の パ イ ロ ッ ト ケ ー ス と な る 「 Ｇ Ｌ Ｐ 」 （ G loba l  L eade r s  

P rog ram ）です。  

こうし た 取 り 組 み によ り 学 校 全 体 の カリ キ ュラ ム ・ マネジ メ ン トが 進 み 、 ３ 年 の ３ 学 期 に は 探 究 学

習 の成 果 を小 論 文 にまとめ、日 本 語 と 英 語 によるポスターセッションを行 うまでになり、内 容 も年 々

向 上 させ ること がで きまし た。 何 よ りも 生 徒 が 積 極 的 にな り、 社 会 で 起 きて い ること や 世 界 の 出 来

事 を知 り「自 分 ごと 」として 積 極 的 に係 わろうと するようになってきたこと を嬉 しく思 います。 大 きな国

際 会 議 に 自 ら 参 加 す るよ うに なっ た り、 海 外 語 学 研 修 のプ ログ ラ ム に 応 募 す る 生 徒 が 増 えた り 、

留 学 ジャパンに挑 戦 する生 徒 も増 えてきました。  

こうしたこれまでの SGH の取 り組 みの内 容 は、今 年 度 から「総 合 的 な探 究 の時 間 」としてカリキ

ュラムに組 み込 んで 引 き継 いで 発 展 的 に実 施 し ております。また、言 語 技 術 については 小 学 校 か

ら中 学 校 まで 一 貫 して行 うカリキュラムとして組 み上 げることに挑 戦 しております。  

これからも、 創 価 高 校 は創 立 精 神 に 則 り「 誰 も 置 き 去 りにしない 」社 会 を 建 設 す る世 界 市 民 を

育 成 し続 けるとともに、理 想 のカリキュラム開 発 をすすめながら、さらには、ユネスコスクールや SGH

ネットワークでも中 心 的 な役 割 を果 たしてまいりたいと願 っております。  

最 後 に なり ます が、 こ れまで ご 指 導 い た だい た 運 営 指 導 委 員 の 無 藤 隆 先 生 （ 白 梅 学 園 大 学

名 誉 教 授 、元 文 部 科 学 省 中 央 教 育 審 議 会 初 等 中 等 教 育 分 科 会 教 育 課 程 部 会 部 会 長 ）、遠

藤 誠 治 先 生 （成 蹊 大 学 教 授 、 元 日 本 平 和 学 会 会 長 ・ 現 理 事 ）、 村 上 清 先 生 （岩 手 大 学 大 学

院 客 員 教 授 ・元 学 長 特 別 補 佐 、立 教 大 学 ・東 北 大 学 客 員 教 授 、陸 前 高 田 市 参 与 ）、また私 ど

もの取 り組 みに アドバイ スしてくださ った 佐 藤 悟 様 （ 元 中 南 米 局 長 ・ 外 務 省 参 与 ） 、飯 田 順 三 先

生 （創 価 大 学 法 学 部 教 授 ） に 深 く感 謝 申 し上 げます。さらに、カリフォルニア 大 学 アーバイン校 、

アメリ カ 創 価 大 学 をはじめと す る 国 内 外 の 大 学 、 国 際 連 合 大 学 、ミドル ベリー 国 際 大 学 院 モ ント

レー校 、Dr オルガ・モ ハン高 校 、ジェームズ  マーティン不 拡 散 研 究 所 などの国 際 機 関 、研 究 機

関 や 各 企 業 、 さらに 交 流 さ せていた だいた 那 覇 国 際 高 等 学 校 、 広 島 女 学 院 高 等 学 校 、 長 崎 ・

活 水 高 等 学 校 、関 西 創 価 高 等 学 校 などの SGH 校 や各 学 校 の皆 様 のご厚 情 に感 謝 申 し上 げま

す。引 き続 きのご指 導 をよろしくお願 い申 し上 げます  
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2.  グローバル･シチズンシップ･プロジェクト（GCP）  

A)  概 要  

◼  概 要  

グローバル・シチズンシップ・プロジェクト（GC P）は、全 校 生 徒 対 象 の S GH 企 画 です。国 連

が提 示 する 地 球 規 模 課 題 や「持 続 可 能 な 開 発 のための 2030 アジェンダ」の 17 のゴール

（SDGｓ ）から テーマ を 設 定 し、 協 働 的 な 学 び の手 法 を 取 り 入 れる こと で、 現 代 社 会 に 対 する

幅 広 い教 養 と協 調 的 問 題 解 決 能 力 の育 成 を目 指 します。  

企 画 は学 期 に２回 ずつ実 施 する予 定 でしたが、新 型 コロナウイルスの影 響 で当 初 案 と変 更

になっています。また 1 年 生 は本 年 より「世 界 市 民 探 究 ＝ GC IS」が始 まった関 係 でこれまで

の学 期 ２回 の実 施 から、不 定 期 開 催 となっています。  

１年 生 は「S DGs」を 学 ぶ 企 画 。２年 生 は、「 戦 争 」や「 現 代 の紛 争 」をテーマに、 第 二 次 世

界 大 戦 や 、ル ワン ダ 内 戦 の 歴 史 的 背 景 な どに ついて 学 びました 。３年 生 は 、「 国 連 ラ ンチ」の

テーマで模 擬 国 連 を実 施 し、全 員 が一 国 の大 使 となって交 渉 を重 ねることで、国 際 協 調 の重

要 さと難 しさを学 びました。また３年 生 は、GC P 企 画 の総 括 として 課 題 研 究 「ファイナルプロジ

ェクト（Final  Pr oj ec t）」に取 り組 みました。これは各 自 が S DGｓからテーマを設 定 して 課 題 研

究 を 行 い、その 成 果 をポスターセ ッションの形 で 日 本 語 ・ 英 語 の ２言 語 で発 表 す るもの で、 最

後 には 2000 字 以 上 の論 文 にまとめました。また、Final  Pr oj ec t の準 備 として、「現 代 社 会 」

と「 英 語 表 現 」 と 「 現 代 文 」 の 授 業 に おい て 、 プレゼ ン テ ーシ ョン スキ ル や 情 報 収 集 能 力 を 習

得 するための教 科 横 断 的 プログラムも実 施 しました。  

 

◼  GCP リーダー  

GC P 企 画 の運 営 は、教 員 ではなく希 望 生 徒 で構 成 された GCP リーダーが担 っています。

本 年 度 は 2・3 年 生 のみ、多 くの 希 望 者 が各 クラスからリーダーとして選 出 されました。GC P リ

ーダーは、各 企 画 の前 にリーダーズミーティングを 行 い、テーマについての学 習 や当 日 の 企 画

のリハーサルをします。 当 日 は試 行 錯 誤 しなが ら クラスでの企 画 を 運 営 し 、その中 で、 企 画 力

やリーダーシップなどの育 成 を図 っています。  

 

       

 

 

◼  昨 年 度 との相 違 点  
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① １ 年 生 は 本 年 よ り 「 世 界 市 民 探 究 ＝ GC IS 」 が 始 まった 関 係 でこ れまでの 学 期 ２回 の 実

施 から、不 定 期 開 催 に変 更 しました。  

② ユナイテッドピープル提 供 のドキュメンタリー視 聴 サービス「 c inemo .edu」を導 入 。生 徒 の

端 末 からいつでもどこでも良 質 なドキュメンタリー映 画 17 作 品 を視 聴 できるようにしました。  

③新 型 コロナウイルスの影 響 で、２・３年 生 で予 定 していた内 容 を一 部 変 更 。３年 生 の模 擬

国 連 は開 催 回 数 の関 係 でテーマを「国 連 ランチ」に変 更 しました。  

 

 

◼  年 間 スケジュール（年 度 当 初 案 ）  

 

◼  ※1 年 は不 定 期 開 催  

 

 

B)  ドキュメンタリー映 画 視 聴 サービス「 c i nemo .edu」  

◼  概  要  

本 年 度 よりユナイテッドピープルが提 供 する「 c inemo .edu」のサービスを開 始 しました。  

SDGs、社 会 課 題 をテーマにしたドキュメ ンタリー映 画 17 作 品 を生 徒 一 人 ひとりの PC やス

マートフォンで自 宅 ・外 出 先 など、好 きな時 に好 きな場 所 で何 度 でも視 聴 することができます。  

この 1 年 間 で多 くの生 徒 が視 聴 し、655 件 の視 聴 レポートが寄 せられました。  
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＜ラインナップ (17 作 品 )＞  

 

 

 

◆  生徒感想  

『1 日 1 ドルの生活 』  

ペニャ・ブランカのように、典型的な“地方の貧しい村 ”では、小さな変化が大 きな結果 をもたらす

ことがわかった。しかし、なぜ過去の国際開発は貧困を悪化 させる結果に終わってしまったのか。ペ

ニャ・ブランカではほとんどの人が日雇いの非正規雇用であるため、正規雇用ができるような工場

を１つ作 るだけでも、人々の収入は安定すると思 った。普通の薬ですら買 えない極貧状態であり、

第一次産業がメインの地域では、波のある収入 をどう使 うのかが鍵 を握 ると思 ったから、収入が安

定 したら、生活 も安定すると考 えたからだ。融資 を受けることで生 まれた余裕 も、いつかは皺寄せが

くると私は思 う。だから正規雇用の人間 しかお金が借 りられないのは銀行としては当たり前 だと思 う。

確かに融資は生活を支えるかもしれないが、永遠ではない。それ故に、正規雇用を増やすことが問

題の改善に繋がると考 える。また学校 も、40%の生徒が貧困の為に卒業できないということで、そ

れがまた人々の貧困を悪化 させると思 った。チノは、「職 につけるからスペイン語ができるようになりた

い」と言 っていた。それは学校に行かねばできないことだし、学校に行 くにはお金が必要だ。義務教

育制度は、なぜ貧困の地域にはないのだろうか。少なくとも初等教育機関は全員が卒業すべきだ

と思 うので、その期間は学費を無料にした方がいいと思 う。学費が浮 くことで、家庭的な負担 も減

るし、子供 も仕事に就 く条件 を一つ満たすことができる。私はこの動画 を視聴 して、自分が貧困地

域に対 して今何ができるか考えたが、思い付いたのは寄付 くらいだ。その寄付がどれだけの結果 をも

たらすかはわからないし、そもそも結果 をもたらせるのかもわからないが、そういった“今できること”を実

行することで、貧困はなくなるのだろうと思 う。  
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『気候戦士～クライメート・ウォーリアーズ～』  

元々気候変動に対 して興味があり、危機感 も持 っていましたが、視聴 したことによってより身近に

感 じることが出来ました。また、気候変動に対 して危機感を持ち、行動に移 していく活動家の方々

の勇気や行動力にとても心 を動かされました。改めて一人一人の小 さな取 り組みが大 きな変化に

繋がることを学 び、自分 に出来 ることは何 かと考 えることも出来 ました。今回見 たこの映画 はとくに

石炭や天然ガスについてでしたが、他の問題にフォーカスした物も見 てみたいなと思いました。  

 

『バレンタイン一揆 』  

普段 、私達 は当たり前のように学校に通 っている。けれど、世界中には学校に通えない状況に

ある子供達がたくさんいる。その事 を絶対に忘れてはならない。学校に通 えること、勉強できること、

こういったことができることに感謝 しなければならない。そして、世界中のたくさんの子供達が学校に通

えるよう、私達が行動 しなければならない。私 は、そう思いました。自分が思ったこと、感 じたこと、考

えたこと、他の人 に届 けたいと思 っても、なかなか人の心に届かない。それは、受 けとる側が琴子 さ

ん達が体験した様々なことがいかに大事かということが分かっていないからだと思います。私は、その

事 を知 ることができて、良かったです。こういう機会 を他の学校でも行 っていってほしいなと思います。

私 は、学校に行 けることに感謝するだけでなく、世界 の子供達が笑顔になる社会 を目指 したいで

す。  

 

『それでも僕は帰る～シリア  若者たちが求め続けたふるさと～』  

政府が普通に市民をためらいなく射殺 している、やめる気配がないことに恐怖 を感 じました。また、

映画 としてですが、シリアについて知 ることができてました。こうした紛争問題 は、今でも世界のどこか

で続いているので、また学びたいと思いました。今後の GCIS の活動に活かしていきたいと思います。  
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C)  ドキュメンタリー映 画 を見 よう（全 学 年 ）  

◼  概 要  

5 月 よ り 始 ま っ た ユ ナ イ テ ッ ド ピ ー プ ル 提 供 の ド キ ュ メ ン タ リ ー 映 画 視 聴 サ ー ビ ス

「c inemo .edu」の視 聴 を促 すための企 画 が 6 月 30 日 に全 学 年 対 象 に実 施 されました。  

まず、 ドキュ メンタリー 映 画 の 予 告 編 の うち、 「 児 童 労 働 」 「 環 境 問 題 」「 内 戦 」 「 異 文 化 多

様 性 」の４つの分 野 のものを 視 聴 しました。そして、生 徒 は１つの映 画 を選 び、各 自 が予 告 編

から予 想 した結 末 を持 ち寄 って班 で話 し 合 い、 「私 たちが期 待 する 結 末 」を発 表 しました。こ

の後 、各 自 が選 んだ映 画 をそれぞれがオンラインで鑑 賞 し、S DGs のどの項 目 に該 当 するか

も意 識 して感 想 をまとめます。単 なる鑑 賞 にとどまら ず、主 体 的 に考 え意 識 を高 く持 って臨 む

よい機 会 となりました。  
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D)  レイテ決 戦 から戦 争 とは何 かを知 る （２年 生 ）  

◼  概 要  

10 月 1 4 日 に行 われた第 2 回 目 は、フィリピン・レイテ島 の決 戦 の戦 争 証 言 の映 像 を通 し

て、 戦 争 と は 何 か につ いて 学 び 合 い まし た 。 映 像 では 、レ イ テ 決 戦 を 戦 った 兵 士 た ち の 証 言

映 像 を特 別 に 編 集 し、その 際 に、 日 本 兵 、アメ リカ兵 、そして 、現 地 のフ ィリピ ン 人 など 、 戦 争

に関 与 した全 ての当 事 者 の証 言 を順 番 に視 聴 することで、偏 った見 方 をせず、戦 争 について

客 観 的 に考 えることを目 的 としました。  

レイ テ 島 は 第 二 次 世 界 大 戦 中 、 日 本 軍 と ア メ リカ 軍 が 最 も激 し い 地 上 戦 を 繰 り 広 げ た 舞

台 の一 つです。その地 上 戦 の経 験 者 の証 言 は、授 業 で学 んだ机 上 のものとは異 なり、生 々し

いもので した。そして 、 戦 争 の 勝 敗 に 関 係 なく、 戦 争 に関 わった全 ての 人 が 悲 惨 な思 いを し、

深 く傷 ついていることを知 る ことができました。 生 徒 は 大 きな衝 撃 を受 けると共 に 、二 度 と 戦 争

を起 こさない、起 こさせないという不 戦 の誓 いを新 た にしました。  

最 後 に、小 学 校 ３年 生 の児 童 から「戦 争 することって 、いけないことなの？」「戦 争 をして、い

いことってあるの？」と質 問 をされたと仮 定 し、わ かりやすく説 明 するにはどうしたら良 いか、グル

ープで案 を 考 えました 。「 戦 争 とは 人 の 命 を 奪 うこと であ る」 、「 戦 争 には 加 害 者 も被 害 者 もい

ない」ということを一 人 一 人 が理 解 することができました。  

 

    

 

◼  ワークシート例  
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E)  ルワンダ内 戦 から現 代 紛 争 を考 える（ ２年 生 ）  

◼  概 要  

11 月 28 日 に行 われた第 3 回 目 は「現 代 の紛 争 」をテーマに、1994 年 にアフリカのルワン

ダで起 きたジェノサイド―大 量 虐 殺 について学 びました。  

11 月 21 日 のホームルームで、GC P リーダーより、現 代 の紛 争 からルワンダの 大 量 虐 殺 (ジ

ェノサ イド )から 学 ぶ～とい う 事 前 学 習 冊 子 を 配 布 。資 料 の内 容 は 、「な ぜ 世 界 で紛 争 が 無 く

ならないのか」増 田 弘 著 、「隣 人 が殺 人 者 に変 わる 時  ルワンダ・ジェノサイド生 存 者 達 の 証 言 」

「隣 人 が殺 人 者 に変 わると時  加 害 者 編 」ジャン・ハッツフェルド著 、「NH K 未 来 への提 言  戦

渦 無 き 時 代 を築 く」ロメオ・ダレール 著  より特 に学 んで欲 しい部 分 を 抜 粋 し 作 成 した ものです。  

当 日 は、海 外 ドキュメント『ルワンダ（1 ）』」の視 聴 を行 い、その後 ４名 で構 成 する分 れて、ツチ

族 ・ フツ族 ・ 国 連 軍 兵 士 ・TV 記 者 に 分 か れた ロールプレイを 行 ないました 。こ れは、 ルワンダ

内 戦 の様 子 を体 験 的 に学 ぶためです。休 憩 後 、海 外 ドキュメント『ルワンダ（2 ）』を視 聴 した後 、

ルワンダ 内 戦 がおきた 原 因 について 学 び ました 。学 んだ 内 容 は、① 国 内 政 治 ② 植 民 地 支 配

③ 現 地 民 (フツ族 ・ツチ族 )④国 際 社 会 の４点 からみた内 戦 の原 因 を「フィッシュボーン」と呼 ば

れるチャートにまとめていきました。次 に 、国 連 平 和 維 持 活 動 司 令 官 ・ダレール氏 の発 言 の一

部 を 抜 粋 し 、 どのよ うな 意 図 か をグ ルー プご と に検 討 さ せ 、 最 後 に 「 フツ族 」に 復 讐 を した い と

いう「ツチ族 」の友 人 に対 して、自 分 たちならどのように声 をかけるかを 話 し合 い、発 表 し合 いま

した。  
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⚫  内 戦 の起 こるしくみ（まとめの図 ）     当 日 課 題 （ワークシート）  

   

 

ロールプレイング用  立場を記述したカード（例）  
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F)  SDGs カードゲーム（1 年 生 ）  

◼  概 要  

11 月 28 日 に行 われた第 3 回 の最 終 企 画 では、創 価 高 校 で企 画 立 案 し開 発 したカード

ゲーム型 の教 材 を使 用 し、企 画 を実 施 しました 。2015 年 に国 連 で採 択 された「2030 アジェン

ダ・持 続 可 能 な開 発 目 標 ＝S DGs」を体 験 的 に学 ぶことを目 的 に行 われ、3～4 人 グループで

9 ヵ国 にわかれ、各 国 が抱 える課 題 が SDGs のターゲットとしてカードにしたものを配 布 。各 国

はそれらの課 題 を 「アイテム」を使 って解 決 していきます。解 決 することで「ポイント」を得 ることが

でき、最 終 的 に一 番 ポイントを獲 得 した国 の勝 利 となります。  

教 室 前 方 の画 面 には、SDGs の世 界 全 体 の 達 成 状 況 がわかるバロメーターが表 示 されて

おり 、 自 国 の 課 題 解 決 とと もに 、 自 国 がす べて クリア して も、 他 国 がク リア できなかった 場 合 は

ポイントが減 点 されてしまうため、 世 界 で SDGs の達 成 を目 指 し、道 具 の貸 し借 りや、融 資 な

ど、互 いに協 力 しあって交 渉 を進 めていきます。  

「アイテム」には「お金 」と「アイディア」があり、「お金 」は貿 易 ゲームの容 量 で、 道 具 と紙 をつ

かって製 品 をつくり、マーケ ットで 換 金 すること で得 られます。「ア イディア」は自 国 の教 育 水 準

や知 的 活 動 の指 数 をあらわしており、さまざまな課 題 を 解 決 していく中 で得 ることができます。  

各 国 の課 題 やそれを解 決 するための経 済 力 や 教 育 力 の必 要 性 、 国 際 社 会 における援 助

のあり方 、協 力 関 係 の構 築 など様 々なことをカードゲームを通 して 体 験 的 に学 びました。  
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◼  ワークシート例  
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G)  模 擬 国 連 「国 連 ランチ」 ( 3 年 生 )  

 

■概 要  

模 擬 国 連 とは、実 際 に国 連 で行 われている国 際 会 議 をモデルにして、一 人 一 人 が世 界 各

国 の大 使 となって会 議 ・交 渉 を行 うものです。今 回 は 、「国 連 ランチ」をテーマに 各 クラスを 11

の国 に分 け模 擬 国 連 を実 施 しました。  

このテーマは、世 界 各 国 の食 料 事 情 、 経 済 状 況 、宗 教 上 の特 色 などを加 味 した上 で世 界

の人 々が喜 んで食 べられる「国 連 ランチ」を考 案 しようという ものです。第 1 回 は、資 料 を基 に

世 界 各 国 の 実 情 を 詳 し く調 べ ましたが 、 次 回 も協 議 を続 け 、 世 界 の人 々に 喜 ば れるメニュ ー

は何 かを考 察 しました。2 回 目 以 降 は、実 際 に交 渉 を行 い、 11 カ国 で 1 つのメニューを作 成

し、最 終 的 に提 出 されたメニュー (決 議 )案 を可 決 し、終 了 しました。  
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■ワークシート例  
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H)  人 権 すごろく（２年 生 ）  

◼  概 要  

1 月 23 日 に行 われた第 4 回 は、「人 権 」をテーマに、人 権 というものが、人 類 の長 い歴 史 の

中 で民 衆 が勝 ち取 ってきたものであることを理 解 すると共 に、身 近 な生 活 の中 から人 権 尊 重

の必 要 性 、重 要 性 を感 じることを目 標 として行 いました。  

導 入 と して 、 オリジナ ル 教 材 である “ 人 権 すご ろく”を 使 って 、 楽 しみな がら 身 近 な 自 由 が 、

「人 権 」として保 障 されているものであることを知 りました。最 初 に、自 身 の出 身 国 や性 別 といっ

た人 物 像 が設 定 され、設 定 によって異 なる結 果 がでるようにし、理 不 尽 な人 権 侵 害 を体 感 で

きるようにしました。各 マスには、「 突 然 逮 捕 される。 2 マス戻 る」や「テロ首 謀 の 容 疑 で拷 問 を

受 ける。1 回 休 み」など、人 権 に関 わる内 容 が書 いてあり、それを読 み上 げなが ら進 めることで、

理 解 を深 めていけるようにしました。  

続 いて、 人 権 団 体 、ユー ス・フォー・ヒューマン ライツが作 成 した 映 像 『人 権 の歴 史 』を 視 聴

しました。短 時 間 で分 かりやすく人 権 の歴 史 がまとめてあり、生 徒 の理 解 が進 みました。  

本 来 であれば、 次 にグ ループご とに、 世 界 で実 際 に 起 きてい る人 権 問 題 に 関 するニュ ース

を配 布 し 、そ れが 世 界 人 権 宣 言 の どの 項 目 に 抵 触 するかを 検 討 し ながら 学 びを 深 める 予 定

でしたが、 新 型 コロナウイ ルスによる行 事 日 程 の見 直 しにより、各 自 で研 鑽 するにとどめまし た。  

この 企 画 を 通 して 、 平 和 な 日 常 で暮 ら している と 意 識 できて いなかった 「 人 権 」とい う ものを

少 し身 近 に感 じることができました。  
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◼  ワークシート例  
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I )  人 権 ディベート（２年 生 ）  

 

◼  概 要  

第 4 回 の GC P 企 画 （世 界 人 権 宣 言 に学 ぶ）に引 き続 き、「人 権 」への理 解 を深 めることを

目 的 として、2 月 13 日 、20 日 の 2 日 間 にわたり人 権 ディベートを実 施 しました。これは、ディ

ベートの 手 法 を 用 いて 少 年 犯 罪 の 実 名 報 道 について 知 り 、そこから 、「 個 人 の 基 本 的 人 権 」

と「公 共 の福 祉 」がぶつかる例 について考 え、さらに他 者 の人 権 を尊 重 するための方 途 を探 る

ものです。  

人 権 ディベートを行 う「基 礎 体 力 」は、言 語 技 術 の授 業 でトレーニングしました。週 １回 行 わ

れるこの授 業 では、「創 価 高 校 は定 期 考 査 を 廃 止 すべきである」「創 価 高 校 は 文 化 祭 を廃 止

して運 動 会 を実 施 すべきである」など、身 近 で、 背 景 知 識 の必 要 でない論 題 でディベートを実

施 。 本 校 の 創 立 者 がかつて「互 いの討 論 を通 し、問 題 の核 心 に迫 り 、より優 れた 解 決 法 を 見

つけていく『創 造 的 議 論 』がディベートなのである」と語 られたことを、実 感 を持 って学 ぶ事 がで

きました。  

１3 日 の準 備 の日 には、ディベートについての 講 義 を受 け、言 語 技 術 の授 業 で学 んだ知 識

を再 確 認 する とこ ろから 始 め ました 。そ して 、こ の企 画 では 時 間 がない ため 、 朝 読 書 の 時 間 を

活 用 して事 前 に肯 定 側 と否 定 側 に分 かれ、立 論 、質 疑 、アタック、ブロックを考 えました。 また、

個 人 ワークシートに従 って進 めていくと、そのまま試 合 ができるように しました。20 日 の本 番 まで

に 1 週 間 ほどあったため、それぞれ準 備 を進 め、当 日 の 1 限 目 に最 終 準 備 の時 間 を取 り、２

時 間 目 以 降 の本 番 に臨 むことができました。 新 型 コロナウイルスによる緊 急 事 態 宣 言 下 により

オンライン学 習 を実 施 していたため、準 備 から本 番 まですべて Zoom を活 用 しての実 施 となり

ました。  

少 年 犯 罪 をめぐる本 番 の論 題 は、生 徒 たちには少 し難 しく、その場 で相 手 のアタックに切 り

返 し 、 効 果 的 に まとめを 行 う ことが できない 部 分 もあ り ましたが 、 言 語 技 術 の 授 業 で学 んだ 技

術 を活 かして、論 題 について、複 眼 的 に考 えることができました。  
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◼  ワークシート例  
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J)  ファイナル・プロジェクト（３年 生 ）  

◼  概 要  

2016 年 度 に、これまで各 教 科 で個 別 に展 開 されてきた探 求 学 習 を統 合 し 、教 科 横 断 型

のプログラムを組 めないかというアイディアが生 まれ、全 校 対 象 企 画 の GCP で進 めている探 求

学 習 の集 大 成 として、「現 代 社 会 」と「英 語 表 現 」がコラボレーションした「Fina l  Pr oj ec t」とい

う企 画 が着 想 されました。  

 「Final  Pr oj ec t」は 1・2 年 生 での GC P( Global  Ci t i zensh ip  Pr oj ec t) の取 り組 みを通 し

て興 味 ・関 心 をもった分 野 を SDGs の 17 のゴールの中 から一 つ選 び、探 究 活 動 を進 めるも

のです。  

 GCP では、「2030 アジェンダ・SDGs」を活 動 の中 心 に据 え、環 境 ・教 育 ・人 権 ・紛 争 解 決 ・

核 軍 縮 などをテーマに、1 年 次 より様 々な企 画 に取 り組 んでいます。リンクマップ作 りや貿 易 ゲ

ーム、模 擬 国 連 や独 自 の教 材 などを用 いて、地 球 規 模 課 題 や S DGs への関 心 を高 めてきま

した。そして、3 年 次 に「現 代 社 会 」の授 業 内 容 とも関 連 させ、これ まで学 んできた S DGs の

17 のゴールの中 から、自 分 がもっとも興 味 をもった分 野 からテーマを設 定 し、日 本 語 と英 語 の

二 言 語 でポスターセッションを行 う「Final  Pr o jec t 」を進 めています。取 り組 み内 容 の詳 細 は

昨 年 度 の報 告 冊 子 をご参 照 ください。  

本 年 は、 新 型 コロナウイルスの 感 染 防 止 のため 全 校 生 徒 が一 か 所 に集 まることを避 けなけ

ればいけなかったため、さまざま検 討 した 結 果 、 各 自 がポスターセッションの様 子 を動 画 に撮 り 、

それを「特 設 ホームページ」に掲 載 し、生 徒 ・保 護 者 向 けに公 開 するというかたちをとりました。  

 

◼  ポスターセッションの動 画 の様 子  
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■特 設 サイト  

 

 

  

2021 年 2 月 2 日(火)~ 2 月 11 日(木・祝) 



 

- 55 - 

 

3.  グローバル・リーダース・プログラム (GLP)  

A)  概 要  

コロナ感 染 症 により、最 終 年 となった GLP も、様 々な点 で、大 きく変 更 を余 儀 なくされた。

はじめに選 抜 方 法 である。3 年 学 校 設 定 (2 年 目 )は、12 月 に順 調 に実 施 されたが、2 年 生

選 抜 の二 次 試 験 が緊 急 事 態 宣 言 と重 なった。このため、オンラインでの実 施 が前 提 となること

を踏 まえ、 １次 試 験 通 過 者 全 員 を 選 抜 対 象 と した。そ の 結 果 、 当 初 の 予 定 人 数 から 大 幅 に

増 やし、28 人 として ( 3 年 9 人 、2 年 19 人 )６期 GLP をスタートした。また直 接 会 えることがで

きない こ とが 長 期 化 す る こと もあり う る ことか ら 、 フ ィー ル ド ワー クや リ アル での 出 前 授 業 の 開 催

等 を前 提 としないで、オンラインフォーラムを開 催 することをゴールに設 定 した。  

開 始 時 期 も、大 きく後 ろ倒 しされ、ずれ込 んだ。例 年 、１回 目 のオリエンテーションを 3 月 18

日 ごろ お こない 、 ４月 １回 目 までの 課 題 を 配 布 してい たが 、 ３月 に 開 始 できず 、 １学 期 の 全 校

生 徒 がオンライン学 習 になれたころを見 計 らって 5 月 より、オンラインで開 始 した。以 降 オンラ

インベースで授 業 を展 開 していった。  

フィールドワークは 最 も大 きな変 化 を伴 った。 当 初 広 島 ・ 長 崎 での実 施 を予 定 していたが、

これを 広 島 女 学 院 との オンライン ピースフォー ラムに変 更 した 。また 海 外 との 意 識 調 査 を 及 び

プレゼンテーションをウ ェブリ オ株 式 会 社 の 協 力 を 受 けて 、カンボジ アの 高 生 と オンラ イン での

交 流 を 行 う、オンライン・ スタディーツアーに内 容 を変 更 した。また、 これまでフィールド ワーク で

行 っていた大 学 研 究 機 関 の担 当 者 の方 による講 演 、被 爆 体 験 談 などは、移 動 時 間 のないオ

ンラインでの、各 廃 絶 の専 門 家 の方 にインタビューを行 うことができた。このオンラインを活 用 す

る試 みは、来 年 度 の GCIS での探 究 活 動 においても活 用 されている。  

評 価 においては Goog le  sl i de や Google  fo rm を活 用 して、それぞれがポートフォリオを

継 続 し、 個 人 の 作 成 及 び 進 路 の 確 信 度 の 確 認 を 行 った 。 一 方 「 総 合 評 価 に 客 観 性 を 持 た

せよ」とのご指 摘 を受 け、資 質 能 力 を測 定 する AiGROW を一 年 生 より先 行 して導 入 した。  

その他 、Goog le  Jamb oard や、Padle t の導 入 など、パイロットケースとしての取 り組 みを

最 後 まで果 たした 。コロナのピンチを良 き 方 向 に導 く手 段 、 方 便 と して新 たな 取 り 組 みを導 入

できた。  

終 了 によ ,り、６年 間 の S GH の取 り組 みグループとしての GLP そのものは終 了 となるが 、今

後 2 年 生 GC IS に置 いて国 際 機 関 ・NGO コースの各 廃 絶 問 題 テーマグループに 、その内

容 は継 続 されることとなっている  

 

B)  クリティカル・イシューズ・フォーラム（C IF）オンライン  

◼  要 旨  

3 月 26 日 、新 型 コロナウィルス感 染 症 対 策 のため、カリフォルニアでの開 催 が中 止 となって

いた日 米 高 校 生 による核 廃 絶 発 表 会 ・クリティカルイシューズフォーラム (C IF）参 加 予 定 者 に

よる交 流 会 が実 施 された。創 価 高 校 からは、1 年 間 核 廃 絶 問 題 について学 んできた GLP( グ

ローバル・リーダーズ・プログラム )から、内 田 正 城 さん（３年 ）と 熊 谷 琉 夏 さん（３年 ）が代 表 とし

てオンラインで参 加 しました。交 流 会 では関 西 創 価 高 校 はじめ、広 島 、長 崎 の日 本 の高 校 生

とアメリカの高 校 生 が、それぞれの学 校 生 活 の様 子 や研 究 の進 捗 、さらには昨 今 のコロナウィ

ルスの状 況 について意 見 交 換 しました。当 日 の模 様 は長 崎 NHK でも放 送 された。また前 日

25 日 には 創 価 高 校 での 研 究 内 容 に ついて、 ミドルベ リー 研 究 所 の 大 学 院 生 との オンラ イン

個 別 指 導 があった。アドバイスをいただいた大 学 院 生 からは、「青 年 による教 育 の重 要 性 を 感
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じる、大 変 興 味 深 い提 案 である」と意 見 が寄 せられた。  

創 価 高 校 発 表 テーマは 「核 廃 絶 における青 年 の役 割  高 校 生 による出 前 授 業 の有 用 性 」

であった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

またこの 内 容 は 、１２月 ２０日 に 、２０２０年 度  全 国 高 校 生 フォーラム （ 主 催 ： 文 部 科 学 省 ・

筑 波 大 学 ）でも、各 校 が準 備 する４分 間 の英 語 プレゼンテーション動 画 として選 出 された。  

フォーラム 当 日 は 、 筑 波 大 学 ・ 東 野 篤 子 教 授 のファシ リテーシ ョンの もと 行 わ れた 同 フォ ー

ラムの 分 科 会 がお こな わ れ、 創 価 高 校 は 、 「 格 差 の ない 社 会 をめざ して 」を トピ ックに した グル

ープに参 加 。９校 の代 表 生 徒 と意 見 交 換 を英 語 で行 われた。  

 

◆  参加生徒感想  

「同年代の高校生が解決に向けて具体的な実践をしていること知 り、とても感化 されました」。「他

校 との交流 を通 して、多 くの国際的課題が存在 し、相互に影響 を与え合 っているということを学ぶ

ことができました」。  
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◆  創価高校発表内容概要  

日本語テーマ  

日本の核教育における高校生の役割  

日本語要約  

現在 1945 年に起こった原爆での被爆者は高齢化また年々減少してきている。その

ため、日本の若者、特に高校生が原爆の歴 史を継承する必要がある。私たちは、『核

教育の差異は被曝地域とその他の地域で存在する』と問いを立て、長崎に調査を行

った。結果、機会内容の差異があることが分かった。私たちはその核教育格差を埋

めるために、出前授業というのものを提案する。実際に中学生に行った出前授業の

結果や改善点を紹介する。  

英語テーマ T i t l e  ( 20 wor ds )  

The Role  o f  E duc a t i on an d t o  A dd r es s  t he Sense  o f  Cr i s is  fo r  Nuc lear  Weapons  

英語要約 O ut l i ne (100wor ds )  

We pro pose  th at c ondu ct ing  spec ia l  l ec tu re s de s igne d by  h igh  sc hoo l  s tu de nts  t o  

the  you nger  gen er ati on s w i l l  be  o f  h elp  to  s t imu late  th e  y oung er  g ener at ion ’ s  

mo t iv ati on  o f  n uc le ar  d i sar mamen t i s su es .   Now aday s,  the re  are  sev er a l  

oppor tun i t ie s t o  l e arn /kn ow abou t nuc l ear  w e apon s in  Japan.  H owev er ,  th e  

plac e s th at co nduc t  pe ac e  s tu die s inc lu ding  i ssu e s on  nuc le ar  w e apon s h ave  been  

l imi te d:  H ir o sh ima  and  Nag asak i  a re  th e  ch ampion s .  Th u s,  mo st  curr en t y oung  

pe op le  in  Japan hav e few  o ppor tun i t i e s t o  kn ow wh at ac tu a l ly  h appene d in  th e  

h i s tory  o f  n uc le ar  we apon s.  Th e r o le  o f  the  yo uth  i s  t o  te ac h  nuc lear  w e apon s  

to  the  n ex t  g ener at ion .  

 

C)  フィールドワーク  広 島  オンライン交 流 会  

◼  要 旨  

核 廃 絶 教 育 を 通 じて 交 流 を行 ってきた 広 島 女 学 院 と、 地 球 規 模 課 題 解 決 にむけた 問 題

意 識 を 高 めることを目 的 に、 オンラインで平 和 フォーラムを開 催 した。当 日 までには、一 度 、オ

ンラインにて自 己 紹 介 や発 表 内 容 の紹 介 をした上 で、11 月 24 日 の本 番 に臨 んだ。  

全 体 挨 拶 ・流 れの 説 明 に 続 き 、 今 回 の フォー ラムのメインテーマである 「『 私 たち』を 増 やす

ために  ～核 廃 絶 問 題 について友 に語 り掛 け るときの第 一 声 を考 える～」を改 めて共 有 した。

その後 、Zoom ブレークアウトセッション機 能 を活 用 し、両 校 ７名 程 度 のグループセッションにて、

小 グループで交 流 した。  

小 グ ループ ではア イスブレイ クを 行 った 後 、 創 価 高 校 の 生 徒 はグル ープごと に 核 廃 絶 に 関

しての研 究 発 表 を行 った。「日 本 において核 兵 器 が過 去 の脅 威 でとどまってしまっているのは

なぜか」、 「 今 の 高 校 生 は 、 上 の 世 代 に 比 べて 核 兵 器 問 題 に 対 する 知 識 や 関 心 が 薄 れてい

るが 、その 原 因 は 家 庭 の 中 だ け ではな く、 教 育 現 場 に も存 在 するの だろ うか 」な どの テー マで

発 表 した。  

その 後 、 両 校 生 徒 に よる デ ィスカ ッシ ョン に 移 り 、メ イ ンテ ー マを 念 頭 に 、 核 兵 器 廃 絶 へ 行

動 する人 を増 やすためにできることは何 か、活 発 に議 論 を交 わし Google スライドにまとめた。

ディスカッションを終 えると全 体 のメインセッションに戻 り、各 グループの代 表 が話 し合 った内 容

の報 告 を行 った。最 後 に、教 員 のあいさつ、記 念 撮 影 を行 い、平 和 フォーラムを終 了 した。  
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◆  参加生徒感想  

「核 兵器廃絶問題は明 るい未来 を作 るために話すことだから、明 るく話 しかけていいのではない

かというものがあり、共感できた。」  

「他 校 の人 たちの意見 に触れたことで自分の視野が広がっていった気がする。また、こうした問

題に真剣に向 き合っている高校生は他にもたくさんいるんだという心強 さももらえた。」  

「とても有意義なディスカッションになった。また広島女学院の皆 さんは、核兵器に対する問題意

識がとても高かった。さらに私達 とは違 う意見 を持 っている人 も多 く、私 は新たな視点 を得 ることがで

きたと思 う。」  

 

 

 

 

D)  小 平 市 へのアクションプラン提 案  

◼  要 旨  

小 平 市 教 育 委 員 会 の方 々にご協 力 いただき、3 年 の GLP 生 でアクションプランを提 案 す

る授 業 を行 いました。この取 り組 みは、2021 年 度 GCIS の取 り組 みの先 行 事 例 として実 施 し

ました。  

 

◼  事 前 学 習 「ソーシャルチェンジ」  

小 平 市 との探 究 活 動 の実 施 を前 に、教 材 として、「ソーシャルチェンジ」（教 育 と探 究 社 発

行 ）を用 いて探 究 活 動 をおこないました。ソーシャルチェンジとは、自 ら課 題 を設 定 し、その解

決 を探 究 するプログラムのことです。身 近 な問 題 から地 球 規 模 課 題 まで、さまざまな問 題 につ

いて、グループで探 究 活 動 を行 いました。 本 年 度 は今 後 の GC IS の取 り組 みへの先 行 事 例

として、GLP・学 校 設 定 科 目 の時 間 を活 用 して行 いました。  

導 入 として、「学 校 をギネスブックに載 せるには？」という論 題 について、アイ ディアの発 案 を

行 いました。例 としては「先 生 のいない学 校 」といったものから「全 員 でけん玉 を成 功 させる」な

どユーモアの溢 れるものまで、さまざまな意 見 が出 ました。深 く議 論 はしませんでしたが、探 究

学 習 に取 り組 む上 で、他 者 と協 力 してアイディアを生 み出 すマインドを学 びました。  

次 に、”困 っている人 ”を助 ける方 法 をグループで考 えました。まず、チームで助 けたい”困 っ

ている人 ”をたくさんあげ、なぜその人 を選 んだのかをグループで共 有 した後 、 1 番 助 けたい人

を 1 人 に絞 りました。次 に、「困 りごと」が起 きる原 因 や、その原 因 が起 きる原 因 を限 界 まで堀

り下 げ、これらをもとに、助 ける方 法 を考 えました。最 後 に、全 体 で発 表 を行 い、他 グループか

らの改 善 点 や質 問 などを受 けました。  
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⚫  授 業 の流 れ  

7/7 探究学習 :学校をギネスに載せるには？  

概要 /発案、共有  

7/14 探求学習 :困っている人を助けるには？  

概要 /発案、議論  

7/21 番外 :チェンジメーカーについて学ぶ  

8/25 探究学習 :困っている人を助けるには？  概要 /内容推敲  

9/8 探究学習 :困っている人を助けるには？  

概要 /ポスター作成  

9/15 探究学習 :困っている人を助けるには？  

概要 /研究企画プレゼンテーション  

   

◆  生徒感想  

「ソーシャルチェンジに関わる話 し合いの中で、誰 かに何かをするとき、例 えば今回のような計画 を

するなら「対象 を明確化する」ことが大切だと考 えました。こうしない場合ケースバイケースであり、状

況によるという話が目立つように感 じました。そして、話 し合 った内容 を深めるために調べ物 をすると、

話 し合 ったことと似 ている内容 を団体が行っていたり、議論で問題 として挙げていた点が載 っていた

りしたため、実際に計画をするときにもこのような議論が行 われていると実感することもできました。」  

「探究学習の『”困 っている人 ”を助けよう』で、”困 っている人 ”をあげる時 、そのような人は身近に

も、テレビや新聞にも、たくさんいるということ、また彼 らを助 ける方法 も簡単なものもあれば、逆に難 し

いものもあると感 じました。この作業 を通 して、”困 っている人 ”は本当に困 っているのか、困 っている

基準は何か、などと疑問 も生まれました。困っている原因 を限界まで掘 り下げる作業は私たちにとっ

て大変なことでしたが、新鮮で楽 しかったです。困 っている人 を本当に笑顔にする企画 を考えるため

に、物事 を多角的に見る大切 さ、仲間と企画 を磨 き合 う楽 しさを学ぶことができました。」  
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◼  生 徒 作 成 ポスター例  

 
 

◼  小 平 市 へのアクションプラン 作 成  

まず、全 員 でのディカッションによりテーマを決 定 。市 の教 育 政 策 に目 を向 け、コミュニティス

クールについて調 べてプランを作 成 することにしました。コミュニティスクールについての問 いを

グループ内 で立 て、実 際 に小 平 市 教 育 委 員 会 の方 々へのインタビュー事 項 を決 めました。  

11 月 10 日 に小 平 市 教 育 委 員 会 の方 による出 前 講 座 (デリバリーこだいら )を受 講 しまし

た。受 講 後 に小 平 市 の現 状 の課 題 を整 理 し、解 決 策 をグループごとに考 えた後 、各 グループ

の内 容 を共 有 し、プランのブラッシュアップを行 いました。集 大 成 として、考 えた解 決 策 をパワ

ーポイントにまとめ小 平 市 教 育 委 員 会 の方 々へのプレゼンテーション動 画 を作 成 しました。教

育 委 員 会 の方 々からもアクションプランに対 するさらなる提 案 や疑 問 点 など、多 くのフィードバ

ックをいただきました。  

（デリバリーこだいらでの質 問 ）  

・コミュニティスクールにしたことによって、学 校 が地 域 にもたらすメリットは何 か  

・教 師 の仕 事 は増 えないのか  

・郷 土 愛 に変 化 はあるのか  など  
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⚫  授 業 の流 れ  

9 月 29 日  デリバリーこだいらの受 講 講 座 決 定  

10 月 6 日  コミュニティスクールに ついての疑 問 や問 題 点 を話 し 合 う  

11 月 10 日  出 前 講 座 を受 講 ・コミュニティスクールの課 題 点 について話 し合 う  

11 月 24 日  コミュニティスクールの課 題 に対 してのアクションプランを話 し合 う  

1 月 19 日  プレゼンテーションの準 備  

1 月 26 日  プレゼンテーション本 番 （ zoom を活 用 し録 画 ）  

2 月 2 日  フィードバック  

   

 

 

◆  高校生徒感想  

「自分達自身が生活している地域社会に対 して、批判的思考のもと、見つけた課題に有効な

改善策を提示することは、とても困難 を極めました。実際に私たちが考案 した改善策が、現状のコ

ミュニティスクールの課題 を解決に導 く可能性は小 さいものかもしれません。しかし、ディスカッションを

続けていく中で、コミュニティスクールの運営に、高校生考案の策を投げかけることは、両者にとって

新 しい価値 を生むことに繋がるのではないかと考 えます。また、この機会 を通 して、学校と地域社会

による充実 した教育環境作 りには、小平市以外の他の地域ではどのような違いが見 られるのか、

などについて興味 を持つことができました。これから高校 を卒業 した後 も、生涯に渡 って、探究は永

久に続いていくと思います。よって、今回感 じた、大規模な課題を発見 したときに、現実に即 した課

題から着手 し、探究 を進めていく、ということを大切にしていきたいと思います。このような学びの機会

を企画してくださった GLP 担当の先生方をはじめ、出前講座 として創価高校にわざわざ足 を運ん

でくださった小平市教育委員会の方々に心から感謝申 し上げます。」  

 

E)  評 価 と分 析   

◼  客 観 的 評 価  

Ｇ Ｌ Ｐ の 活 動 の 評 価 方 法 と し て 、 プ ロ グ ラ ム 終 了 後 に 、 本 校 の 考 え る グ ロ ー バ ル 人 材 の 資

質 ・能 力 の個 別 能 力 の成 長 を自 己 評 価 および他 人 に評 価 させる取 り組 み を、これまで３年 間
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実 施 してきた。しかしながら、「客 観 的 評 価 に欠 ける」とのご指 摘 を いただき、実 際 の業 者 か使

用 している評 価 を導 入 することで、生 徒 の資 質 能 力 の変 容 を可 視 化 するように努 めた。また、

コロナ感 染 症 により、直 接 「会 えない」ために、心 理 的 安 全 性 を担 保 しなければ、よりよい相 互

評 価 の結 果 が出 ないと判 断 した。そこで、 IGS 株 式 会 社 の実 施 する Ai  GR OW を用 いて資

質 能 力 を 測 定 し 、 多 角 的 で定 量 的 な 手 法 に 基 づ き、 客 観 的 な 評 価 を 行 っ た 。 質 問 項 目 に

おいては、本 校 の S GH でも使 用 されている「創 価 学 園 の育 てたい資 質 能 力 」に基 づき、１５の

コンピテンシー項 目 が設 定 され、それぞれがスコア化 された。  

IGS 社 によれば、A i GR OW は、「3,800 万 件 を超 える評 価 データを基 に個 人 の資 質 ・能

力 を分 析 する評 価 ツールで、潜 在 的 な性 格 の他 、相 互 評 価 と AI による補 正 によってコンピ

テンシーを 正 確 に 評 価 ・ 分 析 する ことが 可 能 と なる。 これによ り 、 自 己 の 強 みと 課 題 を 客 観 的

に把 握 する ことが でき、 将 来 のキャリ アを 具 体 的 に 考 えるきっかけと ともに 『自 己 肯 定 感 』の 向

上 にもつながる」。  

 

◼  獲 得 させたいグローバル人 材 の資 質 ・能 力 一 覧  

 

 

【調 査 実 施 時 期 】  

３回 行 われた  

①２０２０年 ７月 ： GLP  １学 期 の活 動 （約 ２か月 ）の終 了 時 。同 学 年 の間 での相 互 評 価  

②２０２０年 １２月 ： GLP  核 廃 絶 問 題 探 究 のグループ別 活 動 終 了 後 。３か月 間 探 究 活 動 を

行 った４人 グループ間 での相 互 評 価  

③２０２１年 ３月 ： GLP  修 了 時 。オンラインスタディツアーの４人 ごとのグループでの相 互 評 価  

 

 

 

【認  知 】  

疑 う力  

【他  者 】  

 

影 響 力 の行 使  

論 理 的 思 考 力  寛 容 力  

創 造 性  柔 軟 性  

課 題 設 定  共 感 ・傾 聴 力  

【自  己 】  

決 断 力  表 現 力  

耐 性  
【コミュニティ】  

組 織 へのコミットメント  

自 己 効 力  地 球 市 民  

個 人 的 実 行 力  
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表 2 .  A i  GROW の 3 回 分 の変 容  

 

汎 用  

SN-1  ２０２０年 ７月  

SN-2  ２０２０年 １２月  

SN-3  ２０２１年 ３月  
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【分 析 】  

今 回 実 施 した １ ５のコン ピテンシーは 、 非 常 に 高 い スコアを 示 した。 学 期 当 初 より 全 国 的 な

平 均 スコアよりも高 くなっている。１２月 の実 施 では、ほぼすべてのスコアで向 上 が見 られる。とり

わけ「疑 う 力 」と「 論 理 的 思 考 力 」の 認 知 の 要 素 と、「 共 感 ・傾 聴 力 」「寛 容 」の 項 目 での向 上

が堅 調 であった。これはテーマ別 で核 廃 絶 問 題 についてのグループ別 探 究 を行 った直 後 であ

り、論 理 的 な深 まりとチームワークが高 くなったことが主 な要 因 と考 えられる。  

第 ３回 は、全 体 として下 がり気 味 の傾 向 があるが、これは５回 行 われ授 業 のうち４回 が「オン

ライスタディツアー」の運 営 となり、その際 に、カンボジア生 徒 の英 語 力 フォローをどのようにす る

かという工 夫 が先 行 し、認 知 のコンピテンシーよりも、「表 現 力 」の項 目 や、１２月 の第 2 回 実

施 です でに向 上 していた「 寛 容 」の項 目 に 上 昇 がみられた。また 全 体 、 りわけ「 組 織 へのコミッ

トメント」「地 球 市 民 」の 項 目 において、 上 位 と 下 位 の 分 散 が小 さ くなってきたことは、 GLP 全

体 として高 いコンピテンシーをもつ集 団 になったと推 察 される。  

 

◼  自 己 評 価  

自 分 自 身 の 振 り 返 りと して、 g oogle スライ ドを 利 用 して 、ポート フォリ オを 毎 回 の 授 業 で記

載 することを課 題 として設 定 した 。１回 １枚 以 上 の条 件 で設 定 したが、最 終 的 に３０枚 を超 える

シートを概 ね記 載 することとなった。C WC 担 当 教 員 により、言 語 技 術 「報 告 書 の書 き方 」のオ

ンライン 講 義 を 実 施 。その 際 に 、 報 告 書 の 中 には、 事 実 ・ 考 察 ・ 所 感 ・ 疑 問 を 必 ず 書 くこと を

学 んだ。GLP では特 に「疑 う力 」と「論 理 的 思 考 力 」の向 上 に重 点 を置 いており、「報 告 書 の

書 き方 」の内 容 を踏 まえて、「学 んだ事 」「 気 づいた事 」「生 まれた 疑 問 」を記 載 することを求 め

た。  

 

◼  生 徒 ポートフォリオの例  
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4.  言 語 技 術  

 

A)  概 要  

 「言 語 技 術 」とは 、「議 論 する（ 話 す・聞 く）技 術 」「読 解 する（読 む） 技 術 」「作 文 する（書 く）

技 術 」「思 考 する（論 理 的 思 考 ・批 判 的 思 考 の）技 術 」といった、言 語 をより有 効 に運 用 する た

めの技 術 のことです。世 界 の多 くの国 々では、この「言 語 技 術 」が、各 言 語 の「母 語 教 育 」として、

小 学 校 から高 校 まで体 系 的 に 教 えら れています。つ まり 、 世 界 には 発 想 ・表 現 方 法 に 共 通 的

基 盤 があり、 議 論 や 交 渉 などは、それらに基 づ いて行 われているということです。まさに「言 語 技

術 」は、言 語 を運 用 する上 での「世 界 標 準 」 であり 、世 界 の多 様 な人 々と議 論 を交 わ し、グロー

バルに活 躍 するための必 須 の 能 力 だと 言 えます。本 校 では 、グローバル人 材 像 の資 質 と して 、

「地 球 規 模 課 題 （ Globa l  C hal lenges ）の解 決 に貢 献 する 能 力 」を 有 することを定 めています

が、この能 力 の基 盤 には、コミュニケーション能 力 や論 理 的 ・批 判 的 思 考 力 が欠 かせないとして

います 。「 言 語 技 術 」の 導 入 は、 まさにそ れらの 力 を 鍛 えていくことを 目 的 と しています。 本 校 で

は、つくば 言 語 技 術 教 育 研 究 所 所 長 の三 森 ゆりか氏 が 開 発 した「 言 語 技 術 」教 育 のプログ ラ

ムをもとにし、同 氏 から指 導 ・支 援 を受 けながら、「言 語 技 術 」教 育 を実 施 していきま す。  

「言 語 技 術 」の授 業 では、まず日 本 語 でトレーニングを行 い、同 じ 内 容 のトレーニングを英 語

でも行 うという 往 還 学 習 を実 施 し ます。この 往 還 学 習 は、 言 語 間 の 共 通 点 や 相 違 点 を 認 識 す

ることで、「言 語 技 術 」 習 得 の 効 率 性 を高 める という本 校 独 自 の 取 り 組 みです。この 取 り組 み に

よって、日 本 語 の言 語 能 力 の向 上 はもちろんのこと、 各 言 語 共 通 の「言 語 技 術 」の獲 得 は、外

国 語 習 得 の効 率 化 、 及 びその運 用 能 力 の向 上 を促 進 すると思 われ ます。このようにして 鍛 えら

れた 言 語 運 用 能 力 は 、 全 教 科 にお ける 生 徒 一 人 ひ とり の 学 習 理 解 を 促 進 し 、 実 社 会 ・ 実 生

活 の営 みも、より充 実 したものにしてくれるはずです。この「言 語 技 術 」 の授 業 を通 し、世 界 に 通

用 する言 語 運 用 能 力 を備 えた人 材 を、本 校 は育 成 していきます。  

 

 

◼  昨 年 度 との相 違 点  

①５月 １８日 ～６月 ２６日 と１月 １８日 ～２月 ２２日 の期 間 がオンライン授 業 でしたので、ＺＯＯＭで

の双 方 向 授 業 を実 施 しました 。  

 

②使 用 するテ キストは 、つ くば 言 語 技 術 教 育 研 究 所 発 行 の 「 言 語 技 術 のレ ッスン 」から 、 同 研

究 所 の「言 語 技 術 のレッスン  速 習 版 」に変 更 しました 。  

 

③高 校 ２年 では、２学 期 に新 しく「報 告 」のレッスンを実 施 しました。目 的 、相 手 に応 じて報 告 の

内 容 、情 報 の並 べ方 、まとめ方 が変 わることを学 習 しました。  
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◼  年 間 スケジュール  

 

 

1 ・言語技術とは何か　・問答ゲーム（好きか嫌いか）　※オンライン

2 ・問答ゲーム（ナンバーリング、選択）　※オンライン

3 課題配信　言語技術ｊに関する資料を読んで　※オンライン

4 【英語】・問答ゲーム（好き嫌い、ナンバーリング）　※オンライン

5 【英語】課題配信（映像：５Ｗ１Ｈを使った質問の作り方）　※オンライン

6 ・授業ガイダンス　・問答ゲーム（好き嫌い・ナンバーリング・選択・賛成反対）

7 【英語】・問答ゲーム（好き嫌い・ナンバーリング・リアクション・選択・賛成反対）

8 ・問答ゲーム（５W１Hで質問を返す・相手の応答の正しい掘り下げ方、２往復３往復の問答）

1 ・問答ゲーム（５Ｗ１Ｈで質問を返す・２往復・３往復）　・５Ｗ１Ｈを意識した例文添削

2 【英語】・問答ゲーム（５Ｗ１Ｈで質問を返す・２往復・３往復）　

3 ・事実と意見の区別　・論拠の確認

4 【英語】・事実と意見の区別　・論拠の確認

5 ・パラグラフとは何か　・パラグラフの構成要素（ＴＳ、ＳＳ、ＣＳ）　・作文課題（優先席、電子辞書）

6 ・作文課題（コンビニ２４時間営業）　・ＴＳを支えるＳＳの作り方　・作文課題をリライトする

7 【英語】・英文パラグラフ 　・文と文をつなぐ表現(linking words)

8 ・作文内容の素材集め　・ＳＳの掘り下げ　・作文課題（自分で自由にテーマ設定）

9 ・ＴＳの性質を確認　・ＴＳ作成の実践

10 【英語】・英文パラグラフ②　・論理構成　・TS作成の実践

11 ・マッピング　・作文課題（自分の性格・特徴を紹介）

12 ・パーソナルエッセイの書き方（複数のパラグラフで文章を書く・素材集め・ＴＳ作成）

1 ・説明の技術①（情報の整理分類、ラベリング）　【キャンプの持ち物・会議の持ち物】

2 ・説明の技術②（時間配列の原則）　【ピザトーストの作り方】　※オンライン

3 ・【英語】時間配列の原則【カレーライスの作り方】　※オンライン

4 ・説明の技術③（概要から詳細）　【机の並び方・道案内】　※オンライン

5 ・説明の技術④（空間配列の原則）　【カバンの描写・ペンケースの描写】　※オンライン

6 ・１年間の振り返り（問答ゲーム・１年間の振り返り）

２０２０年度 高校１年生 言語技術計画

１学期

２学期

３学期
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２０２０年 度  高 校 ２年 生  言 語 技 術 計 画  

 

１学 期   

１  ガイダンス  

２  描 写 １  

３  描 写 ２  

４  イラストの分 析  

５  絵 画 の分 析 １  

６  絵 画 の分 析 ２  

７  詩 の分 析 １  

８  詩 の分 析 ２  

９  小 説 の分 析 １  

１０  小 説 の分 析 ２  

２学 期   

１  絵 本 の分 析 １（読 み合 わせ）  

２  絵 本 の分 析 ２（扉 絵 ～前 半 ）  

３  絵 本 の分 析 ３（後 半 ）  

４  絵 本 の分 析 ４（すずめ）  

５  絵 本 の分 析 ５（分 析 の執 筆 ）  

６  報 告 １（英 会 話 スクール）  

７  報 告 ２（事 故 の報 告 ）  

８  報 告 ３（インタビュー準 備 ）  

９  報 告 ４（インタビュー実 施 ）  

１０  報 告 ５（インタビューまとめ）  

３学 期   

１  ディベートとは  

２  ディベート準 備 （立 論 作 成 １）  

３  ディベート準 備 （立 論 作 成 ２）  

４  ディベート実 施 １  

５  ディベート実 施 ２（振 り返 り）  

 

B)  学 習 ・トレーニング内 容  

２０２０年 度 は １学 期 と ３学 期 に オンラ イン 授 業 の期 間 があり まし た。はじ めに、その 期 間 中 の

言 語 技 術 の授 業 の実 践 をご紹 介 いたします。  

 

【１年 生 】  

５月 １８日 ～ ６月 ２６日 の オンライン 授 業 期 間 では、日 本 語 ２回 ・ 英 語 １回 のＺＯＯＭによる双

方 向 授 業 、 日 本 語 １ 回 ・ 英 語 １回 の 課 題 配 信 を 実 施 し まし た 。 授 業 内 容 は 、 授 業 時 間 が ４５

分 である ことと、 オンライン 操 作 に 伴 う 時 間 ロス を想 定 した結 果 、 当 初 の計 画 に 従 いつつも、 内

容 を若 干 削 減 したものにしました。  
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まず言 語 技 術 とは何 かということを丁 寧 に説 明 し、言 語 技 術 への理 解 を深 めてもらいました。

そして、日 本 語 ・英 語 ともに、対 話 の技 術 の基 本 トレーニングである「問 答 ゲーム」を、ＺＯＯＭの

ブレークアウト機 能 を用 いて繰 り 返 し実 施 しまし た。 ブレークアウトに分 かれると、共 有 画 面 が 見

られなくなってしまうので、問 答 ゲームの質 問 項 目 を、チャットに貼 り付 けたり、ブロードキャスト機

能 を使 って生 徒 が 確 認 できるようにしたり しまし た。最 後 はＧｏｏｇ ｌｅフォームで振 り 返 りを 提 出 し

てもらいました。振 り 返 りは、その日 の授 業 でな るほどと思 ったこと・大 事 だと思 ったことを、８０字

以 内 ・ ２文 構 成 ・接 続 詞 で２文 をつな ぐ、 という 条 件 で書 かせ ました 。また 、 疑 問 に思 った こと を

記 入 できるようにもし、それらの疑 問 には次 の授 業 で答 えるようにしました。  

 

１月 １８日 ～ ２月 ２２日 の オンライン 授 業 期 間 では、日 本 語 ３回 ・ 英 語 １回 のＺＯＯＭによる双

方 向 授 業 を実 施 し ました。 当 初 の計 画 に 従 い 、説 明 の技 術 をトレーニングしました。よりよい 説

明 の仕 方 を個 人 で考 え、ブレークアウト機 能 でペアに分 かれ意 見 を交 換 したり、スプレッドシート

を共 有 して、 全 員 に 意 見 を書 き 込 ませ、 全 員 が全 員 の意 見 を 見 られるよ うにしたり しました。 他

には個 人 ・ペアで考 えた内 容 をチャットに書 き込 んでもらったり、グループごとに話 し合 った内 容

をジャムボードに書 き込 んでもらったりもしました。  

 

最 初 は教 員 側 が操 作 に慣 れず、時 間 ロスをしていた部 分 もありましたが、回 を重 ねるごとにス

ムーズな 授 業 進 行 ができるよ うにな り 、 対 面 での授 業 とあ まり 変 わ らな い 進 度 で実 施 す るこ と が

できました。  

 

【高 校 ２年 】  

４月 第 １回 目 の オンラ イン 授 業 では 、 自 ら 思 考 して「 １年 次 に おけ る 言 語 技 術 の 学 習 内 容 」

を振 り返 ることができるよう、以 下 の A・B のいずれかを選 んで、400 字 ~800 字 の 1 パラグラフ

の文 章 を書 いて、提 出 をすることを課 しました。  

A :自 分 で参 考 書 籍 を 1 冊 選 び、1 年 生 の言 語 技 術 の授 業 で学 んだ (説 明 ・作 文 など )情 報

伝 達 の 技 術 を 振 り 返 り 、 本 の 内 容 と 対 照 させ ながら、「 分 か りや すい **(  表 現 、 説 明 、 作

文 、プレゼンテーション、議 論  )とは」について簡 潔 にまとめる。  

B :１年 生 の 言 語 技 術 の 授 業 で学 んだ (説 明 ・ 作 文 など )情 報 伝 達 の技 術 について、保 護 者

と話 し、 実 際 の仕 事 ・ 社 会 生 活 で活 かせる 場 面 やその際 の留 意 点 について聞 き 取 り 、 簡

潔 にまとめる。  

 

５月 に 入 っ てからは 、４月 に 提 出 されたものから よく書 けてい るものを モデ ルと して 紹 介 し、 以

下 のチェックポイントを示 し、各 人 の書 いたパラグラフの書 き直 しを課 しました。  

 

チェックポイント：  

１．A の場 合 は『正 確 な書 籍 名 』、著 者 、出 版 社 を明 記 しましたか？  B の場 合 は、漠 然 と  「保

護 者 に聞 いた」 ではなく、例 えば「 IT 企 業 に勤 務 の父 」「スーパーで働 い ている母 」などと 具

体 的 に書 いていますか？  

２．冒 頭 に、もっとも伝 えたい事 を、簡 潔 に書 くことができましたか？  

効 果 的 な ト ピ ック セ ン テ ン ス を 意 識 し ま し ょ う 。 読 み 手 が 、 冒 頭 を 読 め ば 、 全 体 の 見 通 し が  

立 つようによく練 ってください。  

３．アイデアが大 きすぎる、または、誰 でも言 えそうなことになってしまっていませんか？  今 回 の  
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課 題 は、個 人 の読 書 または各 人 の保 護 者 との 対 話 に基 づく 「 個 性 が 出 る」課 題 でした。「対

話 の技 術 が大 事 」「ナンバリングが大 事 」くら いのことは誰 でも言 えますから、もう少 し掘 り下 げ

て欲 しいです。（＝対 話 の技 術 の、何 が大 事 なのか。ナンバリングがなぜ大 事 なのかを豊 かな

言 葉 で述 べて 欲 しい ）  「 私 （ と家 族 の 対 話 ）だ から言 えること」が 浮 かび上 がるよ うな、 エピ ソ

ードや具 体 例 があるとより良 いです。  

４．論 理 に飛 躍 がありませんか？  また、無 駄 な言 葉 があれば、それを削 って、すっきりさせまし  

ょう。  

５．文 体 （です、ます  OR だ、である）が統 一 できていますか？  また、話 し言 葉 が混 じってしま  

っていませんか？  

 

以 上 の５つを自 分 で検 討 するだ けではな く、 １人 以 上 の 家 族 や 友 人 に 、 自 分 の 作 文 を読 ん

でもらい、助 言 してもらいましょう。  

 

１月 １８日 ～ ２月 ２２日 の オンラ イン 授 業 期 間 では、 教 員 ・ 生 徒 と もに ツー ルの 利 用 に 熟 達 し

てきたこともあり、教 室 でリアルに実 施 したであろう内 容 （ディベートの準 備 ・実 施 ）を計 画 通 し実

施 することができました。  

 

 

 それでは各 学 年 の学 習 ・トレーニング内 容 を紹 介 してまいります。  

 

【１年 生 】  

１年 生 の「言 語 技 術 」の授 業 では、以 下 の３つを学 習 ・トレーニングしま した。  

①「対 話 」のトレーニング  

②「作 文 」のトレーニング  

③「情 報 伝 達 」のトレーニング  

 

以 下 に そ れ ぞ れの 実 施 内 容 を 説 明 し ま す 。 教 材 は 、 つ く ば 言 語 技 術 教 育 研 究 所 発 行 の

「言 語 技 術 のレッスン  速 習 版 」を使 用 しました。  

 

①「対 話 」のトレーニング  

「 対 話 」の トレー ニン グでは 、 （ １） 「 問 答 ゲ ーム 」 、（ ２）ナン バーリ ング 、（ ３） 質 問 の 分 解 、（ ４）

論 拠 の確 認 、（５）「事 実 」と「意 見 」の区 別 を行 いました。  

 

（１）「問 答 ゲーム」  

「対 話 」のトレーニングでは「問 答 ゲーム」を中 心 に行 います。「問 答 ゲーム」は 「対 話 」の技 術

のトレーニングの基 本 であり、「言 語 技 術 」全 体 の 最 も基 本 となるものです。２人 １組 となり、簡 単

な質 問 と 応 答 をゲー ム 形 式 で繰 り 返 し ます 。「 好 きか 嫌 いか」 という 簡 単 な 質 問 から 始 まり、 「 ど

ちらが好 きか」「どちらになりたいか」 という選 択 を迫 る質 問 、最 後 は「賛 成 か反 対 か」といった高

度 な質 問 まで行 います。応 答 の際 に「好 き」や「賛 成 」など、あらかじめ立 場 を限 定 して答 えさせ、

自 分 の考 えとは逆 の 立 場 に立 って 考 えさせる ことも 行 いました 。 日 本 語 で「 問 答 ゲーム」を 行 っ

た後 には、中 学 導 入 レベルでの簡 単 な英 語 による「問 答 ゲーム」を行 います。  

 



 

- 70 - 

 

  

 

発 言 の際 は、以 下 のルールを必 ず守 って行 います。  

・結 論 をまず先 に述 べ、その後 に 必 ず根 拠 をセットにして言 う。  

・発 言 の最 後 に結 論 を繰 り返 す。  

・主 語 ･目 的 語 を省 略 しないで話 す。  

・質 問 に対 して直 接 的 ･具 体 的 に答 える。  

 

上 記 のルールに 則 ったものを 「応 答 の 型 」とし て、繰 り返 しトレーニングし、体 に 染 み込 ませ て

いきます。また、英 語 の「応 答 の型 」も同 様 にトレーニングしていきます。  

 

  

 

（２）ナンバーリング  

理 由 が 複 数 個 あ る 場 合 は 、 ナ ン バ ー リ ン グ の 技 術 を 用 い ます 。 ナ ン バ ー リ ン グ の 型 を 日 本

語 ・英 語 それぞれで覚 え、「問 答 ゲーム」で繰 り返 しトレーニングをします。  
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（３）質 問 の分 解  

内 容 の 濃 い 対 話 のた めに 、 相 手 に 情 報 を 伝 える 時 は ５Ｗ １Ｈ を もとに 、 落 ちてい る 情 報 がな

いかど うか 常 に 意 識 して 話 を 組 み 立 て ます。 また、 相 手 の 話 を 理 解 する ため に５Ｗ 1Ｈを 軸 に 、

不 足 している 情 報 がないかど うか常 に 意 識 して 聴 き、 質 問 を分 解 （ブレイク ・ダウン） して聞 き 返

します。「質 問 →応 答 」の１セットで 終 わっていた「問 答 ゲーム」を、「質 問 → 応 答 → 質 問 → 応 答 」

と２セット、 ３セットと 往 復 して 行 うように します 。 このとき、 話 題 を掘 り 下 げてい くような 質 問 をす る

ことを意 識 し、話 題 が拡 散 しないように させます。  

複 数 回 の往 復 の「問 答 ゲーム」をする前 に、下 に示 した５W１H が抜 けている例 文 をもとに、５

W１H を補 うトレーニングもしました。  

 

   

   

 

（４）論 拠 の確 認  

対 話 を し て い る 時 、 相 手 の 発 言 が 、 あ る 「 常 識 」 を 前 提 と し て な さ れる 場 合 が あ り ます 。 こ の

「常 識 」が 共 有 さ れていない と、 対 話 がかみ 合 わなかったり、 後 に 問 題 を 引 き 起 こし たり します 。

よって、対 話 をしている際 には、相 手 の発 言 の陰 に潜 んでいる「常 識 」に 注 意 していく必 要 が あ

ります。そ して 、 潜 んでいると したら どのような 「 常 識 」 が 隠 れて いるのか 気 づ けるよ うにトレ ーニ ン
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グをします。  

  

 

（５）「事 実 」と「意 見 」の区 別  

話 したり聞 いたりするとき、「事 実 」と「意 見 」を区 別 することができれば、中 身 に振 り回 されるこ

と な く情 報 を 得 る こ と が でき 、 正 確 な 情 報 を 発 信 でき る よ う に な り ます 。 まず 、 短 文 を 「 事 実 」 か

「意 見 」か区 別 するトレーニングを行 いました。その後 、「事 実 」と「意 見 」が混 ざった文 を区 別 す

るトレーニングを行 いました。  

 

   

   

 

②「作 文 」のトレーニング  

「 作 文 」 の トレ ー ニ ング では 、 （ １） パラ グラ フ の 構 成 と 作 り 方 、 （ ２） 説 得 力 の あ るサ ポー テ ィン

グ・センテンスの作 り方 、（３）トピック・センテンスの作 り方  の３項 目 を行 いました。  

 

（１）パラグラフの構 成 と作 り方  

パラグラフと 、日 本 でい うとこ ろの「 段 落 」 との違 いに着 目 させ、 パラグラフの 構 成 要 素 を 学 び

ます 。社 会 に 出 て 求 められる 意 見 文 や 報 告 文 の文 章 は 、パラグラ フ形 式 で書 か れた 文 章 であ
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ることを教 えます。また、英 語 をはじめ欧 米 の言 語 は、基 本 的 に文 章 をパラグラフで書 くことが決

まっており、外 国 語 の文 章 を読 み書 きする時 にとても重 要 になることを伝 えます。  

 

パラグラフの構 成 要 素 と作 り方  

・トピック・センテンス（ＴＳ）  →主 張 ･話 題 を述 べる。基 本 的 に第 １文 目 に置 かれます。  

・サポーティング・センテンス（ＳＳ）  →ＴＳに対 し根 拠 ･例 示 などを付 け加 える複 数 の文 です。  

・コンクルーディング・センテンス（ＣＳ）  →再 主 張 して締 めくくる文 。基 本 はＴＳを繰 り返 します。  

・ＴＳ、ＳＳ、ＣＳを改 行 せずにひとつなぎで 書 く（＝パラグラフ）  

→「対 話 」の技 術 における、発 言 の際 のルールに従 った「応 答 の型 」をひとつなぎで書 けばパ

ラグラフになります。  

 

（２）説 得 力 のあるサポーティング・センテンスの作 り方  

トピック・セ ンテンスの 内 容 が説 得 力 を 持 つよう 、 サポーティング・ センテン ス では定 義 ・ 説 明 ・

事 例 ・根 拠 などを記 述 してトピック・センテンスを支 えます。 まず大 前 提 として、サポーティング・セ

ンテンスがトピック・センテンスの内 容 から絶 対 に逸 脱 しないようにしなければなりません。 また、サ

ポーティング・センテンスを事 実 や自 身 の 経 験 をもとに書 くと説 得 力 が 増 すことを 学 びます。さ ら

に、自 分 の 主 張 を支 える 理 由 ・ 根 拠 が 、 相 手 からしてみると 不 十 分 で納 得 できない場 合 があ り

ますので、挙 げた理 由 ・ 根 拠 を ５W１H で掘 り 下 げるトレーニングをします。理 由 ・根 拠 を ５W １H

で掘 り 下 げるトレーニングでは、 以 前 に 自 分 が 書 いた意 見 文 を 掘 り 下 げさせ、 書 き 直 しをさせ る

ことで、説 得 力 のつけ方 を実 感 してもらいます。  

 

  

   

 

 

 文 章 を書 く前 に、サポーティング ・センテンスの素 材 とな りうる ものをできるかぎり挙 げてから、 ど

の 素 材 が 最 も読 み 手 を 納 得 さ せ るかを 考 え 、 選 択 し 、 ア ウ ト ラ イン を 作 成 す る こと は 、 一 貫 し た
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文 章 を書 くうえで大 切 なことです。 いきなり文 章 を書 き始 めることは禁 止 とし、発 想 を広 げ、文 字

に起 こし、テーマに応 じた素 材 の良 し 悪 しを比 較 検 討 する練 習 もしました。その１つの思 考 ツー

ルとして、「マッピング」を用 いました。  

 

 

  

  

 

（３）トピック・センテンスの作 り方  

トピック・センテンスの２つの構 成 要 素 を知 り、よ り良 いトピック・センテンスを作 る 練 習 をし ます。

トピ ック ・セ ンテ ン スを 読 ん だと きに 、 読 み 手 が 、 その 続 き のサ ポー テ ィン グ ・セ ンテ ンス に 興 味 を

持 ち、「おおよそこんな内 容 なのだろうか？」「このトピック・センテンスを支 えるのはどのような内 容

なのだろうか？」「この続 きを読 みたい！」と 考 えるような文 を作 り ます。 逆 に、 単 なる事 実 を 示 す

文 や、具 体 的 に詳 細 を語 りすぎる文 は良 いトピック・センテンスとは言 えません。  

 ト ピ ック ・セン テン ス で 言 及 さ れて いない 内 容 は、サポ ーテ ィン グ・ センテ ンス で 述 べてはい け ま

せん。逆 の言 い方 をすれば、サポーティング・センテンスで述 べた内 容 を包 含 したトピック・センテ

ンス にし なけ ればな り ませ ん。 い くつ の 例 題 に つ いて 考 えな がら 、ト ピ ック・ センテ ン スの 作 り 方 を

身 につけていきます。  
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以 上 、学 んだ３項 目 をもとに、日 本 語 と英 語 でパラグラフ・ライティングの 実 践 をします。  

（１） ～（３）のトレーニ ング をするにあたって、 生 徒 たちには 以 下 の テ ーマで 作 文 を 書 かせまし

た。  

【作 文 課 題 】  

１、あなたは、授 業 の始 めと終 わりにチャイムを鳴 らすことに賛 成 か、反 対 か？  

２、あなたは２４時 間 営 業 のコンビニエンスストアの存 在 に賛 成 か、反 対 か？  

３、私 が、学 校 で教 わる教 科 の中 で１つだけ残 すとしたら◯◯である。  

４、私 は、◯◯（という意 見 ）に賛 成 か、反 対 か？  

５、私 は、高 校 の部 活 動 を廃 止 すべきだという意 見 に賛 成 か、反 対 か？  

６、私 は、集 団 より個 人 を優 先 すべきだという意 見 に賛 成 か、反 対 か？  

７、「私 は◯◯で△△な人 間 である」という TS の文 章 を書 く。（マッピングを活 用 ）  

 

 

③「情 報 伝 達 」のトレーニング  

「情 報 伝 達 」のトレーニング では、（ １） 情 報 の 整 理 分 類 、（２）ラベリング、（ ３） 空 間 的 秩 序 の 原

則 、（４）時 間 的 秩 序 の原 則  の４項 目 を行 いました。  

 

（１）情 報 の整 理 分 類  

同 じ性 質 を持 つ情 報 は共 通 項 でくくり、整 理 分 類 をして提 示 するようにします。そうする ことで

説 明 は格 段 に分 かりやすくなります。  

 

（２）ラベリング  

整 理 分 類 し、 共 通 項 でくくった 情 報 に、ラベル (見 出 し )を貼 って先 に 示 します。 ｢この部 分 は

何 についての情 報 なのか」を先 に明 らかにしてから説 明 すると、聞 き手 は分 かりやすくなります。  
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上 記 の （ １） （ ２） ま でを 学 び 、 トレー ニング する 例 題 として 、 「キャ ンプの 持 ち 物 の 説 明 」を 取 り

上 げます。キャンプに持 って行 く持 ち物 を、ただ羅 列 して 挙 げるだけでは、聞 き手 は理 解 するの

に手 こずり ます。そこで、共 通 の 性 質 を 持 つもの同 士 でカテゴリー化 し 、そのカテゴリーに ラベル

を付 けます。また、 同 じ 枚 数 どう しでくくると、 説 明 はより 分 かりやす くなります 。 今 回 の 例 題 では、

以 下 に示 すように、「衣 服 」と「洗 面 道 具 」というカテゴリーに分 け 、ラベルを貼 ることが できます。  

 

  

  

 

   

 

（３）空 間 的 秩 序  

空 間 的 秩 序 とは 、 大 原 則 と して「 概 要 から 詳 細 へ」 説 明 する とい う もの です。 相 手 に 情 報 の

全 体 像 （ 見 通 し ） を 与 え てから 、 部 分 の 詳 し い 説 明 を し ます 。 道 案 内 を する と きや 、 探 し て い る

物 を 相 手 に 伝 える 時 など 、最 初 に 概 要 を伝 え てから、詳 細 な部 分 を 伝 えます 。 最 初 に全 体 像

や見 通 しが与 えられると、情 報 の受 け 手 は情 報 の内 容 をイメージ（理 解 ） しやすくなります。 ま た、

小 原 則 として「 一 方 向 」 で説 明 をするとい うこと があります 。 例 えば、「 上 から 下 、ある いは下 か ら
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上 」「 右 から左 、あるいは左 から右 」「 手 前 から奥 、あるいは奥 から手 前 」「 外 から内 、あるいは内

から外 」というように説 明 するということです。 聞 き手 （読 み 手 ）の 視 点 が行 ったり来 たり しないよう

にします。一 方 向 の 説 明 の方 が、聞 き手 （読 み手 ）は覚 えやすく、理 解 しやすくなります。  

 

  

  

  

（４）時 間 的 秩 序 の原 則  

時 間 的 配 列 の 秩 序 とは、 時 間 の 経 過 に 従 い 、 時 間 の 早 い ことから 順 を 追 って説 明 していき

ます。物 の作 り方 や実 験 の手 順 などを説 明 ・報 告 する時 には、時 間 が逆 行 しないように、この時

間 的 配 列 の 秩 序 を 守 ります 。また、 聞 き手 （ 読 み手 ）が分 かりやすいように、順 序 を表 現 する 副

詞 （まず、最 初 に、はじめに、次 に、それから、その後 、最 後 に、終 わりに等 ）を有 効 に使 うよう に

します。  
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【２年 生 】  

２年 生 の「言 語 技 術 」の授 業 では、以 下 の３つを学 習 ・トレーニングしました。  

①「情 報 分 析 」のトレーニング  

②「認 知 」「報 告 」のトレーニング  

③「議 論 」のトレーニング  

 

以 下 にそれぞれの 実 施 内 容 を 説 明 します。 教 材 は、つくば言 語 技 術 教 育 研 究 所 発 行 の「 言

語 技 術 のレッスン」を使 用 しました。  

 

①「情 報 分 析 」のトレーニング  

「 情 報 分 析 」の トレー ニング では 、（ １） 描 写 、 （ ２） 絵 の 分 析 、 （ ３）テ クスト の 分 析  の ３項 目 を

行 います。  

 

（１）描 写  

最 初 の描 写 では、ご く簡 単 な 国 旗 やイラ ストを 言 葉 の みで伝 えることを 例 題 として 、下 記 の ３

項 目 の必 要 性 を確 認 し、グループワークで協 力 して行 います。  

・描 写 に必 要 な情 報 を列 挙 する  

・挙 げられた情 報 を分 類 整 理 する  
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・どの順 序 で描 写 すると効 果 的 かを考 える  

 

次 に個 人 の作 業 として、１年 次 に学 習 したパラグラフライティングの形 式 で、描 写 文 を書 くこと

に取 り 組 みます。 このように２年 生 の 言 語 技 術 、特 に 日 本 語 では、作 文 を 書 く機 会 が 多 いの で、

生 徒 が書 いた描 写 文 は、担 当 教 員 の１人 がルーブリックに基 づいて採 点 、添 削 して返 却 するよ

うにしています。具 体 的 なルーブリックと添 削 については、 後 述 します。  

最 後 に 、 「 大 き な 情 報 から 小 さな 情 報 へ 一 方 向 で説 明 する 」と いう 空 間 的 秩 序 の 原 則 を 確

認 して描 写 の授 業 を終 わります。  

 

（２）絵 の分 析  

私 たちはある絵 を 見 たときに、 絵 から得 られた 視 覚 情 報 を 元 にほとんど無 意 識 の うちに「この

絵 には○○が描 かれている」などと判 断 します。この授 業 では、そのような判 断 が、どのように して

成 り立 っているのかを意 識 することから始 めます 。  
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まず、絵 という情 報 をよく観 察 し、そこから判 断 の根 拠 となる証 拠 を発 見 します。次 にそれらの

証 拠 を総 合 して解 釈 することで、ある判 断 が成 り立 ってい ることに気 づかせます。  

さら に 、 絵 の 中 に ある １つ の 情 報 が 何 を 意 味 す るかは 、 常 識 や 慣 習 な ど の 暗 黙 の 了 解 を 論

拠 としていることがある、ということも学 びます 。こ のような「暗 黙 の了 解 」は、 文 化 を 共 有 している

者 同 士 では何 の説 明 もなく通 用 し ますが、異 文 化 とのコミュニケーションを図 ろうとすると、意 識

して説 明 する 必 要 が出 てきます 。この 暗 黙 の 了 解 は、認 知 のトレーニングや、 議 論 のトレーニン

グでも振 り返 る必 要 のある重 要 な項 目 です。  

以 上 のよ うに 、 絵 の 分 析 を 行 う 目 的 を 理 解 し た後 は 、 具 体 的 な｢分 析 ｣の 手 順 を 学 び ます 。

分 析 の 手 順 は 、 基 本 的 に 前 項 の 空 間 的 秩 序 の原 則 と 同 じ く｢全 体 から 部 分 へ」 ですが 、 少 し

違 うのは、最 後 にもう一 度 全 体 に戻 るという点 です。細 部 の観 察 を行 った後 に、これまでの情 報

を統 合 して、 この 絵 が 何 を 描 こ うと した 絵 なのか 、どんな 意 味 が 隠 さ れている のかなど 自 分 の 意

見 を 持 つこ とになり ます 。絵 の 分 析 ではそれほ ど情 報 量 の 多 くないイラ ストの 分 析 から 始 め、 次

のステップで、情 報 量 の多 い絵 画 を分 析 し、そこに隠 されたテーマや物 語 を読 み取 ることへと進

みます。  

 

（３）テクストの分 析  

テクストの分 析 も、絵 と 同 じように、テクストの中 から証 拠 を見 つけ、それ らを解 釈 することで成

り立 ちます。たとえば、「たき火 」という童 謡 の歌 詞 を分 析 すると、  

 

季 節 を 示 す様 々な 証 拠 が 見 つかります。 一 つ の証 拠 だけ では季 節 を確 定 できないものもあ り ま

すが、 全 ての 証 拠 を 総 合 する と、 季 節 は 「 冬 」 であると 解 釈 するこ とが できます。 このように 、テ ク

スト 分 析 とは「テク ストに 書 か れた 言 葉 を 証 拠 と して、そ こから推 論 して 解 釈 や 意 見 を 示 す こと」

をいいます。  

テクス ト 分 析 の 実 践 では 、 まず 詩 の 分 析 から 始 めます。 詩 は、 １時 間 の 授 業 で取 り 扱 える 程

度 の分 量 であり、具 体 的 なイメージが掴 みやすいからです。まず始 めに日 本 語 の詩 から登 場 人

物 の境 遇 や 、 中 心 的 に 描 かれている 対 象 との 関 係 等 を 読 み 解 くことから始 め ます。 大 切 な こ と

は、絵 の場 合 と同 じように、必 ず本 文 の中 から証 拠 を挙 げて解 釈 を示 すことです。  

このよ う にテ クス ト 分 析 を 行 う こと で、 １年 次 か ら 徹 底 し てき た ｢話 すと き 、 書 くとき には 必 ず 主

語 をつけよう」という原 則 を改 めて確 認 できる、という効 果 もあります。  
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テクスト分 析 は、詩 に続 いて短 編 小 説 の分 析 を行 いました。 短 編 小 説 では 、物 語 の構 造 と、

文 中 に描 かれた太 陽 の象 徴 性 を 合 わせながら、グループで協 力 して分 析 しました。  

 

さらに、分 析 結 果 を全 員 の前 で発 表 する際 には、パラグラフの形 式 に従 って話 すことと共 に、

必 ず証 拠 を示 しながら話 すことを徹 底 しました。このように、分 析 結 果 を発 表 する という行 為 をと

おして、分 析 のみならず、１年 次 で学 習 した説 明 の能 力 や、パラグラフ ・ライティングの能 力 も繰

り返 しトレーニングすることになります。  

 

さらに昨 年 に引 き続 き、絵 本 の分 析 として『手 のなかのすずめ』の分 析 に取 り組 みました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 グ ル ープ での デ ィス カ ッシ ョンを 中 心 に、 題 名 や 扉 絵 か ら 想 像 できる こと を 話 し 合 っ た り、 ２人

一 組 で絵 本 を音 読 したりして授 業 を進 めました。既 習 の「物 語 の構 造 」に照 らし合 わせて「事 件

の発 端 」を確 認 した後 、主 人 公 のティムにとって小 さな成 長 のきっかけとなった「すずめとの出 会

い」が絵 と文 章 にどのように描 かれているかを 話 し合 いました。母 親 と買 い物 に出 かけ、すずめと
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出 会 う 前 後 で、ティムがどのような成 長 を遂 げ たかを分 析 し、 その結 果 を作 文 の課 題 として書 き

上 げ まし た。 ル ーブリ ック に 基 づ いてお 互 いの 原 稿 を 添 削 採 点 し 、 さ らにその 原 稿 を 教 員 が 採

点 する、という手 順 をとりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②認 知 のトレーニング  

認 知 のトレ ーニング では 、（ １） 漫 画 による 視 点 の分 析 、（ ２）テク ストの 視 点 変 更  の ２項 目 を 行

います。  

 

 

（１）漫 画 による視 点 の分 析  

授 業 の初 めに、私 たちは、物 事 を認 知 する際 にはどうしても特 定 の視 点 から認 知 せざるを  

 

得 ず、視 点 が変 わることで事 実 の認 識 が変 わ ることに気 づかせます。そこで、童 話 「赤 ずきん

ちゃん」のコマ漫 画 を使 って、赤 ずきんの視 点 で認 知 できないコマがあることを確 認 し、まず、 日

本 語 で、赤 ずきんの視 点 で物 語 を書 きました。  

 

（２）報 告 のトレーニング  

「 報 告 」 とは 何 か 、そして 報 告 は、そ の 目 的 、 報 告 する 相 手 に 応 じて 内 容 、 情 報 の 並 べ 方 、

まとめ方 が変 わることを学 習 しました。  
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③議 論 のトレーニング  

議 論 のトレーニングは、 （１） 論 理 の 学 習 、（ ２） 反 論 の技 術 、（３）デ ィベートの  ３項 目 を 実 施

します。  

 

（１）論 理 の学 習  

論 理 の学 習 では、日 常 的 にもよく耳 にする、「『論 理 』とは何 か」「『「論 理 が正 しい』とはどうい

うことか」「『論 理 的 』とはどのような状 態 か」などのことばを定 義 するところから始 めます。更 に、論

理 を組 み立 てる際 の「前 提 」や「推 論 」といった用 語 を説 明 してから、具 体 的 な練 習 問 題 に取 り

組 みます。  

練 習 問 題 としては、まず、論 理 の基 本 となる三 段 論 法 を紹 介 し、例 示 された三 段 論 法 のどこ

に 問 題 点 があ るの か 、を 話 し 合 う と こ ろか ら 始 め ます 。 続 い て ２０問 ほ ど の 練 習 問 題 を 出 題 し 、

生 徒 が 協 力 して、それぞれの論 理 的 問 題 点 を指 摘 します。それらの練 習 問 題 を考 えることを と

おして生 徒 たちは、正 しい推 論 の条 件 として、  

 

・理 論 の飛 躍 がないこと    ・前 提 が正 しいこと  

 

の２つが必 要 なことを確 認 します。  

更 に 、 同 じよ うな 文 化 や 生 活 を 共 有 し ている 者 同 士 では 、 論 理 の 前 提 が 隠 さ れてい る こと 、

いわゆる「暗 黙 の了 解 」があることを 学 びます。これは、「絵 の分 析 」で学 んだことの復 習 にもなり

ます。  

最 後 に 、 ２００字 程 度 の 文 章 を 示 し て 、その 中 に 含 まれる 様 々な 論 理 的 欠 陥 を 指 摘 す る 課
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題 に 取 り 組 み ます 。この 時 に 問 題 文 とし て 示 し た文 章 は 、 昨 年 卒 業 し た 生 徒 たちが ファ イナ ル

プロジェクトとして作 成 した文 章 を、練 習 用 に改 作 した ものです。こ れは、現 ２年 生 も、 来 年 のフ

ァイナルプロジェクトのポスターセッションの際 に 質 疑 応 答 をすることを念 頭 に置 いて、論 理 的 に

欠 陥 のない文 章 が書 けるように意 識 させるためです。  

 

（２）反 論 の技 術  

ここでは、反 論 の方 法 として、  

 

・相 手 の主 張 に直 接 的 に反 論 する方 法  

・相 手 の主 張 に理 解 を示 した上 で、論 理 的 に矛 盾 している部 分 などについて反 論 する方 法  

 

の２種 類 があること、更 に、それぞれの方 法 を実 際 に用 いる際 の、話 し方 の「型 」を学 びました。

以 下 がそれぞれの「型 」です。  

 

 ①  私 は 、○○ 君 の 意 見 に 反 対 です 。○○ 君 は、「…(引 用 )… 」と 述 べ ていま  す。

しかし、この主 張 は成 立 しません。第 １に、……。第 ２に、……。以 上 の理 由 により、○○

君 の意 見 は成 り立 ちません。  

 

 ②  ○○君 の意 見 は一 理 あります。確 かに「…(引 用 )…」という点 では彼 の主  張 は

正 し い と 言 え ます 。 し か し 、そ の 主 張 は 次 の 点 が 矛 盾 し てい ます 。 第 １に 、  …… 。 第 ２

に、……。以 上 のように彼 の主 張 には複 数 の矛 盾 点 があるため成 り立 ちませ ん。  

 

いず れも、 １年 次 で学 習 し た 「 問 答 ゲー ム」 や パラグラ フ ・ラ イテ ィン グの 形 式 に 基 づ いて 、 始

めに自 分 の立 場 を明 示 し、続 いてその根 拠 を示 し、結 びとして自 分 の立 場 を再 度 主 張 する、と

いう 形 を とってい ます 。 生 徒 たちは 、 「 問 答 ゲ ー ム」や パラグラ フ・ラ イテ ィング でこの 形 式 には 慣

れていますので、この後 のディベートでもこの「型 」を使 いこなしています。  

 

（３）ディベート  

生 徒 の 多 くは 、中 学 校 の 国 語 でディベートを 経 験 してい ま したの で、 ディベートそのものの 定

義 や説 明 は、ごく簡 単 に示 すにとどめ、チーム作 り、役 割 分 担 、 論 題 決 めなど具 体 的 な準 備 を

始 め ます 。 教 室 で一 斉 に 実 施 する ために、 各 チームが 、 試 合 ご とにどの 論 題 を 取 り 上 げるの か

は予 め決 定 しておき、それぞれの論 題 について肯 定 ・否 定 両 方 の立 論 や反 論 を作 成 する形 で

準 備 を進 めます。  

なお、ディベートのルールや方 法 を説 明 する際 には、英 語 表 現 の 教 科 書 を併 用 し ます。これ

は、 英 語 表 現 で英 語 による ディベー トが 取 り 上 げられて いますの で、 日 本 語 に 続 いて 英 語 でも

ディベートを行 う ことを考 慮 した ものです。 従 っ て、試 合 の方 法 などは原 則 として 英 語 表 現 の 教

科 書 に合 わせます。  

下 記 が 試 合 の 進 行 です 。 デ ィベ ー ト 甲 子 園 な どの 本 格 的 デ ィベ ー トと は 違 い 、 質 疑 応 答 を

行 わないなどかなり簡 略 化 してありますが、これも英 語 表 現 の教 科 書 に合 わせたものです。  
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肯 定 側 立 論 （１分 ）  

否 定 側 立 論 （１分 ）  

作 戦 タイム（１分 ）  

否 定 側 反 論 （１分 ）  

肯 定 側 反 論 （１分 ）  

作 戦 タイム（１分 ）  

肯 定 側 まとめ（１分 ）  

否 定 側 まとめ（１分 ）  

判 定 検 討 （１分 ）  

判 定 発 表 （１分 ）  

 

 

次 ページの図 が教 室 内 の配 置 図 です。３人 １チームを原 則 として１５チームを作 り、３チームを

１グループとして、グループ内 で対 戦 します。例 えば、第 １試 合 は A チームと B チームが対 戦 し、

C チームがジャッジと進 行 を担 当 する、という形 で、全 チームが２試 合 行 い、１試 合 はジャッジを

行 うようにしてあります。なお、このディベートの試 合 の実 施 がオンライン授 業 期 間 にあたったクラ

スでも、 同 じようにディベートを実 施 することができました。ただし「作 戦 タイム」の際 に「ブレイクア

ウトセッション」を移 動 するロスタイムが生 じることから作 戦 タイムの時 間 を「２分 」として実 施 したと

ころスムーズに行 うことができ ました。  

以 上 のように、全 員 が日 本 語 でのディベートを 体 験 してから、英 語 でのディベートに取 り 組 み、

ディベートのやり方 に慣 れることを目 指 します。これは、ＧＣＰで実 施 する人 権 ディベートの準 備 と

もなっています。  

 

 

 

 

 

 

電子黒板

Ａ Ａ

Ａ

Ａ Ａ

１

３

４

２ ５



 

- 86 - 

 

C)  評 価  

 

評 価 の対 象 は、毎 回 の授 業 の課 題 への取 り組 みと、振 り返 り記 入 になります。  

 

作 文 課 題 の場 合 は３～５つの評 価 項 目 を 立 て、それぞれ１～５点 で採 点 しました。評 価 項 目

は、 作 文 を 書 く目 的 に 従 って 変 えて います。 課 題 によっては 、 生 徒 に 相 互 採 点 もさせ ます 。 相

互 採 点 は、ルーブリックに基 づいて行 います。互 いに評 価 と 添 削 を 繰 り返 すこと で、 評 価 のポイ

ントが強 く認 識 され、結 果 として 自 身 の文 章 力 の向 上 にもつながっています。  

 

以 下 に、１年 生 の授 業 で、課 題 作 文 を書 かせる前 に生 徒 に見 せる「評 価 のポイント」の スライ

ドと添 削 後 の作 文 課 題 、２年 生 の課 題 作 文 における評 価 ルーブリックを示 します。  
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毎 回 の 授 業 に お い て 、 ペ ア や グ ル ー プ で 話 し 合 っ た 内 容 を メ モ し 、 授 業 の 最 後 の ５ 分 で 、

「今 日 の授 業 で自 分 が学 んだこと」や、自 分 が考 えたり気 づいたりした内 容 を記 録 させます。 学

んだことを自 分 で意 識 化 できているか・学 んだことを活 かそうと意 識 できているか どうかチェック し

ます。  

授 業 プリントはファイリングさせ、いつでも学 びの履 歴 を見 返 せるようにします。 他 の授 業 や行

事 の時 に、このファ イルを見 返 しながら文 章 を 書 いたり、 説 明 の 準 備 をしたりする 生 徒 の姿 も見

られました。まさに実 生 活 に活 かせるポートフォリオの作 成 ができたと思 います。  

 

以 下 に生 徒 の振 り返 りの例 を示 します。  
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D)  成 果 および今 後 の課 題  

 

⚫  成 果  

①創 価 高 校 「言 語 技 術 」教 育 カリキュラムの確 立  

5 年 間 、「言 語 技 術 」の授 業 を実 施 してくる中 で、1 年 1 年 振 り返 りながら、授 業 内 容 や進 め

方 を改 善 してき ました 。結 果 と して、 創 価 高 校 における「言 語 技 術 」 教 育 のプログラムがほぼ 確

立 したと思 われます。1 年 生 の最 後 の授 業 で書 いてもらった 1 年 間 の振 り返 り作 文 では、学 習 ・

トレーニングした内 容 を活 かしながら、学 んだことを・得 たものを、生 徒 たちは論 理 的 に表 現 し て

いました。理 解 だけにとどまらず活 用 できていることを強 く実 感 しました。  

 

②英 検 スコアの上 昇  

昨 年 度 スコアが下 がった英 検 ライティングスコ アも、今 年 度 は向 上 がみられました。 本 年 度 も

第 ３回 目 の英 検 ２級 を、高 校 ２年 次 の総 合 クラス（「言 語 技 術 」の授 業 を受 けているクラス）のほ

ぼ全 員 が受 検 することになっています。その中 で、リーディング・リスニング・ライティングの３技 能

のＣＳＥスコアの平 均 は、昨 年 度 は 1462 .3 でしたが、今 年 度 は 1492 .9 と微 増 しました。また、ラ

イティングのスコアのみで見 ると、昨 年 度 は 477 .7 でしたが、今 年 度 は 485 .9 と上 昇 しており、安
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定 したス コアを 出 してい ます 。 これは ５年 間 を 通 じた 、「 言 語 技 術 」 教 育 の 往 還 の 成 果 と 言 え ま

す。  

 

③ポートフォリオの作 成  

生 徒 には昨 年 までと同 様 、 毎 回 の 授 業 で「学 んだこと」等 の振 り 返 りをさせ、記 録 ・ファ イリン

グさせました。このファイルを見 返 しながら、身 に つけた技 術 を 活 かそうとする生 徒 の姿 が 見 られ 、

実 際 に活 かせるポートフォリオの作 成 ができ ました。  

 

④小 中 高 一 貫 プログラムの作 成  

一 昨 年 度 から 始 まった、 小 中 高 の「 言 語 技 術 」担 当 者 による「 言 語 技 術 」 推 進 委 員 会 での

話 し 合 いの 内 容 を 受 け 、 特 に 中 高 での 連 携 を 強 化 でき ました 。 授 業 デ ータをネ ット ワーク 内 で

共 有 し、中 高 の担 当 者 がお互 いの資 料 をいつでも見 られるように環 境 が整 備 されました。  

 

⑤ファイナル・プロジェクトにおける小 論 文 作 成 指 導  

一 昨 年 度 から開 始 した、３年 次 での週 １時 間 の小 論 文 作 成 指 導 （ ＧＣＰファイナル･プロジェ

クトの最 終 レポート作 成 と連 動 ）を、これまでの 反 省 をもとに授 業 内 容 を精 選 し、 進 め方 を 改 善

した結 果 、さらに 質 の高 い小 論 文 が見 られるようになりました。  

 

⑥キャリア教 育 と連 動 した作 文 指 導  

１年 次 では、言 語 技 術 で学 んだ「作 文 」の技 術 を応 用 して、自 分 自 身 の進 路 や学 校 生 活 に

ついての考 えをパーソナル・エッセイとして書 かせました。このパーソナル・エッセイは、本 校 が 10

年 以 上 にわたって伝 統 的 に取 り組 んでいるものです 。全 生 徒 が 1000 字 ～1200 字 で、形 式 の

整 ったエッセイを書 きあげました。  

２年 次 では、１年 次 のパーソナル ・エッセイを発 展 させて、大 学 入 試 を意 識 した「志 望 理 由 書 」

の作 成 に取 り組 みました。生 徒 たちは、２年 間 の言 語 技 術 の学 習 をとおして、パラグラフ ・ライテ

ィングの技 術 がかなり定 着 していますので、多 くの生 徒 が論 理 的 にもしっかりとした文 章 を書 きあ

げました。  

 

⑦教 員 自 身 の言 語 技 術 トレーニング  

「言 語 技 術 」の授 業 に担 任 教 員 が毎 回 参 加 し まし、教 員 自 身 が「言 語 技 術 」のトレーニング

を行 いました。  

 

 

⚫  今 後 の課 題  

① ２０２２年 度 か ら の 新 カリ キ ュラ ム を 見 据 え 、 創 価 中 学 校 ・ 東 京 創 価 小 学 校 での ｢言 語 技

術 ｣ 教 育 の さらなる 推 進 を図 っていかな ければ なりません 。そのため、 小 中 高 「 言 語 技 術 」 推 進

委 員 会 を引 き続 き定 例 で開 催 し、協 議 を重 ねてまいります。  

 

②「 言 語 技 術 」が すべての 学 びの 土 台 となるよ う 、 各 教 科 との 連 携 も 密 にし て、 生 徒 が 活 用

する機 会 を増 やし、活 用 事 例 を蓄 積 させ 、誰 でも活 用 できるようなシステムを作 ってまいります。  
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5.  フィールドワーク  

A)  概 要  

多 くの学 校 と同 じく、コロナ禍 のため、S GH のフィールドワークはすべて中 止 となった。その中

で沖 縄 ・那 覇 国 際 高 校 と、広 島 ・女 学 院 高 校 との交 流 を実 施 。さらには来 年 度 も引 き続 くであ

ろう、 海 外 フ ィール ドワークや 研 修 旅 行 の 制 限 に対 して 、オンラ インを 活 用 して できることはな い

かを模 索 し、オンラインスタディーツアーを実 施 した。  

 

B)  オンラインスタディツアー  

◼  期  間  1 月 15 日 、29 日 、2 月 5 日 、12 日  計 4 日 間  各 1 時 間  

◼  交 流 相 手  カンボジアの学 生  

◼  参 加 者  GLP 生  高 校 ２年 生 １９名  高 校 ３年 生 ９名  計 ２８名  

◼  目  的  

コロナ禍 のため、海 外 フィールドワークを行 うことができない代 替 として、 オンラインを活 用

してのい海 外 との交 流 の可 能 性 を模 索 し オンラインスタディーツアーを実 施 した。今 回

は、オンライン英 会 話 でおせわになっているウェブリオ様 にご対 応 いただいいた。カンボジ

アの高 校 生 と「平 和 についての私 たちの提 案 」をターゲットに、1 月 15 日 、29 日 、2 月 5

日 、12 日 と、1 時 間 ずつ、４回 にわたって段 階 的 に取 り組 んだ。  

◼  事 前 学 習 ・準 備  

◼  何 をテーマに議 論 するか、全 体 でディスカッション  

◼  自 分 たちの趣 味 や身 近 なものについて写 真 で説 明 するプレゼンテーション作 成  

◼  核 問 題 について説 明 するプレゼンテーション作 成  

 

◼  行 程  

➢  １日 目  

自 己 紹 介    写 真 や物 をつかって自 身 の身 近 なものを紹 介 しあう  

 

◆  生徒感想  

「最初 は初対面の海外の方 と初めて話すということで緊張 して

いたが、実際 はちゃんと会話 をすることができて、相手の方 も私達

をあたたかく受 け入れてくださったので、とても楽 しかった。時間がな

かったため、今回はカンボジアのことについてあまり知 ることができな

かったが、次回以降一緒に平和について考えお互いのことを知 っ

ていけるのが待ち遠 しいと感 じた。」  

 

➢  ２日 目  

創 価 高 校 の生 徒 から核 兵 器 に 関 するプレ ゼンテーション (核 兵 器 の概 要 、 歴 史 、現 状 、 今 後

の展 望 )  

コロナウイルス、家 族 、SNS、学 校 について、お互 いの国 の状 況 を共 有  
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◆  生徒感想  

「核についてのプレゼンや C OV ID-19 についてのディ

スカッションをすることができて、各国について知 る良い

機会 となった。また、直接あったことのない相手でも、

こうして一緒 に何かをつくろうと協 力 できることが本 当

に嬉 しい。」  

 

➢  ３日 目  

前 回 の 4 テーマ (コロナウイルス、家 族 、SNS、学 校 )から一 つ選 び、「テーマ x 平 和 」
について議 論  

議 論 した内 容 をプレゼンテーションにまとめる  

生 徒 感 想  

「今 回 は今までよりも多 くの質問 をし合 うことができた。その中で特に心に残 った質問 は、「私達 は

学校でどのような平和教育を受けたか」というものだ。この質

問 でカンボジアの生 徒 は、「ポル・ポト 」という、カンボジアで

起 こった虐殺事件のことを話 してくれた。私はこのような事件

について知 らず、国際的な争いだけでなく、国内 での虐殺

も起 こるのだとショックを受 けた。それと同 時 に、他 の国 での

重 大な、そして深 刻 な事件 について知 ることで、平 和への

探求を他の国の人たちとも確認し合 えるのだと実感した。」  

 

➢  ４日 目  

「テーマ x 平 和 」についてプレゼンテーション  

◆  生徒感想  

「オンラインスタディツアー全体 を通して、英語力 を向上 させていきたいと思 ったが、それだけではだめ

だとも思 った。英 語力があったとしても、いかに相手 に伝 える

かを工夫 しなければ、良いコミュニケーションは取 れないという

ことを実感 したからだ。言い換えると、たとえ英語力がなくても

相手 に伝 えようと工夫 をすれば、良 いコミュニケーションを取

ることができるということを学んだ。英語力 を向上 させることは、

最終的なゴールではなく、良いコミュニケーションをとるための

一つのステップに過 ぎないということを実感 した。また、良いコ

ミュニケーションとは単に円滑 だというだけではないと思 った。

今回のオンラインスタディツアーでは円滑に意思疎通ができ

ない場面 も多々あったが、それでもお互いの意見 を共有 しあ

い、思考 を深める事ができた。これこそが”良いコミュニケーシ

ョン”なのではないかと思 った。そして、それは相手の言いたい

ことを理解 しよう、相手に自分の言いたいことを伝 えようという

姿勢が双方にあったからこそできたことだと思 う。これからも、

相手が外国人だろうが日本人だろうが関係なく、こうした姿

勢 を大切にしていきたいと思 う。」  
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C)  沖 縄 オンラインフィールドワーク  

◼  概 要  

SGH （ ｽ ｰﾊ ﾟｰｸ ﾞ ﾛｰﾊ ﾞ ﾙｽｸ ｰ ﾙ） 教 育 事 業 の 最 終 年 度 にあた る 本 年 、 コロナ 禍 にあって も、 オ

ンラインを活 用 したフィールドワークを実 施 する ことにより、過 去 ４年 間 で交 流 してきた沖 縄 県 立

那 覇 国 際 高 校 や、 ひめゆ り 平 和 祈 念 資 料 館 等 の 連 携 機 関 に ご 協 力 をい ただきながら 、 本 校

が掲 げる４つの資 質 ･能 力 （人 間 力 ・対 話 力 ・知 力 ・社 会 力 ）の育 成 に取 り組 むこととした。  

◼  目 的  

  ①創 立 者 池 田 先 生 の沖 縄 に寄 せる思 いを学 び、平 和 を創 造 するグローバル･リーダー     

としての資 質 を磨 く。  

  ②沖 縄 戦 の事 実 を認 識 し、戦 争 体 験 継 承 とともに、沖 縄 の現 在 と未 来 を学 ぶ。  

  ③ＳＧＨ校 との交 流 を通 して、互 いに触 発 しあい友 情 を深 める。  

◼  実 施 日 （※全 て ZOOM によるオンラインで実 施 ）  

  第 １日 目 ：１１月  ７日 （土 ）１４時 ００分 ～１６時 ００分  

       企 画 ①：沖 縄 戦 遺 骨 収 集 ボランティア「ガマフヤー」  

       【講 師 】具 志 堅  隆 松  氏 （ガマフヤー代 表 ）  

  第 ２日 目 ：１１月 １１日 （水 ）１６時 １０分 ～１７時 ２０分  

       企 画 ②：グローバルセミナー  

       【講 師 】：喜 屋 武  裕 江 （きゃん  ひろえ）  氏  

            （一 般 社 団 法 人 グッジョブおきなわプロジェクト代 表 ）  

  第 ３日 目 ：１１月 １４日 （土 ）１４時 ００分 ～１６時 ００分  

       企 画 ③：ひめゆり平 和 祈 念 資 料 館  

       【講 師 】仲 田  晃 子  氏 （ひめゆり平 和 祈 念 資 料 館 説 明 員 ）  

       ※沖 縄 県 立 那 覇 国 際 高 校 （SGH 校 ）と合 同 開 催  

  第 ４日 目 ：１１月 １５日 （日 ）１４時 ００分 ～１６時 ００分  

       企 画 ④：創 立 者 池 田 先 生 と沖 縄  

       【講 師 】安 田  進  氏 （創 価 学 会 沖 縄 総 県 長 ）、沖 縄 総 県 青 年 部 平 和 委 員 会  

◼  交 流 校 ・連 携 機 関 等  

  沖 縄 県 立 那 覇 国 際 高 等 学 校 （S GH 校 ）、ひめゆり平 和 祈 念 資 料 館 、  

  沖 縄 戦 遺 骨 収 集 ボランティア「ガマフヤー」、創 価 学 会 沖 縄 総 県 など  

 

◼  参 加 生 徒 の取 り組 み等  

  ◯１０月 ８日 （木 ）から募 集 開 始 、TV 放 送 で全 校 生 徒 に告 知 。  

  ◯希 望 者 全 員 が参 加 可 能  ※企 画 ①～④への参 加 回 数 は問 わない。  

  【参 加 生 徒 への課 題 】  

   （１）事 前 に沖 縄 戦 等 に関 わる映 像 鑑 賞  

     NHK ｽﾍﾟｼｬﾙ『沖 縄 ”出 口 なき ”戦 場 〜最 後 の 1 か月 で何 が〜』、  

     ｱﾆﾒｰｼｮﾝ『ひめゆり  H IMEYUR OI 』  

     NHK 映 像 『  “ひめゆりの声 ”を届 けたい〜戦 後 75 年  生 まれ変 わる資 料 館 〜』  

   （２）毎 回 のオンラインフィールドワーク終 了 後 にフォームによる振 り返 りを提 出 。  

   （３）企 画 ③に参 加 した生 徒 には、事 後 学 習 資 料 として『ひめゆり平 和 祈 念 資 料 館 ・  

ガイドブック』配 付    
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■実 施 報 告  

企 画 ①〈沖 縄 戦 遺 骨 収 集 ボランティア〉  

 第 １日 目 は１１月 ７日 （土 ）に、沖 縄 戦 遺

骨 収 集 ボ ラ ン テ ィ ア 「 ガ マ フ ヤ ー 」 の 具 志 堅

隆 松 代 表 を 講 師 に お 迎 え し 実 施 さ れ ま し

た 。 講 師 の 具 志 堅 代 表 か ら は 、 「 遺 骨 収 集

の 現 場 から 見 える 沖 縄 戦 」 と のテ ーマ で、 実

際 の 遺 骨 収 集 活 動 の現 場 の 様 子 や収 集 さ

れ た 遺 骨 な ど の 画 像 を 画 面 で 共 有 し な が

ら 、 そ こ か ら 想 像 し 垣 間 見 る こ と が でき る こ と

を 教 え て い た だ き ま し た 。 そ の 後 、 参 加 し た

生 徒 が グ ル ー プ ご と に 分 か れて 意 見 交 換 を

行 い 、 各 グ ル ープか らの 報 告 と 具 志 堅 代 表

への質 疑 応 答 が活 発 に行 われました。  

 生 徒 からは「二 度 と戦 争 を起 こさないために過 去 から事 実 を学 び、それを未 来 へと活 かして

いきたい」などの感 想 が寄 せられました。  

 

企 画 ②〈グローバルセミナー〉  

 第 ２日 目 は １１月 １１ 日 （ 水 ） に 、 グ ッジ ョ

ブおきなわプロジェクトの喜 屋 武 裕 江 代 表 を

講 師 に お 迎 え し 、 グ ロ ー バ ル セ ミ ナ ー と し て

開 催 し ま し た 。 講 師 の 喜 屋 武 代 表 か ら は 、

「 2030 年  輝 く 未 来 は 自 分 で 創 ろ う ! ！ 」 と

題 し て 、 沖 縄 県 の お か れた 現 状 や 、 今 後 の

社 会 の変 化 を考 察 しつつ、一 人 ひとりのキャ

リア形 成 の 上 で大 切 なことは 何 かについて 、

ご 自 身 の 体 験 も 通 し な がら 教 え て くだ さ い ま

した。  

 生 徒 からは「自 分 を見 つめ直 す貴 重 な 機 会 となりました」、「リスクを疎 んで安 定 を行 くよりも、

挑 戦 していきたいと思 いました」などといった力 強 い感 想 も寄 せられました。  

 

企 画 ③〈ひめゆり平 和 祈 念 資 料 館 ・那 覇 国 際 高 等 学 校 〉  

 第 ３日 目 は １１月 １４日 （ 土 ）に 、ひめ ゆり 平 和 祈 念 資 料 館 説 明 員 の 仲 田 晃 子 さんを講 師

にお 迎 え し 実 施 さ れまし た。 こ の 企 画 には 、 創 価 高 校 の 生 徒 と と もに 、 交 流 を 続 けて いる 沖 縄

県 立 那 覇 国 際 高 等 学 校 （S GH 校 ）の生 徒 さんも参 加 されました。講 師 の仲 田 さんからは、「戦

争 体 験 を 伝 えるかたち ～ひ めゆ り 平 和 祈 念 資 料 館 の 試 み 」と 題 して 、 沖 縄 戦 を 体 験 した 元 ひ

めゆり学 徒 の皆 さんが高 齢 化 する中 で、資 料 館 が明 年 のリニューアルに向 けて積 み重 ねてきた

取 り組 みや課 題 について教 えていただきました。その後 、参 加 した生 徒 がグループごとに分 かれ

て、 那 覇 国 際 高 校 の 生 徒 さん とも意 見 交 換 を 行 い 、 各 グ ループからの 報 告 と 仲 田 さんへの 質

疑 応 答 が活 発 に行 われました。 生 徒 には「過 去 の戦 争 について学 ぶことは、 ” 私 ”にとって必 要

か？どういう意 味 があるか？」との問 いをなげかけ、 ZOOM のブレイクアウトセッションで活 発 な意
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見 交 換 がなされました。  

 生 徒 からは 、「 ひめ ゆりの 生 徒 の 方 々が

『遠 い過 去 の人 』から『自 分 と同 じ 年 頃 の女

の 子 』と し て 、よ り 現 実 味 を 持 って 歴 史 に 触

れるこ とができ ました」 、「 しっかりと 世 界 史 や

日 本 史 を 学 ん で い こ う と また 決 意 し ま し た 」

など今 後 の学 びにつながる発 見 があったよう

です。  

 

企 画 ④〈創 立 者 池 田 先 生 と沖 縄 〉  

 第 ４日 目 は １１月 １５日 （ 日 ）に 、 沖 縄 の 創 価 学 園 顧 問 である 安 田  進 氏 （ 創 価 学 会 沖 縄

総 県 長 ）を講 師 にお迎 えし実 施 されました。まず最 初 に、沖 縄 創 価 学 会 青 年 部 の平 和 運 動 に

つい て、 前 島 常 仁 氏 （ 総 県 青 年 部 長 ） か らご 説 明 い ただ き 、 沖 縄 戦 を 次 世 代 に 継 承 し てい く

地 道 な取 り組 みと課 題 について教 えてい ただきました。そして、安 田 顧 問 からは、「創 立 者 池 田

先 生 と沖 縄 」と題 して、沖 縄 戦 の概 要 とともに、恒 久 平 和 をめざして池 田 先 生 が沖 縄 の地 で小

説 『 人 間 革 命 』の 執 筆 を 開 始 された エピソー ド など、ご自 身 の 体 験 も交 えた貴 重 なお話 を 伺 い

ました 。そ の 後 、 参 加 し た 生 徒 が グル ープ ご と に 分 か れて 意 見 交 換 を 行 い 、 各 グ ル ープか ら の

報 告 と安 田 顧 問 と前 島 青 年 部 長 への質 疑 応 答 が活 発 に行 われました。  

 生 徒 からは「 どこか 他 人 事 だと 思 っていた 昔 起 こった 戦 争 に 対 して自 分 から 知 ろ うとしてそ

れを伝 えていかなければならないんだと思 うこと ができました」など 、今 回 の機 会 を通 して主 体 性

が高 まったことを感 じさせる感 想 も多 数 寄 せられました。  

 

■まとめ  

 コロ ナ 禍 の ため 、 実 際 に 沖 縄 を 訪 問 し てのリ アル な 学 び は 実 現 しなかっ たが 、 オン ライ ン を

活 用 することで感 染 リスクを回 避 し、当 初 の目 的 は達 成 できたと思 われる。また以 下 のようなこと

を確 認 することができた。  

◯国 内 外 の遠 隔 地 をリアルタイムで結 ぶことが可 能 になった。（ ※海 外 は時 差 のみ課 題 ）  

◯ネット環 境 と端 末 環 境 さえ整 えば、どこからでも、何 人 でも同 じ場 に集 うことができる。  

◯行 事 の実 施 費 用 が非 常 に安 価 である。  

◯ZOOM のブレイクアウトセッション機 能 やチャット機 能 を活 用 することで、さらに双 方 向 性 が

高 まり、教 育 的 効 果 が期 待 される。  

 実 物 に触 れるフィールドワークにまさるものはないが、オンラインを活 用 し 遠 隔 地 との双 方 向

性 を 担 保 した 学 びを 確 保 できる ことへの 手 応 え を得 ることが できた と思 わ れるの で、 今 後 、 様 々

な場 面 でのオンラインを活 用 した交 流 を推 進 してまいりたい。  
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6.  グローバルセミナー  

■目 的  

国 内 外 で活 躍 される有 識 者 ・学 術 者 ・本 校 卒 業 生 をお迎 えし、講 演 会 ・懇 談 会 を開 催 する

こと によっ て、 生 徒 が グロ ーバ ル 人 材 へ と 成 長 する ため の 触 発 の 機 会 と す る。 一 貫 校 であ る 創

価 中 学 校 にも広 く公 開 する。  

 

■実 施  

2020 年 度 はコロナ禍 のため、オンラインで４回 行 った。  

※2019 年 度 は１５回 （9 カ国 15 組 ）実 施  

 

◆菖 蒲 川 由 郷 氏 （新 潟 ／新 潟 大 学 大 学 院 特 任 教 授 ・厚 生 労 働 省 のクラスター対 策 班 ）  

〈開 催 日 ・会 場 〉2020 年 6 月 30 日 （火 ）・新 潟 と学 校 の各 教 室 をオンラインで結 び実 施  

〈テーマ〉医 学 を志 して走 り続 けた２０年  

〈概 要 〉  

全 員 登 校 が再 開 され、 本 年 初 のグローバルセミナーを全 校 生 徒 を 対 象 に 開 催 。コロナ禍 の

中 、 菖 蒲 川 教 授 は 厚 生 労 働 省 のクラスター 対 策 班 で活 躍 されて おり 、 公 衆 衛 生 学 の 専 門 的

な話 から、今 回 最 も私 たちに影 響 を及 ぼしているコロナウイルスに関 わる話 を、貴 重 でタイムリー

で講 演 をいただいた。生 徒 が三 密 になるため講 堂 に集 まることが出 来 ないため、菖 蒲 川 教 授 に

は新 潟 大 学 よりオンラインでの講 演 をいただき 、生 徒 は各 教 室 で話 を聞 き、双 方 向 で質 問 もで

きる次 世 代 型 のグローバルセミナーとなった。  

◆  生徒感想より  

「公 衆 衛 生学 という学 問 を初 めて知 りました。最 前 線でのお

話 をわかりやすく話 していただき本当にありがとうございました。」（高

校 １年生 ）  

「学 園の先輩 としてのお話 もたくさんいただいて、勇気が出 まし

た。私 も先輩のような人になっていきたいです。」（高校 ２年生 ）  

「コロナウイルスが今 後 どうなるかわかりませんが、私 たちが注

意 しなければならない点 、また医療従事者として包括的に考えら

れている点など学ぶ事ができました。」（高校 ３年生 ）  

 

◆エド・フィーゼル氏 （アメリカ／アメリカ創 価 大 学 学 長 ）  

〈開 催 日 ・会 場 〉2020 年 10 月 31 日 （土 ）・アメリカと学 校 の各 教 室 をオンラインで結 び実 施  

〈テーマ〉アメリカ創 価 大 学 における世 界 市 民 教 育  

〈概 要 〉  

アメリカ・カリフォルニアと東 京 を ZOOM で結 び、遠 い距 離 を越 えて同 じ空 間 にいるような気

持 ちで全 校 生 徒 が参 加 できた。まず、アメリカ創 価 大 学 設 立 の経 緯 を簡 単 に紹 介 していただき、

創 立 者 の 教 育 に 対 す る 強 い 思 い に 触 れ、 世 界 市 民 に つ いて 「 知 恵 ・ 勇 気 ・ 慈 悲 」 の ３つの 視

点 を 中 心 に 話 を 進 め られた 。 他 者 の 痛 みを 想 像 して 人 々と 関 わる 重 要 性 を 訴 えられ、 実 際 に

アメリカ創 価 大 学 では広 い分 野 の横 断 的 な教 育 や研 究 を通 して、いかに世 界 市 民 を育 成 して

いるかを紹 介 された。特 に世 界 の著 名 な方 々との交 流 を通 して、学 問 だけでなく一 流 の人 格 を

養 成 する SUA の取 り組 みが次 々と紹 介 された。  
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オンラ イン 双 方 向 で生 徒 か らの 質 問 に も答 え られ、 「 高 校 生 と して 、 真 の 世 界 市 民 にな るた

めには ？」 との 質 問 に 、 エド ・ フ ィー ゼル 博 士 は 「 知 恵 ・

勇 気 ・ 慈 悲 は 自 分 の 日 常 で、 自 身 が 体 現 し て い くこ と

が 大 事 です 。 自 分 の 学 問 だ け を 考 え 、 自 己 中 心 的 に

生 きるのではなく、他 者 の痛 みを自 分 の痛 みとして助 け

合 う こ とが 大 事 です 。 創 価 高 校 の 生 徒 の 皆 さ んで、 知

恵 ・ 勇 気 ・ 慈 悲 の ３つを 体 現 して いき まし ょう ！ 」と 呼 び

掛 けら れた 。 一 流 の知 性 と 人 格 の 方 に 出 会 う 喜 びに 、

大 きく心 を躍 らせたセミナーとなった。  

◆  生徒感想より  

「私 は学長が生徒 と同 じ目線に立 って学び続 けているということがすごいと感 じました。講演の中

では、生徒 とともに学んでいるとの話はありませんでしたが、もし、学長が生徒 とともに学ぶことをやめて

いたら今の SUA の国際性 、他者 を受け入れる精神はなかったと思います。学生一人ひとりを考 え

た、様々な取 り組み等 もなかったでしょう。学長 を始め多 くの先生方が真剣に SUA の学生一人ひ

とりと向 き合い考え抜いているからこそ、今の SUA の形があるのだと思います。そしてまた、『私達は

地球市民の一人であるということを忘 れてはいけない』という言葉 も強 く胸に残 っています。地球 市

民と聞 くと、知識があり、仲間があり、信頼がある、そんな人だと思 っていました。しかし、学長 は 『全

員が地球市民であることを忘 れてはいけない。特別な人だけがなるものではない」という話 をしていた

のです。この言葉 を聞いた時 、『地球市民になるためにはどうすればいいのか？』と考 えていた自分が

間違っていることに気づきました。そうではなく、『一 人ひとりが地球市民としての自覚 を持つことが大

切だ」と気付かされました。」（高校 1 年生 ）  

 

◆喜 屋 武 裕 江 氏 （沖 縄 ／グッジョブおきなわプロジェクト代 表 ）  

〈開 催 日 ・会 場 〉2020 年 11 月 11 日 （水 ）・沖 縄 と学 校 の各 教 室 をオンラインで結 び実 施  

〈テーマ〉2030 年  輝 く未 来 は自 分 で創 ろう !！  

〈概 要 〉  

沖 縄 フ ィー ル ド ワー ク の １つ と して 実 施 。 沖 縄 県 の

おかれた現 状 や、今 後 の社 会 の変 化 を考 察 し つつ、

一 人 ひと りのキャリア 形 成 の 上 で大 切 な ことは 何 かに

つ い て 、 ご 自 身 の 体 験 も 通 し な が ら 教 え て くだ っ た 。

生 徒 からは「自 分 を見 つめ直 す貴 重 な機 会 となりまし

た」 、 「 リ スク を 疎 ん で安 定 を 行 くよ り も、 挑 戦 し ていき

た い と 思 い ま し た 」 な ど と い っ た 感 想 が 寄 せ ら れ て い

る。  

◆  生徒感想より  

「講 義 を聴いて、ものすごく勇 気 をもらえました。正直に言 うと、今の自分の人生にあまり生 きがい

が感 じられず、将来の夢や今までの行動 も自分の意思で決めていなかったように思 えます。しかしお

話 を聴いて、もっと自分の意思で行動 し、少 しでも心の成長 をしようと思いました。この先の人生楽 し

いものにならないんじゃないかと思 っていましたが、そんなことはないんだと気付かされました。」  

「喜屋武 さんは様々なプロジェクトを立 ち上げられていて、資格 もたくさん取 られているので、育 ってこ

られた環境 を知 り、少 し驚 きました。初めから高い志 を持 っていらっしゃったのではなく、保健室登 校か

ら少しずつ自分が今できることに挑戦 していかれた生 き方に、感銘 を受けました。また『働 く』とはどうい
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う事 なのかを学び、夢 ・感謝 ・挑戦 を忘れず、人 のために行動できる自分に、また自分で今何のた

めに何 をすべきかを正 しく選択できる自分に成長 していきたいと思います。質問にも的確に答えてくだ

さって、特に「0 から 1 を創 る」という人間性の捉え方に深 く共感しました。沖縄に関する情報 もたくさ

ん知ることができ、『風のマジム』を読んでみたいと思いました。」  

「21 歳で視覚障害の宣告 をされてからそれでも諦めることなく希望 を見出 して今 このようにご活躍

されてる姿に感動 しましたし、すごく勇気 をもらいました。輝 く未来 とは何か？何のためにはたらくのか？

今自分 たちは何 を始めるべきなのか？と、今 まで深 く考 えていなかったり、自分の中で明白な答 えを

見つけられていないままだった疑問に向 き合い、自分 を見つめ直す貴重な機会でした。AI 化や社

会の変化によりパラダイムシフトしていく中で私たちに求められているものも変化 していて、新たな価値

を創造することがより重要になると思いました。そのためには日々できることを増やし可 能性を広 げるこ

と、また勇気 を持 って何かに挑戦 していくことが必要なのかなと思います。思 うだけでなく、実際にどう

行動に移 していけるかが重要だと思 うので、今自分にできることを考 えながら、30cm の勇気を実践

していきます。」  

「『働 く』」ということにフォーカスして学べたのが良かったです。自分で考える・自分のことに置 き換 え

る時間 も頂いて、自分自身が何 をすべきか再認識出来ました。『何のため』など、学園の指針 ・重

要視していることと多 くの点で合致 していることに気が付 きました。  

私 も離島出身なのですが、離島では、できる仕事が限られていることを感 じていました。  

ですが、新 しい職業 を作っていくということで、どこでもできることは無限にあるんだなと分かりました。  

 

◆西 沢 俊 広 氏 （ 筑 波 大 学 ／ＮＥＣ  ドローンの運 行 管 理 システム開 発 （国 家 プロジェクト）リ ーダ

ー）  

〈開 催 日 ・会 場 〉2020 年 11 月 17 日 （火 ）・筑 波 と学 校 をオンラインで結 び実 施  

  ※高 校 ３年 生 は講 堂 、１，２年 生 は各 教 室  

〈テーマ〉Towards  the future  socie ty  o f  r obots and drones  

〈概 要 〉  

ロ ボ ット ・ ド ロ ー ン の 研 究 開 発 を 通 し 、 ド ロ ー ン が 安 心 ・ 安

全 に 日 本 のそ して 世 界 の 空 を 飛 び 交 え るよ う にするた めの 国

家 プロジェクトの責 任 者 として、近 未 来 の話 を された。研 究 開

発 だけでなく法 制 度 設 計 や政 策 提 言 などの話 もいただいた。  

◆  生徒感想より  

「20 期西沢俊広 さんの、自分の夢 を追い求め、社会 のため

に活躍 されているお話 を聞 き、自 分 も同 じく宇 宙開発技術者 と

なるため、諦めずに挑戦 し続け陽 を思いました。」（高校 3 年生 ）  

「私 は英知の日記念講演を通 して、ロボットと宇 宙開発の最先端を走 ってきた方が学園の先輩

であることをとても誇 りに思いました。西沢 さんのお話の中で、宇宙でなくても何かの分野で第一人者

になっていただきたいといわれたことが心に残 りました。」（高校 3 年生 ）  

「20 期の卒業生西沢 さんに『ドローン研究 』や学園時代についてや、学園生へのメッセージをお

聞 きしました。私はその講演の中で『生涯勉強 』という言葉に感動しました。」（高校 3 年生 ）  

「西沢博士の開発 したロボットがなんと漫才にまで応用の幅 を広げていることに私 はとても驚 きまし

た。私 も、自分の興味のある哲学の分野でそのような新 しい価値創造をしたいと思いました。」（高校

3 年生 ）
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7.  世 界 市 民 探 究 (ＧＣＩＳ )  

A)  概 要  

ＳＧＨ の 活 動 の レ ガ シ ー と し て 、 ＳＤ Ｇ ｓ を は じ め と し た 地 球 規 模 課 題 を 私 事 化 す る た め に 、

「私 が世 界 をかえていく」をメイン・ビジョンに掲 げ、３年 間 を通 じてデザインされた探 究 学 習 を 本

年 度 １ 年 生 よ り 年 次 進 行 で 開 始 し た 。 名 称 を GC IS ( ジ ー シ ス ： Globa l  C i t i zensh ip  

Inqu iry  S tudies)とした。１・２年 生 は週 １時 間 、「総 合 的 な探 究 の時 間 」を利 用 する。  

 

◼  総 合 的 な探 究 のねらい  

・アイディアや価 値 を創 造 し、課 題 を解 決 する力  

・どんな困 難 な状 況 に対 しても負 けじ魂 で乗 り越 えてく強 靭 な体 力 と精 神 力  

・基 本 的 な知 識 や、問 う力 、批 判 的 ・論 理 的 思 考 力 などの課 題 発 見 に必 要 な力  

・適 切 な情 報 にアクセスし、取 捨 選 択 する力 などのリサーチリテラシー  

・プレゼンテーションなど、あらゆる形 態 の発 表 で相 手 にわかりやすく伝 える発 信 力  

・ポートフォリオ作 成 等 による、自 分 自 身 を俯 瞰 して振 り返 る力  

 

◼  各 学 年 別 の目 標  

・１学 年 …探 究 学 習 の手 法 を理 解 し、 基 本 的 な「課 題 発 見 力 」「リサーチリテラシー」を身

につける  

・２学 年 …獲 得 した探 究 学 習 の手 法 を活 用 し、社 会 (専 門 家 )と触 れることでさらに深 化 さ

せて、その内 容 に対 して「アクション ・プラン」を提 案 し、発 表 を行 う。  

・ ３学 年 … 蓄 積 し て き た 知 識 や 技 能 ・ 思 考 力 を 客 観 的 に 認 知 す る 。 大 学 ( 学 士 課 程 ) で

必 要 とされる資 質 ・能 力 を身 につける。最 終 的 に、解 決 困 難 な地 球 規 模 課 題 であって

も、自 らの力 で解 決 に導 くとの誓 いを仲 間 と共 有 する  

 

◼  運 営 方 法 （２０２０年 度  １年 次 の実 施 形 態 ）  

週 1 時 間 （1 単 位 ）。授 業 は学 級 担 任 と探 究 科 教 員 による TT で行 う。活 動 は、4〜5 人 1

グループで行 う  

 

◼  GCIS のグランドルール  

運 営 に際 しては、本 校 の育 てたい資 質 能 力 に基 づき、GC IS の活 動 におけるグランドルール

を設 定 し、徹 底 させる。  

 

  相 手 を否 定 しない・傷 つけない（信 頼 と尊 重 ）  

  自 分 の持 ち時 間 を意 識 する（時 間 管 理 ）  

  理 由 （根 拠 ）を明 確 にする（論 理 性 ）  

  あいずちを大 切 にする（共 感 ）  

  質 問 は新 しい価 値 を生 む（対 話 力 ）  

 

2020 年 度 は、コロナ感 染 症 により、実 質 ６月 からのスタートとなり、計 画 を 大 きく変 更 すること

となった。その中 で、本 年 度 実 施 ができた、あいまいな日 本 語 探 究 と 食 品 ロス探 究 が柱 となる２

つの探 究 活 動 となった。  
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B)  あいまいな日 本 語 探 究  

・探 究 入 門 編 として設 定 。身 近 なトピックで、探 究 活 動 の楽 しさを体 感 する。  

・一 般 財 団 法 人  理 数 教 育 研 究 所 主 催 ・「算 数 ・数 学 の自 由 研 究 の歩 み」で、2017 年 度

審 査 委 員 特 別 賞 となった 、 広 島 県 広 島 市 立 江 波 小 学 校 ６年  重 本  慧 くんの『  「ちょっ と」 っ

てどれくらい？  』を参 照 に、答 えがない内 容 を定 量 化 する。  

・４～５人 のグループで指 定 された「あいまいな日 本 語 」を定 量 化 し、再 定 義 する。  

各 グループは、このいずれかのトピックをランダムに担 当 する。  

「だいたい」ってどれくらい？  

「一 言 」ってどれくらい？  

「すぐ」ってどれくらい？  

「おじさん」って どういう人 ？  

「まあまあ」ってどういうこと？  

「適 当 」ってどの程 度 ？  

 どこから「あっち」でどこから「こっち」？  

「たぶん」ってどの程 度 ？  

「たくさん」ってどれくらい？  

「ずっと」ってどれくらい？  

「もっと」ってどれくらい？  

 

Googl e  for m を使 用 して、クラスの生 徒 にアンケートを実 施 し、一 次 資 料 として活 用 する。ア

ンケート項 目 は自 分 たちで作 成 し、それを分 析 する。  

アンケートの質 問 例 ：  「あっち」に関 して  

問 1 .  あなたは、「あっち」という言 葉 をどのようなときに使 いますか？   

問 2 .問 1 で回 答 したような状 況 を距 離 で表 すとき、貴 方 はどのくらいの長 さを考 えますか？  

問 3 .  あなたは、「こっち」という言 葉 をどのようなときに使 いますか？   

問 4 .問 3 で回 答 したような状 況 を距 離 で表 すとき、貴 方 はどのくらいの長 さを考 えますか？  

 

・中 間 発 表 会 を実 施 するここでは、Google スライドにまとめた内 容 を、全 員 が 他 クラス同 一 テ

ーマのチーム間 で行 い、情 報 の 交 換 を行 う。また、この必 要 な情 報 とデータを相 手 から借 りる交

渉 をし、「剽 窃 ・盗 用 」の講 義 と合 わせて、２次 資 料 としてかならず引 用 元 を表 示 することを指 導

した。  

 

生 徒 には、 初 めての探 究 活 動 につき、 自 走 を 促 せるようにロードマ ップを示 し、こ れを 埋 めな

がら、各 グループの活 動 計 画 をたてるように指 導 を行 った。  
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◼  ロードマップ  

 



 

- 103 - 
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なお、生 徒 には活 動 の事 前 に以 下 の評 価 観 点 のルーブリックが提 示 されている。  
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◼  生 徒 代 表 グループスライド作 品  
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◼  授 業 計 画  
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C)  食 品 ロス探 究  

・世 界 的 な問 題 でありながら自 分 事 として捉 えられる課 題 を設 定 。  

・社 会 へのアプローチを意 識 した「アクション・プラン」の作 成 を目 標 とする。  

・文 献 調 査 ・リサーチの方 法 を学 び、論 理 的 に考 え、根 拠 を明 確 にすることを求 めた。  

・講 義 として、参 考 文 献 の収 集 方 法 、ポスタープレゼンテーションの作 り方 、インタビューの手

順 、なぜなぜ問 答 （三 段 論 法 ）を行 う。  

・生 徒 はクラス内 で食 品 ロスの発 生 する以 下 の４つの分 野 から、自 分 が探 究 活 動 を行 いたい

分 野 を選 び、グループを作 成 する。  

 

分 野  A：農 家 などの生 産 者 ・食 品 のメーカー  

分 野  B：コンビニやスーパーなどの小 売 店  

分 野  C：レストランなどの飲 食 店  

分 野  D：家 庭  

 

・グループが決 まると、ロードマップに基 づき、各 グループで探 究 活 動 をおこなった。  
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◼  ロードマップ  
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・食 品 ロス 探 究 の最 終 発 表 はポスター発 表 の 予 定 で あったが、オンライン授 業 期 間 が続 き、

オンラインでのポスター発 表 に 切 り 替 え て実 施 。フォームを使 って相 互 評 価 をし 、分 野 ごとの 代

表 発 表 グループを決 定 。  

・ 最 終 発 表 会 にて 、 各 分 野 の 代 表 発 表 グ ル ープが 発 表 。 公 益 財 団 法 人 日 本 フ ード バンク

連 盟 理 事 の田 中 入 馬 氏 が参 加 され、講 評 もいただいた。  

 

 

◼  食 品 ロス  授 業 計 画 （２０２０年 度 ）  

２
学

期 

1  食 品 ロス  QFT  

2  食 品 ロス  ４コーナー  

3  動 画 ・文 献 調 査  

4  インタビューの仕 方 ・作 業  

３
学

期 

5  G 情 報 収 集 ・発 表 ・ポスター・アクションプラン  

6  G 情 報 分 析  

7  各 G で作 業 （土 曜  LHR にて）  

2 /17  テーマ別 発 会 （学 年 ）  

2 /20  最 終 発 表 会 （学 年 ）  

8  振 り返 り  
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◼  代 表 グループのポスター  
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D)  評 価 と分 析   

◼  自 己 評 価  

自 分 自 身 の振 り返 りとして、g oogle スライドを利 用 して、ポートフォリオを毎 回 の授 業 で記 載

することを課 題 として設 定 した。 自 分 での 振 り 返 りのために、それぞれのポートフォリオにハッシュ

タグ（＃）をつけて、その 時 の感 情 や キーワード をトップページに掲 載 する ことと させた。 最 後 に 、

GCIS を終 えてのまとめを記 載 させた。最 初 にテンプレートを明 示 し、 活 動 の要 点 、自 分 の所 感 、

活 動 の中 で生 まれた疑 問 を含 めることを条 件 とした。なお、装 飾 や項 目 の追 加 、 変 形 などは自

由 とした。  

 

生 徒 ポートフォリオの例  
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◼  授 業 評 価 の方 法  

総 合 的 な探 究 は、年 間 で A ,B ,C の３段 階 で評 価 されるが、各 学 期 終 了 時 に A ,B ,C の評

価 を通 知 した。その際 の評 価 項 目 は、 探 究 活 動 開 始 の前 に、 活 動 の評 価 基 準 をルーブリック

にして明 示 した。  

発 表 の評 価 項 目 は、作 成 したポスター、グループでの発 表 の様 子 の 録 画 提 出 、ポートフォリ

オの作 成 、課 題 ファイルのチェック、となっている。  

 

 

 

◼  生 徒 の資 質 ・能 力 における GCIS の効 果 と評 価  

ＧＬＰの活 動 の評 価 方 法 と同 じく、創 価 高 校 の SGH プログラムの効 果 を、客 観 的 な生 徒 の

資 質 能 力 の 変 容 を 可 視 化 す る こ と が 課 題 と 考 え た 。 そ こ で 、 IGS 株 式 会 社 の 実 施 す る Ai  

GR OW を用 いて資 質 能 力 を測 定 し、多 角 的 で定 量 的 な手 法 に基 づき、客 観 的 な評 価 を行 っ

た。質 問 項 目 においては、本 校 の S GH でも使 用 されている「創 価 学 園 の育 てたい資 質 能 力 」

に基 づき、１５のコンピテンシー項 目 が設 定 され、それぞれがスコア化 された。  

IGS 社 によれば、A i GR OW は、「3 ,800 万 件 を超 える評 価 データを基 に個 人 の資 質 ・能 力

を分 析 する評 価 ツールで、潜 在 的 な性 格 の他 、相 互 評 価 と AI による補 正 によってコンピテン

シー を 正 確 に 評 価 ・ 分 析 す る こ と が 可 能 と なる 。 こ れによ り 、 自 己 の 強 み と 課 題 を 客 観 的 に 把

握 することができ、 将 来 の キャリアを具 体 的 に 考 えるきっかけとともに『自 己 肯 定 感 』の 向 上 に も

つなが る 」 。こ の 取 り 組 みは 、 GLP ２８名 で先 行 実 施 し 、 その 成 果 を 踏 まえ 、 １年 生 に おい て 測

定 したいコンピテンシーは、GLP と同 様 の１５項 目 となった。  
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表 1 .  獲 得 させたいグローバル人 材 の資 質 ・能 力 一 覧  

 

 

【調 査 実 施 時 期 】  

３回 行 われた  

①２０２０年 ７月 ：  １学 期 の GC IS 活 動 の終 了 時 。気 質 測 定 と自 己 評 価 およびクラス内 での

相 互 評 価  

②２０２０年 １２月 ：２学 期 の期 末 考 査 終 了 後 。自 己 評 価 およびクラス内 での 相 互 評 価  

③２０２１年 ３月 ：３学 期 の学 年 末 考 査 終 了 後 。 自 己 評 価 およびクラス内 での 相 互 評 価  

 

 

 

  

【認  知 】  

疑 う力  

【他  者 】  

 

影 響 力 の 行 使  

論 理 的 思 考 力  寛 容 力  

創 造 性  柔 軟 性  

課 題 設 定  共 感 ・傾 聴 力  

【自  己 】  

決 断 力  表 現 力  

耐 性  
【コミュニティ】  

組 織 へのコ ミッ トメン ト  

自 己 効 力  地 球 市 民  

個 人 的 実 行 力  
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表 2 .  A i  GROW の 3 回 分 の変 容  

 

汎 用  

SN-1  ２０２０年 ７月  

SN-2  ２０２０年 １２月  

SN-3  ２０２１年 ３月  
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【分 析 】  

今 回 実 施 した１５のコンピテンシーは GLP のような大 きな差 は出 ていないが、１学 期 当 初 より

全 国 的 な平 均 スコアよりも高 くなっている。１２月 の実 施 では、ほぼすべてのスコアで向 上 が 見 ら

れる。とりわけ「寛 容 」と「組 織 へのコミっと面 」のの項 目 での向 上 が堅 調 であった。これは 入 学 か

らオンライ ンがメ イ ンで 過 ご した 直 後 の１学 期 ７ 月 から 、 「あい まいな 日 本 語 探 究 」は じめ 、 探 究

活 動 や日 々のアクティブ ・ラーニングが安 心 のコミュニティを作 ったことに起 因 すると思 われる 。  

第 ３回 は、 全 体 として 着 実 な 向 上 がみら れた。 特 に「 疑 う 力 」、「 論 理 的 思 考 」 、「 創 造 性 」の

項 目 が着 実 に上 がり、変 容 があることが読 み取 れる。  

 

 

8.  時 間 管 理 手 帳  

 

■目 的  

時 間 管 理 能 力 育 成 （タイムマネジメントの指 導 法 開 発 ）  

 

■実 施  

SGH の取 り組 みの一 つとして、生 徒 の時 間 管 理 能 力 を育 成 し、 PDCA サイクルを習 得 させ

るため、時 間 管 理 手 帳 （ 以 下 、 〈スコラ〉）を全 生 徒 に 配 付 して活 用 しています。コロナ禍 で、 不

定 期 ながらキャリア教 育 推 進 委 員 会 をオンラインで実 施 したり、オンラインの職 員 会 議 なども活

用 し、各 学 年 の取 り組 みを共 有 しながら生 徒 への指 導 ・激 励 を行 いました。  

オンライン学 園 祭 では、 校 内 手 帳 甲 子 園 のサイトを立 ち上 げ公 開 し ました。その中 で優 れた

取 り組 みを、第 9 回 手 帳 甲 子 園 （主 催 ：NOLTY プランナーズ）にエントリーし、大 前 明 日 香 さ

ん（2 年 ）が「表 紙 デザイン部 門 」において佳 作 賞 を受 賞 しました。  

 

■本 校 の取 り組 みについての報 道  

新 型 コロナウイルスに伴 う緊 急 事 態 宣 言 下 の休 校 期 間 では、本 校 の時 間 管 理 手 帳 への取

り組 みが多 くの報 道 機 関 で取 り上 げられました。  

「休 校 期 間 も生 徒 がセルフマネジメント」（NOLTY プランナーズによるプレスリリース）とのタイ

トルの記 事 が、50 を超 えるネット配 信 ニュースで紹 介 されました。  

また、2020 年 4 月 3 日 付 け『読 売 中 高 生 新 聞 』と、2020 年 6 月 14 日 （日 ）付 け朝 日 新

聞 朝 刊 とともに発 行 された【朝 日 新 聞 E duA 】の紙 面 で、第 8 回 手 帳 甲 子 園 「手 帳 活 用 部 門 」

で最 優 秀 賞 （全 国 第 1 位 ）を受 賞 した深 瀬 真 歩 さん（2 年 ）のインタビュー記 事 が掲 載 されまし

た。  

 

■〈スコラ〉効 果 測 定  

 NOLTY プラ ンナ ーズが 〈ス コラ〉を 活 用 し て いる 全 国 の 生 徒 に 実 施 した 効 果 測 定 （ 2020

年 9 月 に Web アンケートで実 施 ／95 ,935 名 が回 答 ）では、「手 帳 の使 い方 で参 考 になったも

のはありますか？（複 数 回 答 可 ）」と「手 帳 をいつ使 ってしますか？（複 数 回 答 可 ）」の質 問 項 目

について以 下 のようなデ ータが測 定 されました 。本 校 にお いては、 同 級 生 から手 帳 の 使 い 方 に

ついて学 ぶ割 合 が 全 国 平 均 より も高 い 数 値 が 継 続 している。しかし 今 年 度 は、 休 校 期 間 が 長

引 いたため、例 年 行 ってきた校 内 での活 用 事 例 紹 介 の機 会 （ TV 放 送 や掲 示 物 ）が不 足 した
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ため、例 年 より 数 値 が低 くなったと推 察 さ れる。 また、時 間 管 理 とともに、 自 分 が気 づいたこと や

アイデアをメモする割 合 が全 国 平 均 よりも高 い数 値 も継 続 している。  

 ジェネリックスキルの成 長 を測 る PROG- H（河 合 塾 ）の 2 年 生 の受 験 結 果 によると、「課 題

発 見 力 」の平 均 値 が 3.26 （全 国 平 均 2 .7 程 度 ）、「計 画 立 案 力 」の平 均 値 が 2 .98 （全 国 平

均 2 .6 程 度 ）という高 い数 値 で測 定 されました。スコラによる日 常 的 なトレーニングが、これらのコ

ンピテンシーの育 成 に貢 献 しているのではないかと推 測 しています。  

 

 

 

9.  評 価 と分 析  

A)  アンケートと分 析  

 ■生 徒 対 象 のアンケート  

２０２１年 ３月 、ＳＧＨ活 動 に関 するアンケートを全 校 対 象 に行 いました。今 までは紙 媒 体 であ

った ものを 端 末 のプラ ット フォー ムから 入 力 出 来 るよ うに 変 更 し ました 。 しか し 今 年 度 は 年 度 当

初 から在 宅 でスタートし、授 業 確 保 が最 優 先 であったため年 度 当 初 のアンケートを取 ることはで

きていません。今 年 度 、アンケートを取 るにあたり、以 下 のことが予 想 されました。  

 ①オンライン授 業 がメインとなり、ＳＧＨに関 する授 業 が主 要 教 科 に比 べて後 回 しにならざ  

るを得 なかったため、グローバル課 題 に関 する内 容 については、例 年 よりアンケート結 果    

は悪 くなる。  

 ②同 じアンケートをＧＣＩＳプログラムを行 った１年 生 と、ＳＧＨプログラムを行 った２，３年 生  

に実 施 した場 合 、１年 生 では学 習 の狙 いがＳＧＨのグローバル課 題 まで行 きついていな  

いため、２，３年 生 の方 が高 い。  

  ③過 去 ４年 間 と比 べるのは、今 年 は特 殊 すぎるため比 較 対 象 とならない。  

   ※過 去 ４年 間 の比 較 グラフは、昨 年 記 載 済 み  

 

まずは、教 育 がいかに生 徒 の意 識 を変 えるかが明 確 となったいくつかのグラフを提 示 します。  

以 下 に示 すものは、端 的 に上 記 ②の教 育 効 果 の重 要 性 示 したものと言 えます。  

  

〈53期生〉 2020年度
14.23％

（12.38％）
－ － － － 2020年度

11.24％
（8.06％）

－ － － －

〈52期生〉 2019年度
30.97％

（14.45％）
2020年度

26.76％
（15％）

－ － 2019年度
38.94％

（19.90％）
2020年度

11.26％
（8.17％）

－ －

〈51期生〉 2018年度
30.96％

（16.85％）
2019年度

34.85％
（15.35％）

2020年度
23.73％

（14.35％）
2018年度

40.84％
（22.30％）

2019年度
38.48％

（18.41％）
2020年度

11.69％
（9.38％）

1年次 2年次 3年次

同級生の手帳（全国平均）

「手帳の使い方で参考になったものはありますか？」（複数回答可） 「手帳をいつ使っていますか？」（複数回答可）

気づいたことやアイデアをメモする時（全国平均）

1年次 2年次 3年次
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問 １  ＳＧＨと同 等 の活 動 を今 後 も取 り組 みたい  高 １ (左 )→高 ２，３ (右 )  

 

問 ５  地 球 規 模 課 題 に興 味 を持 ち学 んでいる  高 １ (左 )→高 ２，３ (右 )  

 

 次 に 、 上 昇 が 微 少 の ものを 示 し ます 。 これら は、 潜 在 的 にグロ ーバ ルに 働 き たい とい う 気 持 ち

があることを示 しているものと思 われます。  

問 ２  将 来 、留 学 したい  高 １ (左 )→高 ２，３ (右 )  

  

問 ３  将 来 、海 外 で活 躍 する仕 事 につきた  高 １ (左 )→高 ２，３ (右 )  
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これは課 題 の残 る結 果 のグラフです。高 １で身 近 な問 題 （食 品 ロス）を探 究 のテーマにしたの

で、高 １で上 がっていると思 われたものですが、 上 級 生 の方 がやはり意 識 が高 い結 果 となったも

のです。ただ、高 １も今 年 の特 殊 性 から取 り組 んだ時 間 が少 なく、きちんとＧＣＩＳプログラムを行

なえば、変 化 がみられると期 待 されます。  

 

問 １１  身 の回 りで起 こる問 題 に積 極 的 に関 わる気 持 ち  高 １ (左 )→高 ２，３ (右 )  

  

 

B)  外 部 業 者 による資 質 の分 析  

 ■生 徒 対 象 の測 定  

中 間 評 価 の折 、アンケートでは 資 質 能 力 の向 上 測 定 は不 確 かであることの 指 摘 を 受 けてい

る。 意 識 の 調 査 は 可 能 であるが 、 資 質 能 力 の 向 上 をいかに測 定 す るかは課 題 であった。 一 昨

年 度 より、河 合 塾 の「学 び未 来 PASS」を利 用 して測 定 してきた。教 育 効 果 として大 変 に良 い結

果 （全 国 で３本 の指 に入 るコンピテンシー）をいただき、引 き続 き利 用 を考 えていたが、紙 ベース

でしか実 施 できなかった。オンライン授 業 下 でもオンラインで測 定 できる Ai  GROW に切 り替 えた。

これは前 年 度 より、先 駆 的 に取 り組 みを行 う GLP でも一 度 試 しており、SGH として流 れの良 い

取 り組 みとなった。  
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Ai  GROW の結 果 も、非 常 に良 いものとなりました。 本 校 は全 国 平 均 より１つの項 目 を除 いて

圧 倒 的 に上 であることが判 明 した。特 に全 国 平 均 を大 きく上 回 っているのが、・創 造 性  ・共 感 、

傾 聴 力  ・寛 容  ・地 球 市 民  ・組 織 へのコミットメント  などでした。  

逆 に、別 の測 定 値 から全 国 平 均 を 下 回 ったものは、・自 己 効 力  でした。このグラフではあま

りはっき りし ませんが、 全 国 との 差 が 少 なくな っ ています。 もと もとこの 項 目 は、 日 本 人 は 海 外 に

比 べて圧 倒 的 に 低 いものとして 話 題 になっていま すが、その日 本 の 中 でもさらに低 い ものとし て

示 さ れた とこ にな りまし た。 高 い 理 想 を 掲 げ 、 地 球 規 模 課 題 に 挑 戦 する こ とによる 無 力 感 は 以

前 も指 摘 さ れてきましたが、これから展 開 していくＧＣＩＳのビジョンとして「私 が世 界 を変 えていく  

The  wo r l d  i s  ou r s  t o  change 」を掲 げている。ＳＧＨ後 の今 後 の課 題 の一 つが見 えたと言 えま

す。  
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 参 考 までに、昨 年 まで行 っていた PROG-H の結 果 を載 せます。  

 ■教 員 対 象 の測 定  

 本 年 度 は 企 画 して いた が、 緊 急 対 応 の 連 続 の 中 、 その 時 間 をと るこ とが できなか った 。 今 後

は利 用 していきたい。  

 

C)  英 検 受 験 者 数 と合 格 者 数 の分 析  

 SGH になった当 初 、スーパーグローバルハイスクール指 定 校 を対 象 とした特 別 価 格 で英 検 が

受 けられて、英 検 の受 験 率 がまず大 幅 に上 昇 しました。その後 、その割 引 はなくなったものの上

げ止 まりとなりました。準 １級 は非 常 に高 いレベルという印 象 でしたが、 SGH 後 は敷 居 が下 がりま

した。次 の表 は、２０１４年 の SGH に採 択 される前 、２０１５年 の SGH アソシエイトの時 、２０１６年

から SGH となった５年 間 の推 移 です。  

 本 校 は特 別 な 英 語 教 育 を 行 っているわけではありません。英 検 合 格 を売 りにした私 立 では あ

りませんが 、 意 識 の 向 上 の 反 映 と とらえています。 本 年 の 受 験 者 数 減 少 は、 英 検 の 受 検 機 会

の減 少 がそのまま反 映 されていて、合 格 者 数 は高 い数 値 を出 しています。  

 

 

 

D)  教 員 の意 識 の変 革 と教 育 力 向 上 の分 析  

  教 員 はなかなかメタ認 知 をすることが難 しいため、代 ゼミによる授 業 評 価 アンケートを毎 年 行

ってきています。こちらは今 回 、非 常 に高 い値 を示 しています。  

英検の受験者数（合格者数）の推移

SGHA SGH 1年目 SGH 2年目 SGH 3年目 SGH 4年目 SGH 5年目

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

準１級 67 (6) 127 (13) 204 (23) 272 (32) 258 (25) 251 (15) 106 (32)

１級 1 (0) 6 (1) 18(4) 16 (1) 15 (0) 3 (1) 7 (3)
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折 れ線 黒 が総 合 評 価 、灰 色 が学 習 効 果 です 。共 に３年 間 上 がらせることができました。七 つ

の全 項 目 で大 幅 に上 昇 しております。左 側 の縦 軸 がポイントを表 しておりますが、この評 価 では、

75 以 上 、茶 色 の線 以 上 が目 標 となっておりますので、遥 かに高 い評 価 をしてくれていることにな

ります。※７５が目 標 点 として与 えられています。  

また、下 側 の棒 グラフは、その目 標 である 75 ポイントに達 成 している授 業 が学 校 でどれくらい

の割 合 を占 めているかを表 しています。棒 グラフの目 盛 りは右 の縦 軸 です 。  

学 校 全 体 としては、総 合 評 価 （白 い柱 ）はほぼ 100％、学 習 効 果 を上 げている授 業 （黒 い柱 ）

も 95％に達 しています。代 ゼミの分 析 者 からは、「すでに 80 ポイントを超 えている学 校 が、さらに

４ポイント上 乗 せしたのは極 めてまれなことです」と驚 きを伝 えてくれました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 記 のグラフは、学 校 課 題 別  四 分 位 図 というものです。  

円 筒 が、生 徒 の人 数 の 50 パーセントの塊 を表 しています。円 筒 の中 の黒 い太 線 が中 央 値

です 。 影 がつ いて いますが 、 こ れは 、 一 昨 年 の １２月 の 値 です 。 全 項 目 で大 き く上 昇 して こ と が

わかります。高 いものは、表 から飛 び出 しています。 前 回 より上 昇 することを目 標 としたものです。
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グラフからは 特 に、先 生 方 の熱 意 ・意 欲 を強 く感 じてくれていることがみられます。  

ガイダンスの上 昇 も目 立 ちます。 ガイダンスとは「授 業 の目 標 や勉 強 のやり方 について、先 生

は説 明 をしてくれる」であり、この上 昇 から、先 生 方 がきめ細 かに取 り組 んでくれていることがわか

ります。これが授 業 参 加 や授 業 理 解 の上 昇 に結 び付 いていると考 えています。  

また 、 分 析 では、 休 校 期 間 の 学 習 、 すなわち 本 校 に おいては オンラ イン 学 習 ですが 、こ れに

ついて も肯 定 的 に 評 価 さ れてい ます。 この オン ライ ン 学 習 が 成 功 し たこ と も 今 回 の 上 昇 に 結 び

付 いていると、分 析 には書 かれていました。  

また、生 徒 の授 業 参 加 の項 目 は、一 般 的 にはなかなか上 がらないものだそうです。しかし、本

校 では大 き く上 昇 してお ります 。 これは 、先 生 方 が「 アクティブ ・ラーニングを 中 心 にすえた 授 業

を展 開 していることが推 察 される」と分 析 されていました。これらは、SGH で始 めた「言 語 技 術 」の

授 業 が 教 員 間 に 一 般 化 し、 対 話 による授 業 、 一 方 通 行 ではない 授 業 、いわゆる 本 当 のアク テ

ィブ・ラーニングを教 員 が目 指 したことによると分 析 しています。  

 

E)  保 護 者 アンケートより分 析  

 

２０１８年度の保護者アンケート回収率 は６３９件で６１％、２０１９年は９４

４件で９１％、本年度は７９５件で７１％でしたが、この減少はオンラインによっ

て様々な連絡やアンケートが頻繁になったため、保護者に煩雑感を与えたこともあ

ると分析しています。  

上記の保護者のアンケートのうち、「ＳＧＨの取組みを評価する」は、よくあ

てはまる、あてはまるが、一昨年度９３ ％、昨年度は９２％、本年度は９５％と 、

ほぼ上げ止まりの中アップして高い評価を得ています。  

 

F)  運 営 指 導 委 員 会  

 

◼  第 一 回 運 営 指 導 委 員 会  

日 時 ：2020 年 11 月 21 日  

参 加 者 ：村 上  清  岩 手 大 学 学 長 特 別 補 佐 ／遠 藤 誠 治  成 蹊 大 学 法 学 部 教 授  

小 林  亮  玉 川 大 学 教 育 学 部 教 授  

      狩 野 、中 川 、塩 田 、久 保 、谷 、佐 々木 、江 添 、井 上  （記 録 ：今 野 ）  
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久 保 : SG H 最 終 年 度 、ユネスコスクールへと 考 えて、今 年 はかなり「探 究 」を意 識 した。根 幹 とし

ては、やはり SD G s をメインにしていきたいと 思 っている。方 向 として合 っているか。  

 

村 上 :ユ ネスコスクールに向 かうのは、今 後 の方 向 性 から考 えると 必 要 条 件 だろう。基 本 的 には、

技 術 のところから、コンテンツをどうするか、に入 ってきている。コンテンツと いっても、高 校 生 のレベル

だと、国 際 社 会 で 使 える技 術 を身 に着 けること が大 事 だろう。コンテンツはあとから深 めるでもいいだ

ろう。そうはいっても、生 徒 にと ってみれば、コンテンツありきで 、これが 必 要 だと ならないと いけないの

でそこはジレンマの部 分 。コンテンツを作 りこむことも大 事 だし、地 球 規 模 課 題 や国 連 の問 題 と いっ

た課 題 はとりあがられるだろう。SDG s は個 人 の問 題 でもあり、地 球 の問 題 で もあり、地 域 の問 題 で

もあると、様 々な側 面 で 把 握 し、理 解 し、それを多 角 的 に展 開 で きる力 が大 事 だろうと 思 う。創 価 高

校 の場 合 は、世 界 視 野 で 考 えることと 、創 立 者 の基 本 的 な思 想 である「人 を思 いやる」ことがあるの

で、そこを両 輪 で 推 し進 めていくことが大 事 なのではないか。 UNESCO の感 覚 としてもそういったと

ころはあるのではないか。  

 

小 林 ：まず、すばらしい中 間 報 告 会 に招 待 いただき感 謝 している。 SG H の教 育 実 践 成 果 を聞 い

て、お世 辞 で はなく、ユネスコスクールとして必 要 な要 素 、教 育 内 容 は満 たしていると 確 信 した。 あと

は、それをどう見 せていくか。つまり、ユネスコは国 連 の専 門 機 関 なので 、国 連 と 同 じ 志 をもっている。

ユ ネスコスクールで は、特 に、 SDG s を最 前 面 に 打 ち出 している。模 擬 国 連 も、ユ ネスコス クール の

活 動 の一 環 として実 践 すべきと 思 う。特 に世 界 平 和 のための人 材 育 成 も、ユネスコスクールの目 的

そのものである。内 容 的 にはすばらしい。 UNESCO から見 れば、こういう学 校 こそ早 くユネスコスクー

ルになってほしいと 思 うだろう 。そうい ったと ころは 、強 調 して いかれ ると いいので は。 特 に グロー バ ル

シティズンシップエ デュケーションについて、貴 校 は非 常 に先 進 的 な取 り組 みをしている。貴 校 は、ビ

ジョン、 ノウハウ、 見 通 しを 持 ってい る。ユ ネ スコ ス クールの 枠 組 みに うまく 落 と し込 んで い けれ ば、 ユ

ネスコスクールに入 っていけるだろうし、 SG H としてのこれまで の活 動 と うまくシナジー効 果 が生 まれ

るのではないかと 非 常 に期 待 している。  

 

遠 藤 ： 大 変 興 味 深 く、 発 表 を 聞 いていた。これまで 積 み重 ねてきたこ と が蓄 積 されていること がよ

くわかった。 いずれのプ ログラ ムも、 生 徒 が 受 け身 で はなく、生 徒 自 身 が 自 分 たちで 関 わ ると いう 姿

勢 をどん どん身 に 着 けてきてい ると 感 じた。 一 般 的 には、日 本 の 若 者 は有 力 感 がないこと が大 き な

問 題 。能 力 は持 っているが、自 分 が何 かをなす、社 会 に関 わる、変 えること ができる有 力 な主 体 だと

いう感 覚 がかけていることが大 きな問 題 。このプログラムの中 で 関 わってきた生 徒 たちは、「自 分 は有

力 な主 体 で ある」と いう感 覚 をもって、大 学 生 活 に入 っていくので はないかと 思 った。その後 の社 会

生 活 で も、「 自 分 が 社 会 を 主 体 的 に構 成 す る 主 体 で ある 」と 受 け止 め行 動 で き る 基 盤 づくりをさ れ

たので はないかと 思 う。グローバルで なくても、 教 育 においてそれは 大 事 。そこに言 語 能 力 と 対 人 ス

キルがあわさることで 、良 い結 果 が 出 てくるのではないかと 思 う。なかなか大 変 だと 思 うが、理 想 的 に

は、卒 業 生 がどうしているのか、フォローアップで きると 、創 価 高 校 の教 育 のユニークさを打 ち出 すデ

ータにもなり、宣 伝 にもなるのでは。  

 

石 野 ：現 在 、 SGH のレガシーとして、探 究 科 を 昨 年 度 から教 科 として立 ち上 げた。村 上 先 生 に

もアドバイスいただきながら、コロナ禍 のハンデはあったが始 めた。 Q FT を使 い、問 いを立 てながら探

究 を進 めている。今 後 は、フードロスの問 題 を取 り上 げ、足 元 からすぐで きるアクションプランを作 るこ

とにしている。ゲストも来 てもらって講 評 をいただく 予 定 。来 年 度 2 年 生 では、行 政 、国 際 機 関 、ビ
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ジネス、大 学 から、興 味 のある分 野 を選 ばせて 4 人 一 組 で 探 究 活 動 を 1 年 間 行 う。身 の回 りのこと

から、地 域 、世 界 にすこしずつ視 野 を広 げていくイメージ。これまで の G CP の反 省 点 は、急 に 3 年

生 で 遠 い話 をしていたので、わたくしごとにするのがすごく難 しかった。 GL P でも核 廃 絶 問 題 を学 ぶ

ことで、「気 づいても何 もで きない」と いう無 力 感 に気 づいてしまいあきらめてしまうこと が多 かった。最

終 的 には、「世 の中 を変 える」という誓 いをたてると ころまでを、高 校 3 年 までにもってもらって、実 際

に世 界 を変 える力 を大 学 で つけていってもらうこと をゴールと 考 えている。  

 

村 上 ：先 生 たちも一 緒 になってやっていて、生 徒 もその中 にいるというのは非 常 に重 要 。  

 

小 林 ：ユ ネス コス クー ルの観 点 か ら見 て も、今 の 話 は重 要 なポイ ントになる 。ユ ネスコで 現 在 進 め

ている 教 育 プ ログ ラム のひと つは 、 生 涯 学 習 の 定 着 化 。 教 え る 先 生 か ら 学 べ る 先 生 への 転 換 。 生

徒 からどれだけ学 べ るか、地 域 から学 べる教 員 で あるかが非 常 に重 要 。  

 

石 野 ： 探 究 の授 業 には、 担 任 も 入 ってい る。 教 員 は問 うこと から一 番 遠 い 職 業 。 問 うこと は恥 ず

かしいと 考 えるところを打 ち破 るのが一 番 大 きなと ころかもしれない。私 自 身 、問 うことに向 き合 って、

と もに勉 強 している。核 についての科 学 的 知 識 は、生 徒 に教 えてもらった。そういったこと が生 徒 間 、

教 員 間 でできるようなきっかけに探 究 がなればと 思 う。  

 

村 上 ：その経 験 は、生 徒 を一 個 の人 格 と して認 めている証 。人 権 と いう感 覚 から考 えても、生 徒

を一 人 の人 間 として認 め、そこから学 ぶと いうこと は、 生 徒 にとって大 きなインパクトがある。  

 

小 林 ：探 究 活 動 の発 表 で 強 く感 じたのは、解 のない問 題 にたいしてどう関 わるか。まさにグローバ

ル 課 題 に 取 り 組 むこと は 、 どれ も 解 はない 。そう い う 問 題 に 対 しては 、 教 員 も 生 徒 も 一 緒 の 探 究 者

である。「一 緒 に探 究 しよう」と いう「共 修 」がユ ネスコスクールの学 びのあり方 として推 奨 されている。

それをすで に 実 践 して いる なら 、そこを 確 信 して 深 め ていってほし い。 貴 校 は、 平 和 学 習 を 伝 統 的

に進 めて きている。 国 連 の 理 念 で もあり、ユ ネス コ の理 念 で もある。 今 、ユ ネス コ スクー ルに求 めら れ

るも う 一 つ の 資 質 と し て 、 平 和 概 念 を どれ だ け 深 く、 多 角 的 にと ら えら れ るか 。 日 本 は 幸 いにして 、

75 年 間 戦 火 はないが、貧 困 、虐 待 など「平 和 な社 会 」とはいえない現 状 がある。平 和 をどうとらえる

か、多 角 的 に と らえられるような課 題 の 出 し方 が 重 要 だろう。平 和 概 念 の深 化 、多 角 化 に、ぜひ 先

導 的 な役 割 を果 たしていただきたい。  

 

久 保 ：平 和 について、高 校 として多 角 性 をもっていくにはどのようにしたらよいか。  

 

遠 藤 ：平 和 と いうと 、日 本 の場 合 、核 兵 器 の問 題 とか、遠 いところにある貧 困 問 題 のようになって

しまう。自 分 がかかわる問 題 と しての「平 和 」を感 じられにく い仕 組 みに世 の中 がなっている。日 本 は

一 見 平 和 だが、こんなに格 差 があって平 和 なのだろうか。 O ECD 諸 国 の中 で も、不 平 等 の率 が 高

い国 になっている。上 の世 代 の人 々が思 ってきた「日 本 が平 等 で 環 境 先 進 国 である」という認 識 と 、

今 のデータはずれている。そういった認 識 のずれと 、平 和 を遠 くに感 じてしまうこと をどう教 えるかは大

きな課 題 。その中 で 、私 自 身 は、 SDG s が 17 にも分 かれてどっさりあるので、いっぺんにやるのは大

変 だと 思 う。基 本 は、温 暖 化 を中 心 にすえていくと、自 身 が環 境 破 壊 者 になっていて、温 暖 化 に貢

献 していること が必 ずあ る。自 身 が主 体 的 に関 わることで 変 えられるとともに、自 分 が壊 している側 で

もあること にまずは 気 づくこと 。ここにはタ フさが 必 要 。「こ れをしちゃい けない 」ばかりにな ると 、なん と



 

- 129 - 

 

なくい やだな 、 考 え たく ないと ってしま う。そ うで は なく、 よく も 悪 く も、 何 か す れば 世 界 は 変 わ る 主 体

者 で あると いう自 覚 を持 ってもらうこと が大 事 。そのためには、遠 い問 題 から自 分 へ近 づけること もな

るだろうし、身 近 な問 題 を徹 底 的 に掘 り下 げればグローバルな課 題 につながるというやり方 もある。ど

ちらのアプローチもあるだろう。「世 の中 ここがおかしいよね」と 思 うこ と にはたらきかけ、やりながら学 ぶ

というふうにハードルを下 げることが大 事 。動 きな がら考 えるんだ、正 解 がないんだ、全 員 が考 えなが

らやらないと い けないんだ、と いう 認 識 に変 え られ たら いいと 思 う。わずかな 知 識 で も、主 体 的 にや り

たいという気 持 ちがあれば、やりながら学 べると いうやり方 がとてもいいのではないかと 思 う。  

 

小 林 ：身 近 な問 題 と グローバルの問 題 のつながりについて共 感 。ユネスコスクールで も重 視 されて

いる。O ECD でも社 会 情 動 的 コンピテンシーを重 視 している。その中 で 特 に、国 際 会 議 でも取 り上

げられている考 え方 が 2 つあり、一 つはソリダリティ、二 つ目 はレジリエンス。この 2 つは、ユネスコスク

ールで 育 成 されるべき生 徒 の重 要 な人 間 力 だろ う。自 分 と 全 く違 う民 族 、宗 教 、人 種 の人 たちと の

共 感 力 や、世 界 中 が 連 帯 していかないと 解 決 していけない課 題 があると いう視 点 、自 分 と 世 界 のつ

ながりを発 見 していく視 点 がユネスコスクールとしても大 事 になるだろうと 思 う。文 科 省 が ESD の推

進 拠 点 と 定 義 しているので 、地 域 連 携 や環 境 問 題 に力 を入 れている学 校 が多 い一 方 、国 際 連 携

の取 り組 みが弱 い。文 科 省 で も、そういったことを積 極 的 にやる学 校 に 入 ってほしいと いう話 題 があ

る。貴 校 で はそういった交 流 の 事 例 がすで にある ので 、国 際 交 流 の 活 動 をぜひやっていってほしい。

ユネスコスクールには海 外 とのネットワークがある。特 に歴 史 的 なトラウマを抱 えている隣 国 と の対 話 、

相 互 理 解 を進 める取 り組 みをやってほしい。韓 国 、中 国 、北 朝 鮮 にもユネスコスクールがある。日 本

のどのユ ネスコスクールも交 流 していない。中 長 期 的 な視 点 で 、ぜひ貴 校 が先 導 的 役 割 をしてほし

い。  

 

久 保 ：発 表 形 態 について。今 年 で SG H は終 わる。ユネスコスクールとして、年 1 回 発 表 会 をやり

たいと 考 えているが、その方 向 性 は正 しいか。  

 

小 林 ：ぜひ発 表 をしていただきたい。そこで 大 事 なのはテーマ性 。平 和 学 習 やグローバル学 習 な

ど大 きなテーマのもと に、毎 年 何 回 かやってみては。異 学 校 と 共 同 の 発 表 会 や、交 流 をいれなが ら

やってみてはどうだろうか。  

 

村 上 ：せっかく今 、創 価 高 校 が SGH で 作 ってきたフレームワーク、核 となるものがある。ユネスコス

クールと しての条 件 は十 分 すぎるほどそろってい ると の話 なので 、それをうまく使 うこと が大 事 。もうち

ょっと 枠 を取 り払 って、一 つのフレームワークとして、場 を提 供 するリード校 として、発 表 を重 ねていく

と いう形 が作 っていけば良 いの で は。それが高 校 のネットワークを作 り、国 をまたいで 高 校 生 同 士 が

入 っていろんな話 し合 いをすれば、大 きなムーブメントになるのでは。  

 

塩 田 ： 漠 然 と したイメージが、かなり焦 点 を結 んで きたと 感 じる。何 かしら発 信 、発 表 していきたい

という気 持 ちはあったが、どうしたらいいかと 思 っていた。いろんな階 層 で、すで に国 内 外 の学 校 とは

つながっている。 中 国 語 の授 業 で は、 武 漢 大 学 と つながっている。 沖 縄 、 広 島 の 高 校 と もつなが っ

ている。それらをうまくコーディネートできればすごくいいものになると 感 じた。  

 

遠 藤 ： サステナブルにするためには、 現 場 で やっ ている先 生 方 に 無 理 がたまりすぎないようにと い

う視 点 も大 事 では。確 かに上 に立 たれる先 生 方 が、現 場 の先 生 方 をエンカレッジすること だと 思 うが、
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教 科 を 教 えな がら +αで やること が 多 くな ると 思 う 。それを 「いい ね、 頑 張 り なさい」 だけで や るのは か

わいそうだと 思 う。 経 営 資 源 の 投 入 の 観 点 で 考 えると 、その 辺 も 工 夫 して、 持 続 性 が 達 成 され る と

いいなと 思 う。  

 

中 川 ：特 別 なプログラムではなく、日 常 性 をもたせるところが大 事 だろうと 思 う。  

 

小 林 ：ユネスコスクールで は、価 値 教 育 、変 容 的 教 育 と いって、世 界 の不 正 常 な現 状 をより正 常

な状 態 にもっていくためのプロジェクトを様 々展 開 している。これらの多 くは、創 価 高 校 、あるいは 創

価 学 会 の理 念 と 共 有 されるものが多 いと 感 じた。一 つは「文 化 の和 解 」と いうプロジェクトでは、過 去

の戦 争 、奴 隷 と いった歴 史 の軋 轢 をいかに乗 り越 えるかという教 育 活 動 を行 っている。特 に中 央 ア

ジアで 精 力 的 に行 われている。もう一 つは「宗 教 間 理 解 教 育 」。宗 教 間 対 立 が平 和 をみだすこと に

つながっていること がある。貴 校 は仏 法 の精 神 を 根 幹 にされている。 創 価 大 学 には、インドネシアや

マレーシアなどイスラム圏 の学 生 もいる。学 生 の間 で 、イスラム教 と 仏 法 と の宗 教 間 対 話 が行 われて

いて、良 い成 果 を出 していると 聞 いた。。ユ ニークな取 り組 みとして、成 果 が見 込 めるのではないか。  

 

中 川 ： SG H になって大 きな変 化 を感 じるのは、まず久 保 副 校 長 が英 語 の勉 強 をずっとしているこ

と。毎 朝 英 語 のリスニングをしていて、最 近 は、外 国 人 講 師 との教 員 面 談 も一 人 でやっている。  

 

小 林 ：海 外 との交 流 を始 めると 、生 徒 の「知 りたい」「友 達 になりたい」と いう内 発 的 動 機 づけにな

り、英 語 学 習 への 意 欲 があがる。そういう意 味 で 、ユ ネスコスクールの国 際 連 携 を積 極 的 に使 うと 、

そういった副 次 効 果 が生 まれる。  

 

 

◼  第 二 回 運 営 指 導 委 員 会  

日 時 ：2021 年 2 月 20 日  

参 加 者 ：村 上  清  岩 手 大 学 学 長 特 別 補 佐 ／遠 藤 誠 治  成 蹊 大 学 法 学 部 教 授  

    佐 藤  悟  元 ブラジル大 使 ／飯 田  順 三  創 価 大 学 法 学 部 教 授  

    鈴 木  将 史  創 価 大 学 教 育 学 部 教 授  

      狩 野 、中 川 、塩 田 、久 保 、谷 、佐 々木 、 石 野 、永 嶋 、江 添 、井 上  （記 録 ：今 野 ）  

 

久 保 ： 運 営 指 導 委 員 会 のたび に貴 重 な ご 意 見 をいただきなが ら、 毎 年 少 しずつ 進 化 してきた 。

今 年 はＳＧＨ最 終 年 度 として「G CIS への移 行 」を主 眼 としやってきた。SGH は終 わるが、G CI S に

引 き継 がれて続 いてい く。特 に来 年 度 2 年 生 の取 り組 みは未 知 数 なので、やり方 をご教 示 いただ

ければありがたい。  

 

村 上 ： GCI S はあくまでも、文 科 省 の総 合 的 な探 究 をやるためなのか？  

 

石 野 ：きっかけはそう。だが、文 科 省 が求 めている以 上 のこと をやろうと いろいろなこと を巻 き込 もう

している。  

 

村 上 ：文 科 省 からの補 助 はない？  
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狩 野 ：法 人 全 体 で バックアップしていきたい。主 にお金 がかかっていたのは F W だった。文 科 省 か

らの補 助 はないが、法 人 で 肩 代 わりし、自 由 に使 える環 境 を用 意 している。  

 

久 保 ： F W をどう続 けるかが浮 いている状 況 。観 光 ではなく、探 究 としての深 みを持 たせるには事

前 準 備 の時 間 が必 要 で ある。時 間 の確 保 と、どこが請 け負 うかを今 後 考 えていかないといけない。  

 

塩 田 ：これまではあまり連 続 性 のない学 びの FW だったが、代 表 選 手 型 ではなく、全 員 でやる形

になってきている。G L P でやったことをもとにしながら、全 員 で 総 合 的 な探 究 の時 間 に落 とし込 む。  

 

村 上 ：今 おっしゃっているような、探 究 型 で 代 表 選 手 型 ではない形 も大 事 だと 思 う。 SDG s をやっ

て い る 都 市 は 内 閣 府 認 定 の も の で 多 く あ る 。 そ の 具 体 的 取 り 組 み の な か で 、 学 ん で い る 内 容 と

SDG s を勧 めている地 域 と 連 携 していくのはありかもしれない。  

 

石 野 ： 1 年 生 は基 礎 的 なものをやる。 2 年 生 では総 合 クラス対 象 に、 4 つのコースから 1 つ選 び、

アクションプランを提 案 する。これを水 曜 5 限 目 に実 施 予 定 。必 要 あれば、 6 限 目 の L H R も活 用

したいと 思 っている。  

 

飯 田 ：文 科 省 から提 示 されている新 しい学 びの形 は、大 学 生 ですらこれを達 成 するのは 厳 しいも

のをやらせようと していると 感 じる。文 科 省 と しては、大 学 のボトムアップをこの先 に想 定 していて、そ

の前 に高 校 のボトムアップが真 意 なのだろう。 SG H よりも念 入 りに組 み立 てていく必 要 があると 感 じ

る。ま ず 問 いをた てさせ ること が 難 しい 。今 日 発 表 の あった 食 品 ロス も、 小 平 市 コミュ ニテ ィス クー ル

の発 表 もすばらしかったが、そもそもそのテーマに到 ったプロセスは？  

 

石 野 ：食 品 ロスについては、テーマそのものは教 員 で 設 定 した。その中 から 4 つの分 野 も教 員 で

決 めた。その 4 つについて、クラスでジグソー法 をつかって学 び、そこからさら に興 味 あるものを選 ん

でもらった。グループに別 れた後 に課 題 を見 つけ、問 いを立 てた。  

 

飯 田 ：その大 元 のテーマを探 させると いう手 法 はどうなのか？  

 

石 野 ： 3 年 のファイナルプロジェクトはその形 に近 い。今 回 の 1 年 次 は、まず探 究 学 習 の形 を練

習 し、学 ぶことが目 標 だった。 3 年 次 には自 ら地 球 規 模 課 題 からテーマを見 つけ、ここに深 めてもら

う予 定 。そこまで に問 いの立 て方 のトレーニングを行 うために、身 近 な食 品 ロス 問 題 で 掘 り下 げる練

習 をした。今 日 の発 表 には野 球 部 の生 徒 もいた 。発 表 の 場 に自 分 の 意 見 を 出 し、最 終 的 に代 表

になったのは大 きな 刺 激 になったのではないか。今 日 の発 表 で 、国 内 でトップの人 に意 見 をもらう経

験 は大 きなこと。野 球 部 の生 徒 が発 表 していることも周 囲 にとって大 きなインパクトになったので はな

いかと思 う。  

 

遠 藤 ：全 体 として、よくやってこられた。この先 のことを考 えている中 であえていうならば、自 分 自 身

の子 供 のころを振 り返 ると、よく遊 んだなと 思 う。遊 びと いうのはただ楽 しいということではなく、無 駄 と

思 えることに興 味 をもって取 り組 むことで、たくさんの種 やこやしが育 っていくものだと 思 う。そういう要

素 を先 生 方 が見 つけていくこと を考 えていけるといいのではないかと 思 った。もう一 つは、グローバル

と ローカルをもう分 けないほうがいい。ローカルな問 題 をつきつめればグローバルな問 題 につきあた る
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こと に気 づければ 良 いので はないかと 思 う。自 分 の人 生 の 中 の 楽 しいこ と や、一 生 懸 命 取 り 組 んで

いることとグローバルな問 題 とのかかわりを掘 り下 げてみては。  

 

久 保 ：私 学 なので 入 試 に 勝 たないと いけない。 探 究 もやらないと いけない 。高 校 生 に要 求 されて

いる要 素 が多 いと 感 じる。英 語 も数 学 も、どれも で きないと いけないうえに探 究 が加 わる。中 高 一 貫

の良 さを生 かして、中 学 校 にいろんなものを落 としていきたいと 考 えている。  

 

永 嶋 ： 言 語 技 術 で はコミュ ニケーシ ョン 能 力 を中 心 にすえながら、 試 行 錯 誤 で やってきた。 探 究

に向 かっていくにあたって、石 野 も言 っていたが、分 析 や思 考 の部 分 が重 要 に なってくる。この 5 年

間 高 校 でやってきたのは、ある意 味 小 学 生 でもで きる基 礎 的 な部 分 だった。それすらもやってこなか

ったので 、高 校 生 でやった価 値 はあった。ここからは小 中 高 で 連 携 を取 りながら、小 中 で 基 礎 をやり、

高 校 では基 礎 を生 かした内 容 を勧 めていければと考 えている。  

 

石 野 ：小 平 市 のほうのテーマ設 定 は、火 曜 日 ５，６限 の時 間 をつかって、学 校 設 定 科 目 GL P の

生 徒 で 先 行 実 施 した。小 平 市 が用 意 している出 前 講 座 のサービス「デリバリーこだいら」を活 用 した。

設 定 されているテーマの中 で、コミュニティスクールを選 んだのは生 徒 自 身 。  

 

飯 田 ：生 徒 がやりたいという問 題 意 識 をもったのが素 晴 らしい。大 事 なのは何 に興 味 があるのか、

興 味 の芽 を 見 つけてあげること 。教 員 の声 かけや 技 法 が大 事 。 身 近 なものにリンクさせれば勝 手 に

動 き出 す。 最 初 に気 づかせるのは、大 学 教 員 と しても難 しい。大 学 の授 業 で も、「なぜ」を繰 り返 す

と自 覚 が生 まれる。その問 いかけのやりとりが一 番 時 間 かかるが、今 年 は ZOOM だから一 対 一 のや

りとりで 深 堀 りがで きた。最 初 の深 堀 がとても大 事 。  

 

塩 田 ：市 民 講 座 はどこの自 治 体 ももっている。が、稼 働 率 は低 い。これをうまくつかえばウィンウィ

ンな関 係 にな る。市 としては講 座 の 稼 働 率 があがって実 績 としてアピールになるし、学 校 も学 びが深

まる。なんとか引 きずりこむ方 法 を考 えないといけない。  

 

石 野 ：今 回 は教 育 長 まで 来 ていただいて、生 徒 が作 成 した 3 本 の動 画 に対 して、長 文 のフィー

ドバックをいただいた。生 徒 はとても感 動 していた。  

 

村 上 ：行 政 と しては、生 徒 の側 から 来 てくれ るの はと ても大 事 。行 政 マ ンにと っての教 育 にもな る。

もっと やら れた らいい 。 遠 藤 先 生 の 遊 びの 話 は 大 事 。 興 味 が あれ ばやる 。 最 初 の 興 味 の 持 たせ 方

が大 事 だ ろうと 思 う。 全 員 が 全 員 で はないだろうが、しっかりと 探 究 した いものを出 させると い うこと を

やれると 良 い。  

 

遠 藤 ： 自 身 の ゼミの 経 験 で お 話 しす ると 、 国 際 政 治 を 教 えて いる が、 学 生 には 「テーマは 何 で も

いい、興 味 のあるものをやりなさい」と 伝 えている。本 気 で 1 つの論 文 を 3 か月 くらいかけて読 ませ、

「自 分 が知 りたいことはなんで すか」を問 いかけることに時 間 をかけるようにしている。「なぜそれが知 り

たいか」を聞 きながら、「その 問 い 方 だと こういう 問 題 は見 えないよ ね」と 、本 当 に 知 りたいこと は何 な

のかをこねくり回 すように問 う。自 身 のゼミでも、自 分 が知 らないけど知 りたいことをたくさん問 いと して

投 げた。その中 から 受 け 止 め 手 の学 生 が「それ は自 分 にと っても面 白 い」と 思 えるものを 見 つけ てく

れるので はないかと 思 う。そのためには少 し先 生 方 が余 裕 をもって、自 身 の趣 味 の 世 界 から面 白 い
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と 思 う ものを ためて おく 姿 勢 が あると 、 生 徒 が「 こ れ 面 白 そう 」と 思 うもの を 持 って きたと きに 、 自 身 の

関 心 の中 から新 しい問 いをかぶせられるのでは。  

 

飯 田 ： 大 学 の 教 員 と 高 校 の 教 員 と の 環 境 の 違 いが大 き い。 高 校 教 員 は、 教 科 を教 えて 入 試 を

クリアさせなければいけないと いう問 題 を抱 えている中 で 、余 裕 が生 まれるのか。そこが求 められてい

るのは間 違 い ないが、 「そんな簡 単 なと こ ろまで 」 と いうと ころまで 降 りて 行 っ て落 と して いく、 時 間 的

余 裕 がどこまで 作 れるか。  

 

村 上 ： 創 立 者 のご 指 導 に「 自 分 がし びれ ていな いと 相 手 をしび れさせ られ ない」と あ るが、そ れを

自 分 が 実 践 しないと いけない。 どうしびれているか には様 々な形 があるだろう。 言 語 技 術 を、 先 生 た

ちが知 ってい ること はと ても 大 事 。 興 味 の 部 分 、 遊 びの 部 分 は 、 先 生 方 そ れ ぞれ の 興 味 があ るこ と

なら何 で もいい。 生 徒 たちの 触 れてい るコ ンテン ツに触 れる 余 裕 をもたせ ること が大 事 。まず自 分 が

調 べ 、傾 倒 する 、しび れる 部 分 は 大 事 だ ろうと 思 う。それに ど う生 徒 たちをし びれさ せるかが 大 事 な

部 分 。余 裕 がないのはよくわかる。どの高 校 の先 生 方 も余 裕 がない。そのゆと りをどうつくるかは、私

立 の 学 園 だか らこそで き ること が たくさ んあ るので は。 校 長 、 学 園 長 がゆと りを もた せる 体 制 づ くり が

大 事 なのでは。  

 

飯 田 ：評 価 はと ても大 事 。大 学 だと レポートを書 いてもらうか、パフォーマン ス評 価 で 事 前 提 示 さ

れたルーブリックに基 づき評 価 する。評 価 方 法 はやる気 のきっかけにもなる。どう評 価 されているかわ

からないのは生 徒 にと って不 信 感 を生 み出 す一 つの原 因 と なる。ルーブリックを出 すこと はどの大 学

で も通 例 と なった。高 校 で も、評 価 方 法 を事 前 に提 示 す ること が大 事 で はないか。評 価 のあり 方 は、

文 字 情 報 で 出 させること と 、それが苦 手 な子 がい る場 合 もあるので 、パフォーマンスで やらせること と 、

両 方 大 事 。  

 

佐 々木 ： 今 年 から、絶 対 評 価 に変 わって、 事 前 に評 価 内 容 を 提 示 す るようになった。どこまで や

ればどんな評 価 になるのか、生 徒 自 身 がわかるようになった。生 徒 と してもがんばりやすくなったと 感

じる。 生 徒 からの 授 業 評 価 で も 「ガイダ ン ス」の 項 目 がよ くなっ た。この 項 目 は 上 がり にくいと 言 わ れ

ていた。これは評 価 項 目 の事 前 提 示 が影 響 していると 考 えられる。  

 

佐 々木 ：学 習 理 解 の程 度 を、生 徒 は 10 段 階 やテストの点 数 でしかはかれなかった。毎 回 の授

業 で 何 がで きるようになってほしいかを示 すことがガイダンスの重 要 性 。その点 がこの 1 年 間 で 進 歩

したのではないか。  

 

鈴 木 ：今 日 の発 表 を聞 いて感 動 した。教 え込 まれる学 びから自 ら探 究 する学 びへと いう姿 が、形

になっている。いろんな面 で、高 校 の SG H の活 動 が大 学 につながっていることがわかった。創 価 大

学 でも 2021 年 度 51 期 が入 学 する。 SDG s を柱 に様 々な活 動 をやってきた。創 価 高 校 の活 動 を

校 内 にと どめず、 いろんな 学 校 、海 外 と 連 携 し 発 展 させてい ってい ただきたい 。大 学 にく ると レベル

が問 われ、様 々なビジネスコンテストなどにも応 募 して 1 位 を獲 得 している。学 園 でも、今 までで きな

かったことがで きたと いうこと だけに満 足 せず、レベルをどんどん上 げていってほしい。その下 地 と して

高 校 で すばらしい 学 びがで きていること がよくわか った。最 後 に学 園 の男 女 共 同 参 画 の 部 分 をさ ら

に努 力 していってほしい。この画 面 の中 に女 性 が 全 然 いない。大 学 で も課 題 と なっているが、と もに

頑 張 っていきたい。  
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久 保 ：発 表 は続 けていくつもり。一 つは SGH ネットワーク校 に申 請 した。向 こう 3 年 間 は SGH

校 と して引 き続 き発 表 をすることがで きる。もう一 つはユネスコスクール認 定 予 定 。両 方 を合 わせて、

外 に公 開 していきたい。形 をつくった発 表 と いうよりは、ふだんの G CI S の授 業 をみていただいて、そ

のあと にこういう時 間 を取 って意 見 をいただくと いう形 を考 えている。来 年 度 もぜひご参 加 いただきご

意 見 いただきたい。  

 

太 田 ：水 曜 日 に G CI S のグループセッションに参 加 した。エビデンスの高 い内 容 で、一 つ一 つの

言 葉 に 実 感 と 本 音 があ ると 感 じた。 先 生 方 の見 識 と 生 徒 のものの見 方 が 育 ってきてい ると 感 じた 。

グローバルイシューを身 近 な食 品 ロス問 題 に落 と し込 まれての内 容 で 、刮 目 する内 容 だった。 SG H

のネットワークは法 人 としても引 き続 きすすめていく。運 営 の支 えに先 生 方 の力 があると 感 じた。  

 

◼  SGH 中 間 報 告 会  

11 月 21 日 （土 ）13 時 30 分  会 場 ：創 価 高 校  栄 冠 ホールとオンライン放 映  

【式 次 第 】  

一 、挨 拶    ・ハイブリッドのことなど             塩 田 校 長     (5 分 )  

一 、ＧＣＰ報 告 ・オンライン S DGs 学 園 祭 報 告           石 野 教 諭     (7 分 )  

一 、ＧＣⅠＳ（１年 生 探 究 学 習 プログラム）発 表 報 告        江 添 教 諭    (7 分 ）   

一 、ＧＬＰ報 告 ・生 徒 研 究 成 果 報 告 （日 本 語 ）  生 徒 代 表 6 名          (12 分 )  

一 、沖 縄 オンラインフィールドワーク実 施 報 告            谷 教 頭       (12 分 )  

一 、交 流 校 発 表   関 西 創 価 高 OG   落 合 咲 子 /上 村 まりね          (12 分 )  

一 、講 評                        村 上 清 運 営 指 導 員   (25 分 )  

一 、閉 会 宣 言                          中 川 学 園 長   (5 分 )  

 

１、新 たな取 り組 みについて  

今 回 はリアルとオンラインの両 方 で中 間 報 告 会 を行 ったことにより多 くのメリットがあった。  

 ①保 護 者 を含 めたオーディエンスが格 段 に増 えたこと。  

 ②アンケートも同 様 にオンラインで集 めたことにより、格 段 に増 えた。（後 掲 ）  

 ③他 校 との交 流 が場 所 を離 れていても行 うことができた。  

 ④実 際 のリアルの会 場 を放 映 することにより、すべてがオンラインではないため、特 に生 徒  

には発 表 のよい機 会 となった。  

 ⑤受 付 ・設 営 などの準 備 がほとんど必 要 なく、省 力 化 しサステナブル感 があった。  

 

２、アンケート（オンライン回 収 32 件 ）  抜 粋  

・学 校 の取 り 組 み も生 徒 の 報 告 も素 晴 ら し く日 々感 激 しています。 平 和 を志 向 するのに、 戦 争

体 験 や 人 が人 を虐 げてきた差 別 の歴 史 を知 り 、無 意 識 にも忌 み 嫌 う感 覚 が醸 成 された背 景 と

向 き 合 うことはとても大 切 だと 思 います 。同 時 に 地 道 に活 動 さ れてきた人 のご 苦 労 や 希 望 に 触

れることも欠 かせません。このような機 会 に触 れさせたく工 夫 してきましたが親 としてできるのは限

りがあり、 創 立 者 の ご配 慮 やそれをプログラムにしてくださった 先 生 方 のご 苦 労 、 生 徒 の 真 剣 さ

が、ご協 力 くださる学 外 の方 々の信 頼 を得 る ことに繋 がっているんだと感 じてなりません。  

・映 像 分 析 活 用 のオンライン学 園 祭 、 GC IS , GLP,  オンライン FW,  模 擬 国 連 と全 テーマに

つき、概 要 /具 体 的 事 例 が紹 介 されていた点 が大 変 良 い。特 に GCIS のあいまいな日 本 語 探
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求 発 表 では、「一 言 ってどれくらい」とのテーマの設 定 から掘 下 げが、論 理 的 になされており、非

常 に興 味 深 く拝 聴 致 しました。GLP 発 表 でも、自 分 で問 いそのものを見 つける事 の大 切 さ、仮

説 / 検 証 の繰 返 サイク ルを通 じ 批 判 的 思 考 が 醸 成 される 経 緯 がよく分 かり ました 。 2 月 の最 終

報 告 会 も楽 しみにしております。  

・難 しい 用 語 な どはあ りましたが 、わか りやす く、 かつ長 すぎな いように 伝 えよ うとい う 思 いが 伝 わ

ってきました。S GH が実 際 どういうものかつかめなかったのですが、輪 郭 や 大 まかなものは理 解

できました。見 えない苦 労 はあるかと思 いますが、素 晴 らしい取 り組 みに参 加 できたことは生 徒 ・

教 職 員 の財 産 だと感 じました。  

・このような 環 境 に触 れるこ とに感 謝 致 します 。 生 徒 たちの明 瞭 で堂 々と した 発 表 に 感 銘 しまし

た。S GH や GCIS で、このような国 際 的 な教 育 を受 けさせて頂 いていることに驚 きました。  

・ とて も興 味 深 か った です 。 映 像 技 術 の 指 導 など とて も貴 重 な 学 習 が でき て いる と 関 心 し て 視

聴 しました。  

・5 年 目 に 期 せず してオンラ インと いう ツールの 特 性 を 活 用 して 、積 極 的 にあらたな 取 り 組 みを

展 開 された、教 員 及 び生 徒 の皆 様 、素 晴 らしいですね。  

・学 園 祭 の 映 像 を当 日 見 ましたが、 どのクラス も映 像 関 係 に 進 学 希 望 かと 思 うほどレベルが 高

いと感 じました。そ れに 至 る ワークショップ 等 の 取 り 組 みを 知 り、 生 徒 達 もよい経 験 が できた と 思

いました。 優 秀 賞 作 品 も当 日 は 漫 然 と 見 て い ました が、 今 日 の 説 明 でさまざまな 工 夫 がな さ れ

ていたことがよくわかりました。  

・オンライン沖 縄 FW に 100 名 もの生 徒 が参 加 できたとのこと、実 際 に行 く人 数 より多 くの生 徒

が経 験 できてよかったと思 います。これをきっかけに、いつか実 際 に沖 縄 に行 かれるとよいと思 い

ました。（2 年 間 沖 縄 生 活 しましたが、自 然 ・人 々・戦 跡 ・歴 史 等 をぜひ体 感 してほしいと思 いま

す。  

・関 西 校 の 取 り 組 みの 様 子 を 初 めて 生 徒 の 発 表 で知 りました。 オンラ インならでは で、 今 後 と も

活 動 の東 西 交 流 を活 発 にしていければと思 いました。  

・初 めて参 加 させて頂 きました 。コロナ禍 の中 にあって、創 価 高 校 ならではの学 びを知 る事 が で

きとても良 い 機 会 を 頂 きました。 親 世 代 の 学 び とは格 段 に 高 度 な 内 容 で、 これからの 時 代 を 担

う人 材 育 成 のモデル となって欲 しい と願 ってい ます 。また どんなに世 界 平 和 を 目 指 して もやは り

地 域 にど う 根 ざ し 展 開 して いけ るかが 大 事 だと のお 話 に 、 自 分 の 出 来 る とこ ろから 平 和 が 築 い

ていけるんだとあらためて感 じることができました。  

・SGH への取 り 組 みが、 分 かりやすく報 告 さ れていたと思 います 。特 に 生 徒 の発 表 は、その 団

体 ごとに 、 良 く努 力 して 、 学 び、 活 動 して いる と 感 じ まし た。 内 容 も興 味 深 い もの でした 。コロ ナ

禍 により、フィー ルドワークがオンラインとなって、参 加 希 望 者 全 員 が 参 加 できたことは新 しい取

り組 み方 で、画 期 的 で良 いと高 く評 価 しております。  

 

 

◼  SGH 最 終 活 動 報 告 会  

2 月 20 日 （土 ）13 時 30 分  会  場 ：創 価 高 校  栄 冠 ホールとオンライン放 映  

【式 次 第 】  

一 、挨 拶 ・指 導 員 紹 介 、探 究 科 への移 行            塩 田 校 長      (8 分 )  

一 、GCIS の展 望 について   (28 分 )  

   ①  １年 生 GCIS のとりくみ                  児 玉 教 諭      (2 分 )   

       「食 品 ロス」探 究  代 表 発 表   生 徒 報 告       ★オンライン   (7 分 )  
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②  ２年 のとりくみについて                    今 野 教 諭      (2 分 )  

       「小 平 市  コミュニティスクールについて」生 徒 発 表  GLP３年     (7 分 )  

   ③  フィールドワークについて                    石 野 教 諭      (2 分 )  

       「オンラインワールドツアー」    生 徒 報 告   ★オンライン       (7 分 )  

一 、姉 妹 校 オンライン発 表         関 西 創 価 高 校     ★オンライン     (10 分 )   

一 、講 評                          村 上 運 営 指 導 員                 (25 分 )   

一 、閉 会 宣 言                       中 川 学 園 長                 (5 分 )  

１、新 たな取 り組 みについて  

中 間 報 告 会 と同 様 に、リアルとオンラインの両 方 で行 った。カメラの位 置 を工 夫 し、オンラインで

あっても臨 場 感 と、発 表 者 のスライドが見 やすくなった。  

 ①引 き続 き省 エネ運 営 が可 能 となり、午 前 中 はＧＣＩＳの新 しい取 り組 みに挑 戦 できた。  

 ②アンケートも同 様 にオンラインで集 めた ことにより、格 段 に増 えた。（後 掲 ）  

 ③他 校 との交 流 は、今 回 は現 役 生 とできた 。  

 ④オンライン授 業 期 間 のために、実 際 の生 徒 の登 校 はない報 告 会 となった。準 備 段 階 から  

当 日 まですべてをオンラインで打 ち合 わせ、発 表 とチャレンジングであったが、スムーズな運  

営 ができた。  

 

２、アンケート（オンライン回 収 34 件 ）  抜 粋  

・2016 年 度 から始 まった S GH 指 定 校 としての取 り組 み、そして最 終 年 度 の報 告 会 にオンライ

ンとういう 形 で参 加 できたこと 大 変 に光 栄 に 思 います。 関 わって頂 いた 全 ての教 職 員 の 皆 様 に

心 より 感 謝 申 し 上 げ ます。あ りがとうございまし た。生 徒 たち一 人 一 人 が地 球 規 模 課 題 に 真 剣

に考 え探 求 する姿 にもとても感 動 致 しました。  

・すばら しい 報 告 会 を 拝 見 させ ていただき 、 大 変 にあ りがと うござ いました 。 各 学 年 の 代 表 生 徒

による GLP を見 させていただき、大 変 に感 銘 を受 けました。関 西 校 の英 語 によるプレゼンテー

ションも大 変 に 素 晴 らしかったです。 地 球 規 模 の課 題 を 見 つけ、 社 会 への関 心 ・ 教 養 を 高 め 、

情 報 を 収 集 ・分 析 し、 課 題 解 決 への議 論 ・ 検 討 を重 ね 、答 えを導 き 出 し 、それを多 くの人 と 共

有 するという取 り組 みは生 徒 が将 来 、 社 会 の 中 で必 ず役 に立 つ 力 を身 に付 けてい ると感 じ まし

た。  

・テーマを決 め、話 し 合 い、 資 料 作 成 、わかり やすいプレゼンテーション、全 てに圧 倒 さ れまし た。

様 々 な 意 見 が ある 事 を お 互 い 理 解 し 、 の び の び 授 業 を 受 け て いる 様 子 が 、 と て も実 践 的 な 授

業 で、大 変 素 晴 らしいと思 いました。今 後 に必 ず生 かされるので続 けて頂 きたいと思 います。  

・とてもわかりやすく興 味 深 い内 容 でした。どの報 告 も生 徒 さん達 の自 主 性 が表 情 にあらわれて

いて素 晴 らしいと思 いました。昨 年 までのポスターセッションに向 けての取 り組 み映 像 を見 て、今

年 の 3 年 生 はコロナ禍 の中 でも工 夫 をしながらやりきり先 日 の発 表 だ ったのだと改 めて感 動 しま

した。  

・ 各 学 年 、 関 西 校 と 幅 広 い 取 組 を 紹 介 して 頂 き、 活 動 内 容 の 理 解 が 一 層 深 まり 良 かった 。 ま

た各 活 動 と も内 容 がよ く深 掘 りさ れ、 且 つ 進 め 方 手 法 その もの が 社 会 でも十 分 通 用 する 実 践

的 なものと感 じた。  

・活 動 報 告 、視 聴 させて頂 きありがとうございました。コロナにより、全 てのフィールドワークがオン

ラインとなり、念 願 叶 って GLP のメンバーにさせて頂 いた娘 もはじめは残 念 がっていましたが、マ

イナスに捉 えるのではなく、その中 でプラスに転 じられたことも沢 山 あり、新 たな発 見 と洞 察 、そし

て探 究 心 を 培 わ れた こと に、 大 きな 喜 び と 成 長 を感 じ ました 。 生 徒 の 皆 さんの 真 剣 な 取 り 組 み
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にとても感 動 しました。ありがとうございました。  

・貴 校 の素 晴 らしい S GH の取 り組 みを拝 見 して、大 変 感 動 するとともに勉 強 になりました。まさ

に教 員 と 生 徒 が と もに 取 り 組 ん で成 長 してい る 姿 を 拝 見 する こと が でき まし た 。こ れからの 教 育

においては 、 自 己 探 求 意 欲 が 最 も大 切 になっ てきます 。い わゆ る「 答 え のない 問 題 」 への 挑 戦

です 。そのあ るべき 姿 がこ こにあ ると 感 じ ました 。 今 後 も取 り 組 みを 続 けられ、 多 くの 生 徒 たち が

参 加 できるような流 れを作 ってくださることを期 待 します 。  

・今 、 地 球 規 模 で取 り 組 まない といけな い 課 題 について、 生 徒 さんたちが 真 摯 に 考 え 取 り 組 み

ら解 決 への 糸 口 を 提 案 してくださっていることに、とても感 動 し ました 。今 年 は、 学 校 でのプレゼ

ンテーションができないのはとても残 念 でしたが、3 年 生 の息 子 も試 行 錯 誤 しながら懸 命 に取 り

組 んでお りました 。 関 西 校 の 方 々の 英 語 による 発 表 は圧 巻 でした。テーマとなったさ まざま な 課

題 について、自 分 自 身 もさらに勉 強 していきたいと思 います。  

・今 年 は直 接 学 校 に行 ける機 会 がなかったので、オンラインでも様 子 がみられて大 変 ありがたか

ったです。  

・最 終 報 告 会 に参 加 させていただき、ありがとうございました。これまでも、 毎 回 とはいきませんで

したが 、 可 能 な 限 り 報 告 会 を 拝 見 させ たいた だいて おり 、そ の 度 に 進 化 して いる 学 園 の 取 り 組

みや学 園 生 の成 長 に、深 く感 心 しております。その流 れに勢 いも感 じ、 今 後 は、 GCIS の活 動

に大 きく期 待 を寄 せております。  
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10.  カリキュラム表  
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発 行  学 校 法 人  創 価 学 園  創 価 高 等 学 校  

〒 1 8 7 - 0 0 2 4  東 京 都 小 平 市 たかの台 2-1  
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印 刷  株 式 会 社   コモダ印 刷  
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